


















































僕は君に爆弾を仕掛けたい。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「小こ手で毬まりさんってどんな人？」

　クラスの女子に聞かれたら、僕ぼくはきっとこう答えるだろう。

「ひどい奴やつだよ。身勝手で、強ごう引いんで、偉えらそうで。ろくでもない女だ」

　これはもちろん本心だし、実際に彼かの女じよはそういう人間だ。何て答えようかな、なんて迷うことは少しもない。一秒もしないで答えられる。

「じゃあ、小手毬さんと一いつ緒しよにいると大変だね」

　続けてこう聞かれたら、僕はきっとこう答える。

「本当だよ。毎度毎度振ふり回まわされて、自分の自由なんてあったもんじゃない」

　これももちろん本心だから、どう答えたらいいかな、なんて考えることは全くない。二秒もしないで答えられる。

「ふうん。小手毬さんに巻まき込こまれて、たくさん苦労しているのね」

　さらにこう聞かれたら、僕はきっとこう答える。

「そうだね。いつもハラハラさせられっぱなしで、気の休まる暇ひまもない」

　これもたぶん本心だ。苦労するのは事実だし、ハラハラしたり翻ほん弄ろうされたりするのも噓うそじゃない。でも僕は思うのだ。本心だけれど、本当だろうか。少し迷って、答えるのに三秒はかかってしまうかもしれない。

　だから、もしこう聞かれたら。

「なら、小手毬さんのことは嫌きらい？」

　もしもこう聞かれたら、僕はきっと──困るだろう。

　彼女はワガママだし、自分勝手だし、一緒にいると大変で、振り回されっぱなしで、気の休まる暇もない。全部本当のことのはずで、全部本心だ。なのにきっと困るだろう。四秒か、それよりずっとかかっても答えられないかもしれない。

「なら、小手毬さんのことは好き？」

　こう聞かれたら、もっと困る。
















　待ち望んだ瞬しゆん間かんは期待通りに訪おとずれなかった。

　五限目。理科の授業の最中、もう一度時計を見た。一時五十分。額に汗あせが滲にじんでくる。予想外のことが起きたのだろうか。見落としは？　勘かん違ちがいは？　ばれたらどうしよう？

　ていうか、もうばれていたらどうしよう？

　爆ばく弾だんを仕し掛かけたのが僕だと。

　不発なら問題ない？　そういう問題じゃない。怒おこられるだけでも嫌いやなのに、どう考えてもそれだけじゃ済まない。もしばれていたら、今にもあいつがこの教室に向かってくる。それどころか警察が来るかも。

　自席で頭を抱かかえていると、胤たね森もり先生の声がした。

「笹ささ子ごくん、具合悪そうね。大だい丈じよう夫ぶ？」

　顔を上げると、心配そうな目で僕を見ている。だからこう答えた。

「保健室に行ってきます」

　教室を抜ぬけ出だした僕は、誰だれもいない廊ろう下かを早足で進む。具合なんて全然悪くないし、目指すは勿もち論ろん保健室じゃない。

　先に断っておくけど、これは正義に関する話だ。

　僕は今日、この学校のある人物に向けて爆弾を仕掛けた。それは決して私し怨えんであるとか社会に対するモヤモヤだとか、あるいはもっとゲスな悪戯いたずら心などではない。しかし、それがどうやら不発に終わった。

「……絶対に、先生を守らなくちゃならないのに！」

　階段を駆かけ下おりる。急いで現場を探さぐり、不ふ発はつ弾だんを回収してどこかに隠かくす。そして何食わぬ顔で教室に戻らなくちゃだ。廊下はひんやりと静かで、切せつ羽ぱ詰つまった感覚ばかり増す。そんな中、二階と一階の途と中ちゆうの踊おどり場ばのところで、ふいに音が聞こえた。

　何の音？

　微かすかに、でもたしかにメロディが聞こえる。音楽の授業？　職員室のラジオ？　もっとそばだ。眼下に延のびる一階の廊下を誰かが歩いてくる。この音は声だ。手すりの隙すき間まから様子を窺うかがう。足音が聞こえる。呼吸を潜ひそめる。

　ほどなく僕の目に飛とび込こんできたのは、一人の女生徒の姿だった。

　半はん袖そでのセーラー服。髪かみは長く、背は低い。声は彼女の鼻歌だ。機き嫌げん良さそうに歌っている。手に荷物──クリアファイルとかを抱えている。マズい。こっちに来たらどうしよう。

　焦あせったけれど、彼女はそのまま廊下をまっすぐ向こうに歩いて行った。

　鼻歌はやがて聞こえなくなる。耳には僕の鼓こ動どうだけが変わりなく響ひびく。誰だ。いや、誰でもいい。僕は急いでいるのだ。数段飛ばしで一階へ駆け下りる。通用口を抜け、校庭脇わきの草むらに身を隠した。

　この時間に体育をしているクラスはないから、校庭には誰もいない。草むらから職員出入り口近くの駐ちゆう車しや場じようの物もの陰かげに入り、ポケットから携けい帯たい式しきのオペラグラスを取り出して開く。

　駐車場には教職員の車が十数台並んでいて、その中に年式の古いぼろい軽自動車が一台駐とまっていた。座席には、あの男──出で久く根ね正まさ夫おが座すわっている。灰皿にタバコをねじ込こむと、続けざまに次のタバコを取り出し咥くわえ、マッチを擦すって火を灯ともす。予測は今日も間ま違ちがっていなかった。

　僕の仕掛けた爆弾は、本当ならあいつの到とう着ちやくとともに爆ばく発はつしていたはずだった。なのにこの通り、ターゲットは無事だ。なぜ？　視線を移す。それを仕掛けた──正確には『置いた』場所、車のボンネットに爆弾はなかった。

　どこへ消えた？

　わざと持ち主の目につくようにボンネットの上に置いたのに。奴が爆弾を手にしたら、必ず作動させてしまうはずなのに。別の誰かが持ち去った？　あいつの車に触ふれようものなら、のちのち面めん倒どうな事になるのは目に見えている。誰も好んで触れたりしない。じゃあ、車の中にあるのか？　少なくともダッシュボードの上には見当たらない。なんなんだ。正しいのは僕のはずなのに。なぜ僕が正しいのかというと、あいつが絶対的に悪い奴だからだ。絶対的に悪い奴の前では、誰しもが相対的に正義である。なのになんで。汗が滲むのは、九月の陽気のせいだけじゃない。

　カラスが空をカアと飛ぶ。その声で現実に引ひき戻もどされる。いけない、時間切れだ。

　幸いにして帰り道でも誰にも見つからなかった。二年四組の教室のドアを開けると、さらに幸いなことに誰も僕など気に留とめていない。黒板の上の時計を見るに、僕の不在はおよそ十分程度のことだった。このくらいなら、みんなすぐに忘れるだろう。誰も僕が爆弾の所在を確かく認にんしに行ったなんて思うまい。

　やがて五限目終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴り、生徒たちはバラバラと出て行く。僕も出て行こうとすると、ドアの外で待っていた胤森先生に呼び止められた。

「笹子くん。本当に大丈夫？　休んできたら良かったのに」

　その瞳ひとみは心配げで、心なしか潤うるんでいる。僕は緊きん張ちようの余り上ずった声で返事する。

「やっ……大丈夫です。薬飲んできたので」噓をついてしまった。

　胤森真ま弥や先生は二年生の全クラスの理科を受け持っている。年ねん齢れいはもうすぐ二十四歳さい。この学校の教職員では一番若くて、まだ担任にはついていない。黒くろ髪かみのショートボブがよく似合っていて、明るく優やさしい先生だ。淡あわいブルーのブラウスが爽さわやかな笑え顔がおと相まって休み時間の校舎に美しく映はえる。

「ならいいけど。それ、体育の日誌？」先生の目は僕の手元のファイルに向けられていた。

「はい。当番なんで、この休み時間までに書いて見せにいかないといけないんです」

「先生誰だっけ？」

「クネ夫です……、あ、じゃなくて──」

「あっはっはっ、いや、いいよ。そのあだ名ピッタリだもん。……って、今の内ない緒しよね。超ちようナイショ」

　先生はそうはにかんで「お大事に」なんて、コマーシャルの一幕みたいに手を振りながら立ち去った。

　気き遣づかって貰もらえたことで胸の中に多幸感が広がる。

　胤森先生は、数少ない「正しい」先生だ。退たい屈くつの根城であるこの学校において、誰もが日々をやっつけている学舎で、彼かの女じよの理科の授業だけは別格だった。あるときはドライアイスをフィルムケースに入れて、こともあろうにそこに水を入れて蓋ふたをした。当然、炭酸ガスがみるみる充じゆう満まんし、机き上じようのケースはギチギチに膨ふくれる。そして、

「さて。これから何が起こるでしょーか？」

　それを最後まで言い終わらないうちに圧力で勢いよく蓋が飛んだ。生徒が全員ビビる中で先生は一人、「その気になればかなり正確に時限爆弾作れるよ、私」なんて悪ふざけの顔で笑った。
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「必要とあらば作り方を聞きにおいで。教えないけど。代わりにどうしてそんなものが欲ほしいのか、じっくり話を聞いてあげよう」

　そんなことを言うので、みんな先生を許してしまう。彼女の夢はお金を貯ためていつか外国の大学院に行って研究することらしい。僕はそれをすばらしいことだと思う。

　先生を守るのは僕だ。決意を胸に立っていると、背後から友人の出いず水みが僕を呼んだ。

「笹子っち。次美術だぞ。クネ夫のところに行くなら急いだ方が良くない？」

「やべっ」僕は駆かけ足あしで体育教員室に向かった。




　体育教員室は体育館の二階にある。狭せまくてどの机にも書類が乱雑に散らばっている。

「なんかつまんねえ感想だなおい。やる気あんの？」

　クネ夫は授業日誌をバサッと机に下ろした。動どう揺ようがバレないように、視線を上に声を張る。

「はい、あります！」

　クネ夫に対しては、常に元気の良い声で返事をしなければならない。でないとそのことで「声が小せえよ。軟なん弱じやく者ものが」と余計に怒られる。お前こそ女みたいにクネクネした姿勢で立つくせに。だいたいお前、何で──。

「お前らのクラス、全体的に温ぬるいんだよね。今日だって試合中にボンヤリ突つっ立たったままの奴やつとかいたろ。信じらんねえよな」

「はい！　信じられません」何で、無事なんだ？

　僕ぼくの仕掛けた爆弾から、どうやって逃のがれた？　内心で問うが、勿論答えは得られない。

「お前もボンヤリしてたろうがよ。笹子ちゃんよお」

　クネ夫は吐はき捨すて、「まあ、今回はこんなもんで許してやる」なんて大上段な姿勢で言った。それから軽く咳せき払ばらいして、急に猫ねこなで声ごえで訊たずねた。

「で、お前らのクラスでは俺おれの悪口とか言われてんのか？　前回ちと言いすぎたからな」

　いつもこうだ。散々生徒に威い張ばり散ちらすくせに、妙みように評価を気にする。女め々めしい奴だ。

「やっぱ先生としてはさ、規き範はんとなるべく厳しいことを言っちゃうこともあるわけよ。でもそれはお前らを思ってのことだぜ？　誤解を残したくないんだよな」

　誤解なんかない。まっすぐ最悪だ。後先考えずに感情的に怒ど鳴なり散らすくせにそのあとで急にソワソワしだす。神経質という域を超こえている。

「で、本当に悪口はないんだろうな？　俺のこと、足が生えたてのカエルを見つけた直後のヘビみたいな目してやがるとか言ってないだろうな？」

　クネ夫はそう念を押おし、じっくりと僕の目を覗のぞいた。ここで少しでも目を逸そらそうものなら「お前やっぱり噓うそついてるだろ」「本当はみんなして俺の悪口言ってるんだろ」と延々しつこく問とい質ただされる羽目になる。僕の視線が泳がないのを確かめたところで、クネ夫は「もういいぞ」と僕を追おい払はらった。

　体育館の外階段を下りながら舌打ちする。お前をよく言う生徒なんて一人だっていない。お前の想像通り、「足が生えたてのカエルを見つけた直後のヘビみたいな目」だとも、この間まさに言われていたぞ。だいたい僕の事を軟弱者呼ばわりしやがって。本当に腹が立つ。

　自分なんて犯罪者じゃないか。

　他の誰にも気づかれていないかもしれないが、僕は知っている。出久根正夫、お前だけは許さない。許すことは正しくない。だから爆弾を仕掛けたのに、どうして何もないんだ。どうして普ふ通つうにしていられたんだ──なんて考えていたら六限目のチャイムが鳴った。やばい……って、さっきから走ってばかりだな。




　六限目の美術はこのところずっと彫ちよう刻こくだ。ジャージに着き替がえて美術室に辿たどり着つくと、もうみんな席に座って作業を始めていた。小さくて四角い石を、各おの々おの好きな形に削けずっている。削った物はハンコの持ち手か、チェーンをつけてペンダントにして貰える。といっても男子がペンダントなんて気持ち悪いだけだから、当然僕の削る石はハンコになる運命だ。

「ねえねえ笹子くん。これどうかな。形、歪ゆがんでない？」

　隣となりの席の立たち花ばなさんが僕に自作の彫刻を掲かかげてみせた。

「ヒトデ？　いいんじゃない？　先せん端たんが丸っこいところとかリアルだし」

「……星なんですけど。笹子くんって、細かいところでいつもピントがずれてるよね」

「大局が合っていればいいのさ」

「合ってないって話してるんだけど」

　彼女はむくれてそっぽを向いた。僕は自分の豆とう腐ふ型を眺ながめる。もう少し凝こった形にすれば良かったかな。いや、豆腐は好きだ。しょうゆをかけて食べるとうまい。と、今度は前の席に座る出水が僕に振ふり向いた。

「なあ、笹子っち。五限目に保健室に行ったじゃんかー」

「え？　ああ、行ったよ？　行ったけど何？」

　まさか噓がばれたのか？　思わず声が上ずったが、出水は全然気づかずに続けた。

「じゃあ、あれいた？　保健室のマリ子さん」

「誰だれだって？」

「知らねーの？　現げん役えき七不思議だよ」

　どこの学校にもあるように、この中学にも七不思議らしき噂うわさは存在する。けど、どこの学校でもそうであるように、そんなの信じる奴なんかいない。現役七不思議とやらも、保健室にいる薄うす気き味み悪わるい女と目が合うと呪のろわれるとか、くだらなくてばかばかしい話だ。

「演劇部のマリ子先せん輩ぱいと、音楽室のマリ子先生と、あと……」

「プールのマリ子選手と、体育館ステージのマリ子・インティライミと、清水しみず講堂のちびマリ子ちゃん……それから……ダメ、七つ言うと呪われる」

　立花さんまで混ざってくる。嘆たん息そくして言う。

「七不思議なんかにうつつを抜かしていられるのは、日々平和な証しよう拠こだな。その脳みそを少しは勉強に使えばいいんだ」

「笹子くん、それさえなければモテるだろうに」

「全くだ。成績いいからって鼻に掛かけすぎだぞ」

　立花さんと出水が口々に呟つぶやいたが、決して成績を鼻に掛けたりはしていない。確かに僕は定期テストで常に二位だ。出水にも立花さんにも負けたことはない。しかし、僕がいつも二位ということは、僕を上回る万年一位の人間が一人いるということだ。クラスが違ちがうので顔は知らないし、忌いま々いましいので名前は絶対思い出さない。そいつを打うち倒たおさぬ限り、僕は成績がいいなどと胸を張ったりはしない。鼻に掛けているように見えるならば、それは出水や立花さんの偏へん見けんに過ぎない。なおモテないのは事実なのでそこはほっといてくれ。

　そうでなくても、僕の頭は今忙いそがしいのだ。

　先ほどのクネ夫の態度。僕の爆ばく弾だんを発見した様子はなかった。ということは、五限目にクネ夫が車に行った段階で既すでに爆弾はどこかへ消えていたということになる。僕の心のランキング、およそいちばん無くなって欲ほしくない物がいちばん無くなって欲しくないタイミングで無くなった。なぜ？　誰かが持ち去ったとしか考えられない。酷ひどい話だ。泥どろ棒ぼうだ。この学校には犯罪者がいるのか。いや、爆弾も犯罪か。心の自分が突つっ込こみを入れる。しかし僕のは正義のためだ……と、逡しゆん巡じゆんしているうちに、気づけば頭の中でメロディが繰くり返かえされていた。もしかするとずっと流れていたかもしれない。何だっけこれ。何度か繰り返されたのち、それがさっき階段で見た女子が口ずさんでいた鼻歌の曲だと思い出された。

　瞬しゆん間かん的に、急に額に汗あせが滲にじんできた。

　何で僕はこれを思い出した？

　心の中で、モヤが急に歯車になってそのうえ全部カキリと嵌はまった。

　もしかしてだけど。あのとき彼女の手にしていたもの。手のひらでくるむように持たれていたから細かくは見えなかった。けれども、彼かの女じよがファイルとともに手にしていたもの。

　あれは、僕がしかけたペットボトル爆弾に他ならなかったのではないか？

「なあ、笹子っちさあ。今度カラオケ行かねー？」

　出水が振り向いたけれど、返事する余よ裕ゆうはなかった。

　可能性とは厄やつ介かいだ。疑問を抱いだいたとき、そしてそれを否定できないとき、突とつ如じよとして牙きばを剝むく。問題だ。否定できないということは、その可能性を検証しなければならない。

　だいたいあの女子は誰だ？　あの時間に廊ろう下かを歩いていたということは遅ち刻こくか早退か。それとも時季外れの転校生で、今日は下見かもしれない。どうやって確かく認にんする？　思考がぐるぐると袋ふくろ小こう路じの中を彷徨さまよいだし、悪いことに僕はこのとき刃は物ものを持っていた。

「──いてっ」

　指先にちくりとした痛みが走った。豆腐の角に赤い滲みが広がる。平刀が左手の人差し指をかすったようだ。指先から見る見る間に染しみは伸びていく。

「うわっ、何やってんだよ」

　出水が声を慌あわてさせ、隣で立花さんが短く悲鳴を上げた。僕は努めて平静に立ち上がると、教室脇わきの水場で傷を流す。深くはないけれど血が止まらない。美術の桃もも森もり先生は手にした絆ばん創そう膏こうに心こころ許もとなさを感じたのか、室内をぐるりと見回した。

「保健室に行きなさい。保健委員は──」

「一人で行けます」

　先生の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎり、僕は美術室を後にした。まさか二時間連続で授業を抜ぬけ出すことになるとは。ドアを出るとき出水が「やっぱ呪いだぜ」と言うのが聞こえた。




　この中学校に通って二年目の秋だけど、これまで保健室を利用したことがなかった。保健の先生も知らない。保健室のドアの脇に『担当医・仲なか明日あす美み』と書かれているのを横目にノックする。

　保健室はよく整せい頓とんされた空間だった。奥おくにベッドが二つと事務机。壁かべ際ぎわに棚たながいくつか。体重計、視力検査のやつ。反対側の奥の隅すみには冷蔵庫、等々。窓が開かれており、涼すずしげな風が心ここ地ちよい。カーテンが柔やわらかくはためく空間に、僕は二人の人ひと影かげを認めた。

　片方は白衣を着た二十代半ばと思おぼしき女性だった。ふわりと緩ゆるいパーマのかかった髪かみが印象的で、たぶん保健の仲先生だろう。もう一人は女子だ。髪を後ろで二つに結んで、三つ編みを作っている。上うわ履ばきのラインから同級生であることが分かる。先客か？　机に向かって何かの問題集を解いているようだ。

「どうしたん？　あー、指怪け我がしてるじゃん」

　先生は怠だるそうに立ち上がり、棚を開けた。先客の女子と反対側の丸椅い子すに僕を座らせる。

「何？　美術？　技術？」

「美術の、彫ちよう刻こく刀とうで……」

「うわ、いたそー」軽く顔をしかめて僕の指をつまみあげる。消毒液を脱だつ脂し綿めんにしみこませながら傍かたわらの女子に言う。

「マリマリ、終わったら次のページに進んでて」

　やたら軽めのあだ名で呼ばれた女子は焦るようにこくこく頷うなずくと、机き上じように開いたノートに消しゴムをかけて勢い余ってビリッとやって、テンパッたのか床ゆかにガチャリと筆箱を落とした。つい目を向けると、彼女はだるまさんがころんだのように固まった。先生が包帯を伸ばしながら僕を引ひき戻もどす。

「あっちはいいから、気にしない」

　なんとなく思った。この小さな女子は先客ではないな。ある言葉が脳のう裏りに浮うかぶ。

　保健室登校。

　今度はこっそり横目で見る。見るからに大人しそうな人だし、クラスになじめず居場所がなくなってしまったのだろうか。彼女は再び消しゴムをかけようとするも真新しい消しゴムが真ん中からボッキリ折れて無言で頭を抱かかえている最中だった。そういえば、とさっき出水が言っていたことを思い出す。
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　保健室のマリ子さん。目を合わせると呪われる現役七不思議。

　七不思議といえば幽ゆう霊れいとかおばけとか怪かい奇き現象であり、生身の人間がそこに収まるなど聞いたことがない。だが、保健室登校であまりクラスに姿を見せないと、一いつ般ぱんの生徒からは奇き妙みような存在として映ることもあるだろう。なるほど「現役」とはそういう意味か。幽霊じゃなくて、実際に生きているこの学校の生徒のことを指していたのだ。

「授業、何してるの？」

　仲先生に聞かれて視線を戻す。指先は、いつの間にか包帯でぐるぐる巻きになっていた。

「ハンコ作ってます。石を削って」

「へえ。出来上がったら見せてよ」

「いいですけど……そんなの見て楽しいんですか？」

「君たちのことはだいたい全部楽しいよ」

　この先生はいい人だ。何か話したいと思って口を開きかける。けど、何も言葉は出なかった。僕ぼくの心臓が、急にドクンと高鳴ったのだ。

　耳に、微かに歌が聞こえた。

　出所は考えるまでもない。あの女子だ。きっと問題集が余裕で気が緩んだのだろう。一方、なぜ僕の胸が高鳴ったのかというと他でもない。その歌があのメロディだったから。

　五限目の廊下で聴きいた、あの。

　つい首を横に向ける。彼女は途と端たんに鼻歌をやめ、ノートを隠そうと両手を振ったせいで机の脇にある鞄かばんの中身をぶちまけた。派手な音を立て、ノート、教科書、雑誌やおやつのチョコレートや、そういうのが床に散らばってピンボールの盤ばん面めんみたいな蕪ぶ雑ざつさを形作る。

「よそを気にしないの、君は」

　そうは言っても、目を逸らせなかった。

　保健室登校なら、行動の融ゆう通ずうも利きく。授業中に一人で廊下を歩いていても先生からお咎とがめを受けたりしないだろう。彼女のぶちまけられた鞄の、散らかった中の一つに、見覚えのあるペットボトルがあった。あれは僕の爆弾だ。クネ夫の車から持ち去った主は、やはりこの鼻歌女子だったのだ。

　なぜ？　知らない。どうする？　分からない。混乱していると、ノックもそこそこに保健室のドアが開かれた。

「先生、いるー？」

　三年生の女子生徒が息せき切って駆かけ込こんできた。

「恭きよう子こが、高飛びで、マットじゃないところに落ちて──」

　体育で生徒が怪我したらしい。仲先生はすぐに立ち上がり、僕に「キミも授業に戻りな」と言い残して生徒とともに保健室を出て行った。慌ただしさはすぐに消え、幸か不幸か僕は鼻歌女子と二人きりになる。幸かな？　不幸かな？　決めあぐねていると、先に彼女が動いた。ノートの新しいページを開き、シャーペンで大きく文字を書いて見せた。

『問題集終わった』

「……そうなんだ」なぜそれを僕に報告する？　と、更さらにノートに書き連ねる。

『休きゆう憩けい時間なのにアスミンいなくなっちゃった』

「アスミン？」

『仲明日美だからアスミン』

　マリマリとアスミンか。随ずい分ぶん仲良しな事だ。ていうかなぜ筆談？　首を傾かしげる僕をよそに、彼女はゆっくりと立ち上がると僕をベッドに誘さそった。上履ばきを脱ぬいで揃そろえ、カーテンを閉める。そして再度ノートにペンを走らせた。

『休憩つきあって』

　淡草色の帳とばりの向こう、ベッドに座すわった彼女は小さなコントローラーを構えた。傍かたわらの棚の上には小型の薄うす型がたテレビがある。電源がつけられると、電子音であのメロディが流れ出した。映るのはゲーム画面。格かく闘とうゲームの、しかもあれは結構古い奴やつだ。

　彼女の言う『休憩』とはどうやらこのレトロゲームだ。

　何言ってんだ。何で僕が。学校でゲームだなんてズルい。そんなのが一いつ斉せいに頭を駆かけ巡めぐったけれど、それより何より僕は思った。

　とてつもないチャンス到とう来らいである。

　この鼻歌女子は爆弾のペットボトルを持っている。どうして持ち去ったのか、理由は知らないが、期せずして二人きりになれた。今なら他の人に知られることなく取り戻せるのではないか？　というか、これを逃したら次の機会はないかもしれない。腹をくくり、ベッドに上がると余っているコントローラーを拾い上げた。

「あの先生とは、いつも二人でゲームしてるの？」

　彼女は返事の代わりにノートに何やら走り書きすると、ぱたりと閉じて鞄の上に放った。いつの間に隠したのか、僕のペットボトルは大きく開いた鞄の口の中には見えない。まあいい。じっくりコミュニケーションを深め、爆弾を取り戻してやろうじゃないか。

　テレビはキャラクター選せん択たく画面を映し出す。古くさいドット絵で、無骨さ漂ただよう猛も者さたちがずらりと並ぶ。このゲームならやったことがある。正確にはこのシリーズの最新版だけど。このソフトはナンバリング的には二作目に当たる。世に出たのは二十年以上前だろう。コントローラーのコードの先にはゲーム機の本体があり、グレーの丸っこい四角にこれまた四角いカートリッジがぶっ刺ささっている。中古ゲーム屋のディスプレイとして飾かざってあるのを見たことはあるけど、動作しているこのゲーム機に接するのは生まれて初めてだ。でもボタンの配置は最近のものとそう違いないし、たぶん操作も大だい丈じよう夫ぶだろう。僕は中国人の女性を選んだ。いっぽう彼かの女じよは迷いなく巨きよ大だいなレスラーを選択し、無言のまま対戦は始まった。

　少し緊きん張ちようを感じているが、大丈夫。僕は正しい。なぜ正しいのかというと、目的に向かって段階的に行動しているという自覚があるからだ。それに僕は決して喋しやべるのが苦手なわけではない。むしろ適当なことを言わせたらそれなりのものである。何より、相手は言葉もろくに発さない気弱そうな女子だ。どうにでもなるだろう。

　さあ。レディー・ファイト！　の合図とともに。

　とりあえず軽くジャンプして相手の懐ふところに飛び込みつつ小キックで牽けん制せい、出方を見よう。

　……と思ったら。

　彼女はいつの間にか一いつ瞬しゆんで僕に近づいていた。いきなりリズムを崩くずされ、軽々しく捕つかまれて投げ飛ばされる。あまりにあっさりした一連の流れに、頭から思考が飛ぶ。

「……あの先生は、私をぞんざいに扱あつかうプロだから……」

　なんの話──と逡しゆん巡じゆんし、それがさっきの質問に対する答えだと気づいたときにはもう一度投げられていた。なんだ？　と驚おどろく耳に微かすかな溜ため息いきが届く。

「キミ、技わざを出すタイミングがいちいちぎこちない。初心者？　それとも指の怪我を言い訳にする？」

　画面の中のレスラーの活かつ躍やくに伴ともない、彼女の口の滑すべりがよくなってきた。僕は調子を崩され混乱中だ。破れかぶれの必殺技もすらりと躱かわされ吸すい込こまれるようにがっしり捕まれ、きりもみしながら地面にドゴッと叩たたきつけられた。

　気がつけば、あっという間に二連敗。キャラクター選択画面に戻る。

「次。キャラ選んで」

　彼女が言って、今度は謎なぞのインド人を選択した。僕は悔くやしくて前回と同じキャラを選ぶ。違ちがう。想像していた通りじゃない。ていうか彼女、口調まで変わっているような。髪を留とめるゴムを外し、「縛しばってるときつくて嫌いや」なんて呟つぶやいて首を振る。髪はふわりと振ふり乱れ、それを手グシでざっくりガシガシまとめる。

「縛らないと校則違い反はんだってアスミンがうるさいから。普段は何も言わないくせに」

　僕が目を向けると、気づいた瞬しゆん間かんに彼女は口をつぐみ、ノートにまたペンを走らせる。そして広げた。

『こっち見ないで。ゲームに集中して』

　顔は俯うつむき、表情は見えない。

　埒らちがあかないので言われるままに視界を前に戻す。ゲームが再開されると、インド人に頭ず突つきを喰くらう中国人女性を見つめる僕の耳に、最初のときからは想像も付かない、つっけんどんな口調が飛んできた。

「なんでさっきから女性キャラ選ぶの？　女性化願望とかあるわけ？」

　そんなことはないが。

「それとも太ももとか揺ゆれるのに欲情するの？」

　そんなことは……そんなにはないが。唐とう突とつな精神攻こう撃げきを受けて僕は調子を崩し、延々負け続ける。それから不意に唐突に、彼女はひどい言いがかりを呟いた。

「ムッツリスケベなんだね、」

　さらに。

「笹子くんは」

　──無意識に、思いっきり彼女の方に顔を向けてしまった。

「いいい、い言ってるそばからこっち見んな！　バカ！」

　彼女は俯き喚わめく。「い」が多い。画面にポーズをかける彼女に問う。

「なんで僕の名前知ってるの？」

　まさか本当に七不思議で超ちよう能のう力りよく者か霊れい能のう力りよく者かサイキック？　口をへの字に固めしばらく俯いていた彼女は、無言で勝手にゲームを再開させる。ゲーム内の僕を腕うでを伸ばして摑つかんでガシガシ殴なぐり始める。僕を火だるまにしてＫＯしたところで、制服の胸むな元もとを指さした。

「あ、ゼッケンか」

　僕は今、ジャージを着ている。その胸元のゼッケンには『二年四組　笹子翔しよう一いち』の名がはっきりと記されている。

　なんだよビックリさせやがって。

　一方的に名を知られていることに悔しさを感じ、すぐにやり返そうと思った。さっき彼女が鞄の上に放ったノートを見る。その表紙に書かれている文字こそ、彼女の名前だ。

　二年一組　小こ手で毬まり真ま理り花か。

　──この気持ちをどう表そう。

　それは、定期テストの順位で常に僕の一つ上に書かれている名前だった。万年二位のこの僕の、たった一つの目の上のたんこぶ。その正体は、保健室登校の現げん役えき七不思議。

「何？」鼻歌女子──あらため小手毬は不ふ機き嫌げんそうに俯く。

「……いや。だからマリマリなんだと思って」

　彼女は画面の僕をまた火だるまにした。これで通算十回目の敗北だ。

「私、そのあだ名気に入ってないからね。私の名前のどこにマリマリ要素があるのか」

　考えるまでもなくあるだろう。隣となりの人間が僕の憎にくきライバルと知り、急に苛いら立だちが湧わいてきた。勉強で負けっ放しの上に、ゲームもだなんて。思わず毒づく。

「こっちは初心者なんだから手加減してくれても良くない？　だいたいこっち見るなだの何だのってわけ分かんないし」

　そしてわざとらしく小手毬の顔を覗のぞき込こんだ。瞬間、僕と小手毬の間を一冊のノートが遮る。彼女がさっきの会話帳で自分の目元を隠したのだ。

「……何なんだよ。本当に」

　顔の上半分を隠したままで小手毬の口だけがゆっくり動く。

「私と目を合わせないで」

「だからなんで」

「私と目を合わせた人は、みんな私をきらいになるの」

　瞬しゆん間かん的てきに意味がとれなくて、沈ちん黙もくする。嫌きらいも何も、コイツがあの小手毬ならば最初から大嫌いだ。その大嫌いな女は、身体からだをテレビの方に戻もどすと続けた。

「本当は、笹子くんの名前は前から知っていたわ。あれ。『密閉空間内における酵こう母ぼ菌きんの発はつ酵こう』ってやつ」

　僕ぼくの心臓がどくりと波打った。なんで急にそんな話をするんだ？

　それは、僕が今年の夏の自由研究で提出したものだ。市の中学生自由研究コンクールに入選したから、図書室に置かれて全校生徒に公開されている。

「割と面おも白しろかった」顎あごに手を当て、どうやら微笑ほほえんだらしい。

「あ、そう。別に人を楽しませるために書いたわけじゃないけど」

　こんな現象がある。紙パックの野菜ジュースにストローを挿さして数口飲み、それからそれを夏の部屋で数日間放置する。ある日家に帰ったら、ほったらかしにしていた机の上で、野菜ジュースが飛び散っている。

　原理は簡単で、紙パックの中にガスが充じゆう満まんし、行き場を無くしてストローから勢いよく逆流してしまった、ということだ。ではなぜガスは発生したのか。ストローを通じて唾だ液えきから細さい菌きんが紙パック内に入り、真夏の室温で発酵しガスを発生させた。

　この細菌の繁はん殖しよくは、酵母を利用しても再現出来る。酵母の分量と発酵の度合いによって、逆流の程度は如何いか様ようにも変わる。もっと密みつ封ぷうされた容器──たとえば口をグルグルとゴムで巻いたビニール袋ぶくろだとか、蓋ふたをしたペットボトルでもいい。その中で発酵を続ければ、出口を求めるガスの力で最悪ビニールやペットボトルは爆ばく発はつする。実際キムチを発酵させすぎて容器を破は裂れつさせたなんてニュースは時々あるし、世界一臭くさい漬つけ物ものと評判のシュールストレミング──ニシンを発酵させた食品の缶かん詰づめは、空気圧の変化で缶かんが破裂する可能性があるため飛行機での輸送が禁じられている。完全に爆ばく弾だん扱いだ。

　僕の実験は、まさにその爆発。様々な袋と様々な酵母でそれをテストしたものだ。

　こんな話をする場面ではない。している暇ひまも無い。話を逸らしたいけれど、不自然になっちゃダメだ。僕は注意深く言葉を選んだ。「あれ読んだんだ。随分物好きだね」

　正直、クラスでも担任の先生が事務的に報告した以外では一いつ切さい話題に上ったりしなかった。ただ唯ゆい一いつ、胤森先生が『興味深いけど悪用厳禁！　悪いことはばれたら終わりですからね。それ以外の点は好こう奇き心しんがあって大変よろしいと言えます』なんていうコメントを残してくれて（何度も読み返したから完全に諳そらんじられる）、さらにその後の授業で「さすがに手放しで褒ほめるわけにはいかなかったけど、面白かったよーあれ！　笹子くん素す敵てき！　大好き！」と肩かたを叩いてくれた（反はん芻すうしすぎて都合良く記き憶おくが改かい竄ざんされているかもしれない）だけで至福過ぎて、あとは殆ほとんど忘れていた。

「私、暇ひまだから。学校の何かってとりあえず目を通すことにしてるの。笹子くんのそれはちょうど昨日まで借りてたから、すごくタイムリーだなって」

「言っておくけど真似まねしちゃダメだよ。揮発性の高いものを使うと殺傷力を持つ」

「しないよそんな、危ないこと。私はね」

　彼女は相変わらず僕を見ずに目を細めた。反射的に僕は問う。「私は？」

「そう。悪いことや危ないことをすると、そこには怪かい物ぶつ……〈バリエ〉が現れるから」

「バリエ？　何それ」

「知らない？　ファッション雑誌とか読むとよく書いてあるじゃん。バリエ色々とか、好きなバリエで決めようとか」

　何で急にファッション雑誌の話を？　いや、彼女の指しているのはこうではないか？

「〈バリエーション〉の略の〈バリエ〉ってこと？」

「そうよ。怪物って言ってもいろんな姿形があるからね。怪物って思うと怖こわいけど、みんなの心のバリエーションなんだって思えばまだマシだもの。知ってる？　この学校の中って怪物だらけなの。特に、生徒がたくさん出歩く休み時間はね。だから私は授業中にしか外に出ないし、普ふ段だんは保健室にこもっているの。外は怖いもん」

　目を細めたまま頷いて、それは笑え顔がおなのだろう。怪物だなんてバカげた話だ。僕は別に彼女の保健室登校を咎とがめようと思っているわけではないが、きっと小手毬は自分が保健室登校であることにコンプレックスを抱いだいていて、くだらない言い訳をしてみせたのだ。とすれば、ここは乗ってやった方がいい。自由研究から上手く話題を逸らせるし、話の流れをコントロールしやすくなるのではないか。そんなことを思って、僕は更さらに質問を重ねた。

「バリエ、ね。そんな奴やつがいるなら僕も見てみたいもんだ」

「いっぱいいるよ。この学校の生徒や先生たちの強い欲求のあるところにはね。だから、バリエの傍そばには必ず何かの秘密があるのよ」

「秘密って、たとえば？」

　他た愛あいの無い話に付き合うための、何の気なしの質問だった。でも、小手毬の次の言葉に、僕は僕らがお互たがいの顔を見合わせないでいたことを幸運だと思った。だって、どれほど僕の顔面は蒼そう白はくしたか。

「たとえば、爆弾とか」

　沈黙が弾だん丸がんのように走った。

　間抜けな話だが、この瞬間まで僕は、爆弾のことを先に言われると想像していなかったのだ。心構えが、準備が出来ていなかった。油断していた。「……何だって？」

「私、爆弾を見つけたのよ」

　最悪の想像が過よぎる。今の与よ太た話は誘さそい水みずで、実は全てお見通しなのじゃあるまいか。

「爆弾ねえ。……どこにあるの？　今」

「ナイショ」

　イラリと胸の辺りがうずいた。

「ただね。それを見つけたとき、私、キミの名前が頭に浮かんだわ」

「僕じゃないし」

「そんなこと言ってない。それを見た瞬間に笹子くんの自由研究を思い出したってだけ」

「なんで」

「そういう爆弾だってこと。ペットボトルに野菜ジュースが入った爆弾」

　その通りだ。ペットボトルの中には少しだけ野菜ジュースが入っており、理科室から拝借した酵母と砂じや利りも入ってる。既すでに数日放置して、ボトルの中にはだいぶガスが充満していた。蓋を開けた瞬間に中身がはじけ飛んで、悪あく臭しゆうと当たり所が悪ければそこそこのダメージを与あたえられる。当初はエアゾール缶の可燃ガスも注入することも考えた。もしターゲットがタバコでも吸っていようものなら、引火して更に甚じん大だいな被ひ害がいを引き起こせるだろうから。でも今回は見送った。意味はない。ほんの気まぐれな武士の情けだ。

「爆発したらそうとう臭いのよね。あの〈フラットウッズ〉は」

「何、それ？」

「爆弾に名前をつけたの。元ネタはフラットウッズ・モンスターっていう、アメリカの怪物ね。とにかく臭い奴なんだって」

　臭い奴……とすると、僕の作った爆弾にある意味ピッタリの名前ではある。

「そんな奴がいるんだ。おばけ？　妖よう怪かい？　ＵＭＡか何か知らないけど、初めて聞いたよ」

「私、怪物って言いましたけど」

　小手毬は呆あきれたように溜ため息いきをついた。──良かった。心の内で胸をなで下ろす。僕の驚きはうまく誤ご魔ま化かせたようだ。

「でさ、その臭い爆弾。私も興味はあったけど、まさか実際に作ったものに出会えるとは。ほんとビックリだわ。こんなことってあるのね」

　あの爆弾が自分のオリジナルだと主張する気はない。けれども彼かの女じよがまるで自分のものであるかのように話すので、秘密を踏ふみ荒あらされたような気がしてむっとして答える。

「僕の自由研究は誰だれだって見られるから、それを見た人の仕し業わざかもしれないね」

「あれ、図書室の本と同じように貸し出しカードがあったけど、昨日までに私一人の名前しかなかった。だからたぶんこの学校で私しか見てないはず。……なんかゴメンだけど」

「昨日、返されたあとで借りた人がいるのかもしれない」

「一日じゃあの爆弾作れないって、笹子くんなら知っているくせに。ねえ、どこに置いてあったのか知りたかったり？」

「別に」

「クネ夫の車の上。ボンネットの上に置いてあったの」

　拒きよ絶ぜつを無視して彼女は告げたが、そんなことは知っている。なぜって置いたのは僕だ。

「クネ夫の車の傍そばにとんがり頭の怪物が突つっ立たっていたの。誰もいないはずの外でバリエを見かけるなんて珍めずらしいからビックリしちゃった。フラットウッズ・モンスターはトランプのスペードみたいな形の頭で、粘ねん土ど細工みたいな目鼻があって、細い手と真っ黒な胴どう体たいをしているの。そいつに近づいてみたら、爆弾を見つけた」

　まだくだらない怪物話を続ける気か。フラットウッズか何か知らないが、もし彼女が爆弾を持ち去らなければ全てうまくいって僕がこんなに不ふ機き嫌げんになることもなかったろうに。

「なんで駐ちゆう車しや場じようになんて行ったの？」

「アスミンにさ、車から荷物とってきてって頼たのまれて。あの先生酷ひどいのよ。私が保健室から出ない穀ごく潰つぶしだからって、こきつかうの。掃そう除じしろとか、荷物持ってこいとか」

　授業中に？　という言葉が喉のど元もとまで出かかって、思わず唾つばを飲んだ。危ない、注意していても迂う闊かつな言葉を口走ってしまいそうになる。

「いつ見つけたの？」

「んーと、五限目の途と中ちゆう頃ごろ」

　間違いない。あのときだ。彼女は保健の先生の車に何らかの荷物──たぶんクリアファイルだろう──を取りに行き、クネ夫の車から爆弾を持ち去った。その帰り道を、僕ぼくは階段の上から見かけたのだ。

「でもあの爆弾、変なのよ。時限装置も何もないの」

　小手毬は口を尖とがらせ不服げに言う。僕は他人事のようにそれに答える。

「そんなものをつけたら犯人に繫つながる証しよう拠こが増えることになるからじゃないかな？」

　また、ターゲットが万が一にも現れなかった場合にスカとなる。アナログ式腕うで時計の文も字じ盤ばんを利用すれば、時限装置を作ることはたやすい。けれど、そのような理由から採用を見送った。

「じゃあどうやって作動させるつもりだったのかしら」

　それも造作ない質問だ。

「たとえば、何か開けさせる方法があったとか」

「たとえばって？」

「そうだなあ……そのボトル、中に手紙が入ってなかった？」

「あ、そう。よく分かったね。手紙かどうかは知らないけれど、中に紙切れが入っていた」

　小手毬は意表を突つかれたように驚いた声こわ色いろで答えた。分かるに決まっている。僕が入れたのだから。コピー用紙の切きれっ端ぱしに「クネ夫へ」とカナクギ文字で書いて、ラップで包んで詰めた。中身は白紙だ。

「でも、紙切れが入ってるとどうして開けるの？」

「そんなとこに入ってる紙は手紙だろ。蓋を開けなきゃ読めない」

「読むの？　そんなの怪あやしいし、普ふ通つうなら無視して棄すてない？」

　本当なら余計なことを言うべきではないけれど、僕は焦あせっていた。コイツをきちんと言い負かして、爆弾なんて取るに足らない話だと思わせたかったのだ。そしてもう一つ。本音を言うならば、僕は彼女から優位性を取とり戻もどしたかった。

「開けるよ。クネ夫に心当たりがあれば、開けざるを得ない」

「心当たりって？」

「たとえば、奴が悪いことをしていて、この爆弾を仕し掛かけた人間はそれを知っている。クネ夫は手紙を見た瞬しゆん間かんに、自分の犯罪がバレていると想像する。なら、手紙には何らかのメッセージが込められている可能性が高いと考えるだろう。もちろんクネ夫が清せい廉れん潔けつ白ぱくなら気にすることのない悪戯いたずらだけど、そうじゃないならそうじゃない」

「だったら犯人は爆弾なんか仕掛けてないで警察にでも教育委員会にでも告発すりゃいいんじゃないの？　アスミンならきっとそういうことがあったらそうしろって言うわ」

　恩師の教えは知らないが、この件に関しては僕も一家言ある。

「犯罪をただ単に暴あばくってのは正しくない。犯罪ってのは、その行こう為いに宿る思想を完かん膚ぷ無なきまでに全否定することが必要なんだ」

「バラすよりも脅おどしてやる方がクネ夫を徹てつ底てい的てきに潰つぶすには効果的だってこと？」

　彼女は理解したのかしていないのか、小首を傾かしげて俯いた。

「何それ……ていうかクネ夫の犯罪って何よ？　先生なのよ？」

　いつの間にかゲームの手は止まっていた。けれども相変わらずお互いの視線は前を向いたまま。そのような状じよう況きようで僕の口から出た答えは、人に言うべきではない事こと柄がら。けれども彼女を大人しくさせるには、きっと必要な事柄。

「クネ夫は盗とう撮さつしていたんだ」

　小手毬が息を吞のんだのが分かった。テレビ画面は無音でデモ映像を流している。彼女は今食べさせられたものを確かめるように呟つぶやいた。「……盗撮？」

「そう。どこか……女子更こう衣い室しつかどこかを盗撮していて、それを爆ばく弾だんの犯人が知っていた。クネ夫は紙にそのことが書かれていると考える。だから手紙を見ざるを得ない」

「そんなの聞いたことない。先生の盗撮なんて、私の周りにもそんな噂うわさしている人いない」

　アンタの周りには保健の先生しかいない気がするけど。

「本当だよ。なぜなら、胤森先生はそれで脅されていた。クネ夫に。『写真をばらまかれたくなかったら俺おれと付き合え』みたいな感じでさ」

「そう聞いたの？」

「少し前に生徒指導室で『いい加減俺の言うことをきけ。いつまでも図に乗るな』なんて問とい詰つめられていたのを、ドア越ごしに聞いたんだ」

　放課後の廊ろう下かでたまたま胤森先生を見かけて、挨あい拶さつしようと追っていっただけだった。先生が周囲を気にし始めたので僕はつい物もの陰かげに身を潜め、彼女が生徒指導室に入ったのを認めた。そこからは殆ほとんど本能で、気づけば僕は生徒指導室のドアに耳をあてていた。中には既にクネ夫がいて、僕の胤森先生に下げ卑びた言葉を投げつけたのだ。義ぎ憤ふんに駆かられたのは、即そく座ざのことだった。

「笹子くん、すごい情報通ね。クネ夫の犯罪から脅きよう迫はくまでなんでもござれなんて」

「逆だよ。脅迫を聞いてから、クネ夫を調べた。そしたら盗撮の事実が出てきたんだ」

「でも、分かる気もする。あの先生変態っぽいもんね。私も嫌きらい。この前職員室に行ったときは急に呼び止めて『お前鼻歌下手くそだなー』だなんて。なんでこの人、私の鼻歌聞いてるの？　どこで聞いたの？　って、ぞっとしたわ」

　彼女はそう言って自分の身を抱きしめる。

「アスミンは時々一いつ緒しよにお酒飲むって言ってたけど信じらんない。悪あく趣しゆ味みの極きわみだわ」

「先生にもそういう飲み会とかあるんだ。サラリーマンみたい」

「違ちがうの。アスミンお酒好きだから、いろんな先生に誘われて愚ぐ痴ちとか相談とか聞かされるんだって。内ない緒しよだけど、あの人ときどき二ふつ日か酔よいで学校来てるのよ」

　それは完全にダメな大人だ。さっき少しでもいい人と思ってしまった僕の純じゆん粋すいさを返せ。

「でも、笹子くんはどうやってそれを調べたのかしら」

「ナイショ」

　さっきのお返しとばかりに、即そく応おうで切り返した。

　簡単な話だ。彼の行動を三ヶ月かけてチェックした。毎日時間を変えてクネ夫の車付近にスマホを隠し、ビデオ機能で録画した。法則を見つけるまで時間はかからなかった。体育の前後に更衣室にカメラらしき装置を仕掛けておき、体育のあとに回収する。そして午後の空き時間にあの車でチェックする。窓を閉め切り、タバコの煙けむりをくゆらせながら。学校の敷しき地ち内ないは全て禁きん煙えんだけど、車の中だけは私的空間として治外法権が認められているらしい。行動のタイミングは職員室に貼はってある各クラスの時間割から容易に推測できた。今日、この曜日は四限目に彼の受け持つ体育がある。夏休みを挟はさんで習慣が変わることも懸け念ねんしたけど、最初の週は相変わらずだったし、次の週もそうだった。つまり変化はない。

「別にいいけど」彼女はむくれ、それ以上の追及をせずに次の疑問を口にする。

「他にもあるの。時限装置なしならさ、確実にクネ夫が来る時間を見て、車にセットしなきゃならないよね。なんで犯人はあの時間にクネ夫が来るって分かったのかな」

「さあね」

　これも簡単だ。昼過ぎに、だいたい一時四十五分までに校務員がゴミ箱を回収するのに学校を巡じゆん回かいする。それより前にカメラを回収しなければならない。でないと発見される可能性がある。だから、どんなに遅おそくてもクネ夫がカメラを持って自分の車に行くのに一時五十分を越こえることはない。僕は一度校務員に隠し置いていたスマホを回収されたことがある。受け取りに行くときに少々話を聞いたのだ。今日はスマホを仕掛けてはいない。爆ばく発はつ騒さわぎが起きたら回収が難しくなると思ったから。

「むう、決め手に欠けるな」

　小手毬はうんうんとうなり始めてしまった。ひょっとしたら犯人は僕だと勘かん付づいているのではないかとも思ったけれど、どうやら杞き憂ゆうだ。そもそもペットボトルもコピー用紙も酵こう母ぼも全部、この学校のものだ。物証から僕に結びつくことはない。彼女の質問はただの興味本位で、すぐに飽あきるだろう。不安だったのは「彼女が僕の爆弾をどこかで使うこと」だったけれど、その様子は見て取れない。あとで正しい廃はい棄き方法を教えておけば充じゆう分ぶんだ。僕は、一度奪うばわれた手た綱づなをもう一度握にぎり返しつつあることに安あん堵どを覚えた。

　ところが、次の瞬間に耳を疑うこととなる。

「そうだ。胤森先生に聞いてみよう」

「はっ？」思わず大声を上げ、彼かの女じよを見やる。口くち元もとに拳こぶしを作った彼女はその姿勢のままビクリと身を固める。油断していたのか、考える人みたいな変なポーズで固まっている。僕は「彼女を見ない」という約束を思い出し慌あわてて視線を逸らす。逸らしたまま一息深く呼吸を入れて、問い直す。

「何で？　何その打開策」

　小手毬は多少ソワソワを残しつつも、何が疑問かとでもいったふうに答えた。

「その、だって、胤森先生なら爆弾の作り方知ってるし。だったらどうして犯人がこういうものを作ったか、その意図もきっと私たちより見えるんじゃないかなって。それにクネ夫に脅されていて、先生なんだから校内を動き回るチャンスはいくらでもあるわけだよね。それこそクネ夫の動きを観察して、いつ自分の車に籠こもるのかを知る事だって難しくはない。なら何か知ってるかも。あれ？　あの人が犯人だったりして」

「んなわけない！」

　声を荒あららげる。僕ならともかく、胤森先生を疑うだなんて。すると小手毬、それを軽く受け流すような間を一いつ瞬しゆんだけ作った。そして。

　彼女の方から僕を見た。

　瞬しゆん間かん的てきに、身が凍こおるのを感じる。目と目が合って無意識に、さっきの言葉を理解した。

　私と目を合わせた人は、みんな私を嫌いになる──。

　彼女の目は何か訴うつたえるでもなく、かといって無表情というわけでもない。睫まつ毛げが長い。でもそんなことはどうでもいい。それより問題は目だった。

　真っ黒な瞳ひとみに僕の顔が映っているのが見える。まるで、彼女の瞳の奥おくに囚とらわれてしまったかのように。そこから──彼女の瞳の『中』から僕を見る『僕』の顔は、この僕の自覚通りすっかり青ざめている。自分が分からなくなった。本物はどっちだ？　あそこに囚われている『僕』か、そいつが見ているこの僕なのか。

　青ざめた表情の僕に、彼女は言った。とてもとても静かな態度で。

「なんでそう言いきれるの？　さっきから笹子くん、まるで犯人を庇かばっているみたい」

　この女。

　こう思っていやがる。犯人は胤森先生で、この笹子はそれを知っていて誤ご魔ま化かしているんじゃないのかって。猛もう烈れつな苛いら立だちを覚える。そもそも犯人は僕なのだから、見けん当とう違ちがいもいいところだ。そのうえ胤森先生が犯人だなんて、そんなことは疑われるだけでもダメだ。

　徹底的に言い返さねば、そう思ったが、しかし先に口を突いたのは悲鳴だった。

「──うわっ！」

　間抜けな声が僕の口から飛び出た。なぜって、僕を見つめる小手毬の瞳に変化があったのだ。正確には、瞳の中の『僕』の姿に。

　そこには信じられない物が映っていた。

　小手毬が平へい淡たんに訊ねる。「どうしたの？」

　答えられない。どう答えたらいいのか分からない。ただ、小手毬の瞳に映る『僕』の背後に、黒い怪かい物ぶつの姿が見えた。スペードマークみたいな形の頭に、グレーの丸っこい目が二つついている。腕うでは細くて節くれ立っている。体は真っ黒な寸ずん胴どう型で、マントを羽織っているのか下半身はよく見えない。

　これは、まさに小手毬が今しがた言っていた「クネ夫の車の傍そばに立っていた怪物」の描びよう写しやとも一いつ致ちする。

　こいつがフラットウッズ……？

「黙だまってないで教えてよ。何か見えたの？　笹子くん」

　小手毬が重ねるが、答えたらダメだと直感した。小手毬が瞬まばたきをした瞬間にさっと目を逸らして振ふり向くが、そこには何もいなかった。

　幻まぼろし？
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　少なくとも、もう一度小手毬の目を見る気には絶対になれなかった。何もかも誤魔化すように、半ば吐はき捨すてるように言う。

「何でもない。ともかく爆弾なんてどうでもいい。胤森先生は犯人じゃない。あの先生は真面目でいい人だよ。生徒の相談とか乗ってくれるし、僕ぼくの自由研究も褒ほめてくれた」

「どうだか」小手毬はバッサリ切って捨て、無愛想に腕を組む。

「そもそも胤森先生が明るくて善人って扱いをされていることが気に喰くわない。あの人だって他の先生方となんにも違いはない。裏にはどんな顔を持っているかも分からないのに」

「気に入らない奴やつは勝手に疑って悪く見るってか。最低だな」

「そうかもね。でも私が最低だと何か問題？」

　そういう問題じゃない。けれども小手毬は僕の反論を待つ素そ振ぶりも見せずに続ける。

「別に犯人が誰だれでもいいけど、私、決めたわ。絶対に犯人をおびき出すって」

「なんでだよ」

「怪物退治よ。この学校に、悪意の存在は許さない」

　薄うすく閉じられていた双そう眸ぼうが強い眼まな差ざしとともに開かれた。保健室登校のくせに、七不思議のくせに、この学校になんの正義か愛着か。

「……犯人をおびき出すってどうやって？　誰か先生に言うのか？」

「言わないよ。先生に先生のことを言ったって黙もく殺さつされる。この学校はいつもそう。体たい罰ばつだっていじめだって、きっと盗撮さえも握りつぶされる。それに」

　一度口をつぐみ、彼女は二、三頷いてから言葉を再開させる。

「それにこれは、まだ明らかになっていないことだもの。爆弾を仕掛けた人はいるけれど、爆弾は爆発する前に取り除かれた。つまり事件は起きていない」

「じゃあ何が目的？　犯人はおびき出すけど捕つかまえたりはしない。そう聞こえるけど」

　僕たちの佇たたずむベッドの上に、午後の光が影かげを落とす。小手毬の影だけがいやに黒く濃こく見えるのは、気のせいだろうか。

「これはいわばゲームよ。犯人に、アンタより上がいるって思い知らせてやるの。さっき笹子くんも言っていたでしょう？　相手を屈くつ服ぷくさせるには、相手の思想を折るのが一番効果的だって」

　確かに言った。言ったとも。

「だとしても、できっこないだろ」

　影の深さに気け圧おされて、探さぐり半分引き止め半分で難を打つ。けど彼女はあっさり言った。

「できるよ」

「……どうやって」

「やってみれば分かるよ。ならこうしよう。笹子くん、私と勝負」

　振ふり幅はばの広い彼女の発言に、揺ゆり戻もどしのように思考が沈ちん下かする。勝負？

「私が犯人を引きずり出せるかどうか、賭かけをしない？　私が勝ったら笹子くん、キミ私の下げ僕ぼくになること。逆に私が負けたら何でも言うことを聞くよ？　どう？」

　反論を差さし挟はさませないためだろうか、一息に彼女は言った。即そく座ざに拒きよ否ひの単語が浮かばなくて、半ば無意識に、相手の不利を引き出そうとして訊ねる。

「……期限は？」

「一週間あれば充分だわ。絶対できる」

「本気？」

「本気。私、決めてるもん」

「何を」

「絶対に噓うそはつかないって」

　…………。

　ちょろいぞ、こいつ。

　僕は別に下僕など欲ほつしてはいないけれど、彼女の言葉の「絶対に噓はつかない」という一点。それを聞いて知らず笑えみを浮かべていた。

　犯人を引きずり出すなど絶対に無理に決まっている。なんせ彼女は、その犯人を目の前にして宣言しているのだから。この「勝負」、何も気にせず普ふ通つうに生活しているだけで、一週間後には僕の勝ちだ。こみ上げる笑いをどうにか堪こらえる。

「分かったよ。けど、何も起きなかったら犯人捜さがしなんて危険な……バカなことはやめろ」

「何で？」

「心配してるからだ」

「やだ優やさしい」

　両手のひらで自らの頰ほおを包む小手毬だが、ばかばかしい。僕が心配しているのは胤森先生だ。天てん井じようを見上げてもう一度溜ため息いきをつく。ドッと疲つかれた。最初はただのネガティブで人見知りな奴かと思ったのに、ちょっと話はなし込こんでみたら言いたい放題の暴走車だ。そして、あの目。まるで人の正体を映し出してやるとでも言いたげな、漆しつ黒こくの瞳。嫌きらわれるって、そりゃそうだ。気味悪がられるって、当たり前だ。コイツは小心者を装よそおっているくせに内心で他人を虚こ仮けにしているんだ。

　さっき見た幻だって。現象の理り屈くつは分からないけれど、理由は直感的に理解できる。あれは、僕が自分の行こう為いに後ろめたさを感じ始めて見えた錯さつ覚かくだ。一種の催さい眠みん状態か何かだったのだ。きっとこの女は口調や態度や身み振ぶりによって他人に催眠状態を誘ゆう発はつさせてしまう奴なのだ。小手毬と目を合わせた奴はみんな小手毬を嫌いになる、その理由。彼らは全員、小手毬の瞳の中に映る自分の背後に、こうやって怪物の姿を見たのだ。

　疲れ果てて溜め息をついたとき、ガラリとドアが開いた。

「小手毬さん、いる？」

　カーテンの陰から顔を出して覗くと、見覚えある女子が立っていた。すらりと手足が長く、快活そうな印象を与える。しかし実際は快活というよりは男おとこ勝まさりな性格の人物。誰にでも話しかけてくる奴で、用もないのに何度か会話したことがある。情報屋……というかお喋しやべりで有名な女。一組の湯ゆ座ざ加か奈な子こだ。

　瞬しゆん間かんに、僕の隣となりの気配が変わった。

　名前を呼ばれた小手毬は、油が切れたかのごとく体が強こわばった。光を発しそうだった目の輝かがやきが失うせ、魔ま法ほうが解けたように萎しおれる。

「ん？　笹子がなんで小手毬さんといるの？」

　そっちこそ。と思ったが、そこで僕は初めてとっくに六限目の授業が終わっていることに気づいた。いつの間にか、もう放課後なのだ。

　小手毬がいそいそと出て行き、ノートを湯座に手て渡わたした。受け取った湯座はそれをパラパラとめくり、軽く眺めて目をあげた。

「なんか『笑え顔がおのキモイ人とゲームをする羽目になった。耐たえられなくて死ぬ』って書いてあるけど、これアンタ？」

「えが……なんだって？」

「小手毬さん、口べただから。こうして重要な出来事はメモっておくのよ」

　口べたなら何を言ってもいいわけじゃないし、だいたい小手毬が口べたなんて壮そう大だいな思おもい違ちがいもいいとこだ。

「まさか笹子、あんたも小手毬さんのこと七不思議だのなんだのってからかいに来てるんじゃないでしょうね？　保健室のマリ子さんとか言って」

「んなわけないだろ」本当に小手毬こそが現げん役えき七不思議だったようだ。

「じゃあ何？　はっ、アンタまさか小手毬さんのことが……いや、違うか。年上好きだもんね。知ってるよ、胤森せん──」

「おい、何言ってんだ」

「あ、でも今日アンタ二時間連続で保健室行ったんだってね。そのうえ放課後まで居座ってるとか、何？　もしや仲先生に鞍くら替がえ？　いいけどあの人、飲んべえだよ」

　放っておくとどこまでも喋る女だ。肩かたをすくめていると、ようやく仲先生が戻ってきた。

「あら湯座さん。マリマリから訊きいたよ？　文化祭実行委員やるんだってね」

「委員長です！」湯座は胸を張った。

「今年はミスコンをやるから先生もエントリーしてよ」

「私より、マリマリを出して優勝させようぜ」

　仲先生が悪戯いたずらっぽく口元を緩ゆるめると、湯座は笑顔で手を叩いた。

「わっ、それ面白そう！」

　二人の視線が小手毬に注がれる。小手毬は青い顔になり、どっか吹ふっ飛とんでくんじゃないかという勢いで首を横にブンブンと振る。

「って先生、無む茶ちやさせないでよ！　小手毬さんもそんな首振ったらもげるよ。ほら、帰ろ」

　そして、小手毬は湯座に連れられて帰っていった。

　完全に出で遅おくれた僕はベッドの上で正座。二人きりになったところで仲先生が言う。

「私の代わりに休きゆう憩けい付き合ってくれたんだね。ありがとう」

「いえ、ゲームしてただけですし」

「あいつ強かったっしょ。これからも遊んであげてよ」

「強かっ……いや、まあまあです……って、なんでですか」

「だってそりゃあ。マリマリが私以外の人といるときに鼻歌歌うなんて初めて見たわ。あの子、フツーは誰か人がいると性格にロックがかかるから。今の湯座さんみたく」

　ロック……鍵かぎがかかる、殻からに籠こもる、といったところか。

「何か話した？」

「別に……いや、怪物だかバリエだかって話なら」

「ああ」仲先生は苦く笑しようした。「あの子、共感覚幻げん視しを持っているみたいだからさ」

「何ですか、それ？」

　先生曰いわく、視覚や聴ちよう覚かくなどから別の感覚が誘発されるのを共感覚というそうだ。

「数字の『３』を青っぽく感じるとか、ピアノの音を聴くと口の中が苦くなるとか、聞いたことない？」

　それは知っているかもしれない。

「そういうのの延長線上でさ、物の置かれ方とか人の言動や仕草、下手すりゃ感情に誘発されて、幻が見えるらしいのよ。病気とかじゃなくて、そういう個性。エンパシーって知ってる？」

　何でも他人への共感を指す言葉らしいが、小手毬の場合はそれが極端に異質な形で発現しているのではないかとのことだ。

「だいぶ個性的ですね」

「そ。そんでその症しよう状じようの人は、かまわれたがりな性質になりがちなの」

「本当ですか？」

「今のは噓。かまってちゃんはあの子の元からの性しよう分ぶんだから」仲先生はくすくすと笑った。

　からかわれたのだろうか。

「ていうか、なんでそんな話するんですか」

　嫌な圧あつ迫ぱく感を感じながら、僕はゲームの電源を落としてベッドから立ち上がり、

「気に入られたのよ」

　聞こえないふりをして逃にげた。

　保健室を後にしたところで、たくさんの先生方とすれ違った。会議が終わって皆みなが次々に職員室に戻っているところなのだろう。その中に胤森先生の姿も見つけた。

「笹子くん、また保健室に行ってたの？」

「はい。ちょっと美術で怪け我がして」包帯でぐるぐるの指先を見せると先生は「わっ。お大事にね」と心配してくれた。それから、

「私も保健室行ってこよ。今度仲先生とご飯に行くんだー」

　ふんわりと笑ってみせる。クネ夫に脅されているとは思えない、屈くつ託たくのない微笑ほほえみ。僕ぼくはこの笑みを守りたいと思った。

　あの忌いま々いましい小手毬は何をするつもりだろう。「犯人を引きずり出す」なんて、そんな方法があるわけがないのに。まあいい。邪じや魔まされた上に胤森先生が疑われたのは癪しやくだけど、一週間を過ぎれば終わりにする約束だ。しばらく待って、落ち着いたら次の作戦を立てよう。そんなことを考えて過ごす間に数日が経たち、指の包帯は取れ、傷口はふさがった。

　出久根正夫が胤森真弥を包丁で切りつけたのは、勝負開始の日から六日目の午後のことだった。




　　　◇




　昼休みは暢のん気きで、天気だって穏おだやかだ。様子が変わったのはチャイムが鳴ってから。五限目が始まると同時に先生が慌あわてて教室に駆かけ込こみ、「自習」と一言残してすぐに踵きびすを返して出ていった。にわかに教室は色めき立つ。噂うわさはすぐに広まってきた。

「ねえ笹子。聞いた？　さっきカナコが言ってたんだけど」

　立花さんがベラベラ喋って、その話をまとめると事態はおよそ次のような内容だ。

　昼休み、クネ夫と胤森先生が生徒指導室で密会していた。そこで口論となりクネ夫が持っていた包丁で胤森先生を切りつけた。包丁は家庭科室のもので、予あらかじめ懐ふところに隠かくし持もっていたらしい。胤森先生の傷はかすった程度のもので、大事には至らなかったが念のため病院に運ばれた。

　狭い密室で二人きり。そんな状態で刃は物ものを振ふり回まわされたにも拘かかわらずどうして胤森先生の怪我はその程度で済んだのかというと、生徒指導室で爆ばく発はつが起きたからだ。包丁に危険を感じた胤森先生が、やはり懐に隠していたフィルムケース爆ばく弾だんをクネ夫に投げつけた。これは僕の推測だけれど、胤森先生が自衛のために用意しておいたものだろう。

　爆弾は生徒指導室の扉とびらのガラスを割るくらいの威い力りよくを秘ひめていて、凶きよう事じは昼休み真まっ直ただ中なかの先生・生徒の目に触れるところとなった。爆発に腰こしを抜かしたクネ夫は通りがかった先生方によりその場であっけなく取とり押おさえられたそうだ。

　自習と銘めい打うたれた午後の教室はそんな事態に当然落ち着いていられるわけもなく、みんなザワザワウロウロしている。だから僕が教室を抜ぬけ出だしても、誰だれも気にしなかった。廊ろう下かを進む僕の頭の中にあったのは高こう揚よう、というよりは混乱の昂たかぶり。アイツは何をやっている。見けん当とう違ちがいもいいところだ。

　保健室のドアを引くと、一人だけ小手毬がいた。髪かみは縛しばってなくて、どうやらこっちが普ふ段だんの姿らしい。

「給食いつまで食ってんだよ」

　彼かの女じよは嚙かみちぎったパンの一ひと切きれをもむもむと飲のみ込こむと、慌てたように手を翳かざした。

「笹子くん。まだ私たち、食事を見られるような間あいだ柄がらじゃない」

　どんな間柄だよ。などと相手にしたりはせずに、僕は用件を告げる。あの目を見たくはなかったので、それとなく目を逸そらしながら。

「騒さわぎのことは知ってるよな？」

「うん。アスミンも駆り出されていったから、暇ひましてたんだ。笹子くんのクラスは自習？」

　牛乳パックのストローをすする音。まるで我関せずといった態度に苛いら立だちを覚える。

「何をやったんだ？」

「私は何もやってないよ？」

「噓うそだ。この騒ぎはお前の仕し業わざだろう」

「言わなかったっけ。私、噓をつかないって決めてるの。だいたい私に何ができるの？」

　視界の隅すみの小手毬は、砂遊びのように指先についたパンくずをパラパラと払はらい落とす。

「出来るさ。お前は湯座に言ったんだ。『クネ夫の車に胤森先生が爆弾を仕掛けた』って」

「しないよ、そんなこと。なんでするの？」

　視線を落とし、足を上げてぶらぶら揺らめかせる彼女。それは退たい屈くつを紛まぎらわす子供のようで、僕の苛立ちに拍はく車しやをかける。

「言ったはずだよな。胤森先生は爆弾魔なんかじゃないって」

「爆弾魔じゃん。お昼の騒ぎで爆弾ぶっ放したんでしょ？　そう聞いてるよ？」

「だとしても、車のことは話が違う」

「同じだよ。車の爆弾を仕掛けたのが胤森じゃなくても、そして他の誰であっても関係なく、それが今日の昼休みに胤森を暴発へと突つき動うごかすトリガーになったってことに違いはないわ。違う？　ていうか私、まだ食事中なんですけど」

「暇だったと言ったろ。話を逸らすなよ」

「……ばれたか」わざとらしく口元を尖とがらせる。

「じゃあさ、私がどうやってクネ夫に伝えられるのか、聞かせて？　笹子くんの考えでは、私が湯座さんを使ってクネ夫に『胤森が爆弾で危害を加えようとした』って伝わるように仕向けたんでしょ？　でも私は噓をつかないって決めてるし、湯座さんがいくらお話し好きだからって教わってもいない先生のそんなひどい噂うわさ話ばなしはしないよ。笹子くん、それよりセロリ食べない？　私これ臭くてニガテなんだけど、食べないとアスミンが許してくれないの」

「だから話を逸らすなって。じゃあ、仲先生経由なら？　あの人は先生の間で交友関係が広いんだろ。こっちにはクネ夫と接点がある。時々飲みに行くらしいって、小手毬も言っていたじゃんか」

　すると小手毬は「ふむ」と頷いた。

「アスミンにはたしかに喋った。でもまだちょっと違う。ま、いいか。せっかく来てくれた笹子くんに誤解で怒おこられるなんてばかばかしいし」

　言いながら、決意を固めたように残っていたセロリにフォークを突き刺さした。そしてじっと睨にらむと、自殺でもするかのように口に運ぶ。あまり嚙まずに飲み込み、思いっきり顔をしかめると、言葉を僕の眼前の宙に置くように言った。

「私はこう言っただけよ。『ねえアスミン。この学校の先生が、誰かに脅きよう迫はくを受けているみたい』って。それだけ」

　視線がすっと動かされ、つられて動いた僕の視線とまっすぐぶつかる。またあの真っ黒な目だ。心の奥おく底そこまでズケズケと入はいり込こんでくるような、人に本能的な嫌悪を抱かせる瞳ひとみ。思わず尻しり込ごみしてしまう。

「……それだけで、なんでこんなことに？　仲先生がクネ夫にそう伝えたとしても……」

「クネ夫には伝わってないと思う。アスミン最近忙しくてお酒飲んでないって言ってたし」

　じゃあ誰に？　問おうとすると、小手毬の瞳からうっすらと涙なみだが零こぼれ落おちた。

「──おい、なんで泣いてるんだよ」

　今のやりとりに泣く要素なんてどこにもないはずだ。小手毬は慌てる僕を制して、ポケットティッシュを取り出した。

「うう……。セロリ苦い……嫌きらい……」

　マジかよこの女。人が真しん剣けんな話をしているときに、セロリが苦くて泣きやがった。ティッシュで目元を拭ぬぐいながら「で、なんだっけ……。もうなんかどうでもいい」と更さらに調子崩れな言葉をぼやく。お前にとってはどうでもよくても、僕は一切捨て置けない。

「だから、アスミン──仲先生は誰に言ったんだよ。クネ夫のことを」

　小手毬は涙のついでに鼻をかみ、この世の全てに嫌いや気けがさしたような投げやりな口調で言った。

「ああ、そんなの胤森に決まってるでしょ」

「胤森先生……？」

　ふいに頭の中に光景が浮うかぶ。小手毬とゲームをした帰りのこと。廊下ですれ違った胤森先生はたしか、今度仲先生とご飯に行くと言っていた。その「今度」の日だ。その日、食事中に仲先生は、小手毬の戯たわ言ごとを胤森先生に伝えたのだ。『この学校の先生が誰かに脅迫を受けている』──それを聞いて彼女は何を思う？　こうだ。『私が出久根先生に脅されていることが、どこかから漏もれている』……そのことで彼女が心配することは、次の二つだろう。





　・どこまでの範はん囲いに、どこまでの内容が、広まっているのか。

　・そのことがクネ夫の耳に入っているか。まだだとして、もし入ったらどうなるのか。






　胤森先生は仲先生に詳しよう細さいを訊たずねただろうけど、仲先生は小手毬から『脅迫の存在』しか聞かされていない。だから胤森先生の質問には何も答えられない。胤森先生は焦あせっただろう。クネ夫が噂を耳にしたら「胤森め、誰かに相談しやがったな」と激げき昂こうして、なんらかの強きよう硬こう手段に出る可能性もある。だから先手を打って釈しやく明めいするために、胤森先生はクネ夫を呼び出した……？　それはおかしい。だったらクネ夫が包丁を持って行く理由がないじゃないか。わけが分からない……。

「ちょいちょい、笹子くん」

　思考する僕を小手毬が遮った。彼女は一度大きく伸びをして、人差し指を立てた。

「あのね。今のは別に推理するとこじゃないの。すごく単純な話で、本当は逆なのよ」

「逆って、何が？」

「クネ夫が胤森を脅おどしていたんじゃない。胤森がクネ夫を脅していたってこと」

「……は？　何言ってんの？」今の言葉を頭の中で反はん芻すうする。よく分からなくて思考が固まる。直後、僕の口をこじ開けて言葉が飛び出る。

「イミフなんだが。どっからそんな話が出てきた？　今までのこと聞いてた？」

「わっ。笹子くんって、ビックリすると口数増えるタイプ？」

「いや、単純にありえないだろそんなこと。何で胤森先生が？　は？　脅す？」

　小手毬は脇わきの丸椅い子すを引っ張り出してポンと叩いた。促うながされるまま腰を下ろした僕に、諭さとすように彼女は言う。

「単なる『脅迫犯の噂話』を、誰かさんはそういうふうには解かい釈しやくしなかったのね」

「誰かさんって？」

「だから胤森だってば。『この学校の先生が脅された』という話を、胤森は『自分がクネ夫を脅していることがばれた』と理解したってこと」

「いやいや、根こん拠きよがないだろ」

「結果から見て明らかじゃん。諦あきらめが悪いなあ」

　小手毬が身を寄せて、またも自ら僕ぼくの目を覗き込む。長い睫まつ毛げのその奥で、射い貫ぬくような黒い瞳の中には不満げな『僕』が閉とじ込こめられている。そいつから目を逸そらそうとして、僕は初めて小手毬の顔をまじまじと見た。丸っこい目も、弓なりの眉まゆも、毛穴一つ見えない肌はだも、潤うるおった唇くちびるも、体温を持った人形のように見えた。その顔が、瞳の中に『僕』を捕とらえている。その背後にはまたあのスペード頭の怪かい物ぶつ〈フラットウッズ〉が見える。コイツは何なのだ。僕はまた幻まぼろしを見ているのか？　しかし、逡しゆん巡じゆんする遑いとまも与えられぬまま、小手毬は音もなく笑えみを見せた。

「真実はこう。クネ夫は何らかの悪いことをしていた。それはオーケー。で、笹子くんはさ。胤森が盗とう撮さつ写真で脅迫されて、クネ夫に交際を迫せまられている……そう考えたのよね？　なんて聞いたの？　もう一度思い出して」

「ああ。『いい加減俺おれの言うことを聞け。いつまでも図に乗るな』だ。まさに若い女性に交際を迫る中年オヤジの常じよう套とう句くそのものじゃないか」

「それが逆なのよ。その発言は、小こ娘むすめに脅されているクネ夫が精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張って説とき伏ふせようとしている言葉だわ。クネ夫が胤森に『頼むからもう脅さないでくれ』って一いつ生しよう懸けん命めい上から目線で頼んでいるってこと」

「なんで胤森先生がクネ夫を脅したり出来るんだ？　何を理由に？」

「クネ夫の犯罪の証しよう拠こでも握ってたんじゃないの？　笹子くんと同じように」

「……で、でもなんで胤森先生が脅迫なんてするんだよ。理由がないだろ」

「お金じゃないの？　あの人、お金貯ためて外国の大学院に行きたいってよく言ってるらしいじゃん。それに、お金じゃないにしても理由なんてきっとどうでもいいくらい存在するし、それを探るなんて無意味。だって、現実としてもう胤森とクネ夫は問題を起こして、理由が何であろうともその事実は消えないのだから」

　室内の空気がしんと静まり、どのくらい僕らは話はなし込こんでいるのだろうと思う。

「……お前、マジで言ってんの？」

「だから、噓はつかないって」

「ふざけ──」るな、と言いたかったけれど、小手毬の手が伸びてきて制された。

「だから、ここから先は私の推論、ていうことで聞いて。怒るならその後」

　目を閉じて何度か頷き、続ける。

「胤森がクネ夫を脅していることは、クネ夫が言わなければ誰にも漏もれ出でることはない。そう考えた胤森は、事実確かく認にんをするためにクネ夫を呼び出した。で、クネ夫は胤森からの脅迫にいい加減ウンザリしていて、脅し返そうと家庭科室から凶きよう器きを持ちだして生徒指導室へ挑いどんだ。そっからの、密室の中の話は知りようもないけど」

　二人の間で何らかの交こう渉しようが決けつ裂れつしたのは間違いない。小手毬の推測通りなら、クネ夫は脅迫のことを誰だれにも言ってないし、胤森先生は自分とクネ夫しか知らないはずの脅迫の噂うわさを第三者から聞いたということになる。お互たがいの不ふ審しんを拭えないまま破は滅めつを迎むかえる。

「で、ブチ切れたクネ夫は包丁で切りかかり、胤森は爆ばく弾だんを隠かくし持もっていたからそれで応戦。結果、生徒指導室は先生同士の格かく闘とうの場になったというわけ。〈包丁オヤジＶＳ．爆弾魔〉って、対戦ゲームならどうかな？　けっこう緊きん張ちよう感かんのあるカードじゃない？」

　緊張感はともかく、理由がどうであろうとも事実は覆くつがえせないという点は正しい。でも勝手に胤森先生を貶おとしめることは許さない。そんなことは正しくない。

「どうして、胤森先生が脅迫しているなんて疑ったんだ？　そこに根拠はないはずだ」

「だって『裸はだかを盗撮されて脅迫されてる』だなんて。んなわけないのよ。私ですらそんなんじゃ屈くつしないだろうに、ましてや二十歳はたち過ぎた女が。写っていたのが裸じゃなくて何かの犯罪の瞬しゆん間かんだったらって考えもしたけれど、そんな秘密を抱かかえているなら爆弾投げつけて大騒さわぎを起こすなんて打開策をとるはずがないわ」

「全然ダメだ認めるわけにはまるでいかない。そんなのは思おもい込こみで、根拠とは言えない」

「じゃあ、こういうのはどう？」小手毬はまた指を立てた。勿もつ体たいつけるときの癖くせらしい。

「クネ夫がつい最近まで盗撮を続けられていたことが、まずおかしいのよ。だって胤森が写真を見せられて脅迫されているとしたら、クネ夫の盗撮を知っているわけだよね。だったら、どうしてそれを放置しておくの？」

　即そく答とうし損そこねる。どういう意味だ……？

「『盗撮』は、『脅迫』が発生した時点で終しゆう了りようしなくちゃいけないのよ。脅迫後も盗撮が続いているなら、胤森は仕し掛かけられているカメラを拾うなり、匿とく名めいで通報なりするはず。そしたら警察が動いてクネ夫は一発アウトでしょ。①クネ夫の盗撮と②クネ夫→胤森間の脅迫関係、この二つは同時には成立しないの」

　たしかに、胤森先生がクネ夫の盗撮を知っている状じよう況きようで、クネ夫が変わらず学校で盗撮を続けているのはおかしい。いや、でも裏を返せば。

「同じ理由で逆も然しかりだ。胤森先生がクネ夫の『盗撮』を見つけてそれをネタに『脅迫』しているのなら、脅迫以降も盗撮が続いているのは変だよ。胤森先生に監かん視しされながら盗撮していることになる。①クネ夫の盗撮と②胤森先生→クネ夫間の脅迫関係、この二つも同時には成立しない」

「そうね。だから、私はこういうふうに思ったの。クネ夫は盗撮『は』していない」

　立てた指をゆるく丸め、それから彼かの女じよはその手を開いて掲かかげて見せた。急に突きつけられたその意見を僕はうまく咀そ嚼しやくできていない。だからこう聞き返すのが精一杯だった。

「……盗撮『は』？」

「そう。実際に彼かれがしていたのは『盗とう聴ちよう』。更こう衣い室しつに仕掛けていたのはカメラじゃなくて盗聴器。カメラでもいいけど盗撮用じゃなくて、目的はあくまで盗聴」

「なんで？」

「だったら胤森がその事実を知ったあとでも問題はないよね。もし彼女や生徒の着き替がえる場にその機械があったとしても、静かにしていれば何にも影響はないんだし」

「じゃなくて。なんでクネ夫は盗聴したりするんだ？」

「笹子くんも知っているでしょ？　彼の性格。私も湯座さんやアスミンから散々聞いているよ？　小心者で人からどう見られているか気になってしょうがないんでしょう？」

　また人差し指を立てて、その指で自分のこめかみをぐにぐにと拗ねじり突く。この人、うまく理解できるかなあ、と僕に対して一いち抹まつの不安を抱いだいているふうにも見える。

「だから、自分の悪い噂が流れてないかチェックするために、体育の前後に盗聴器をセットした。盗聴も犯罪であることには変わりないのだから、この件が胤森にとってクネ夫を脅きよう迫はくする材料になり得る点には違いないよね」

「でもそれって結局クネ夫がまだ盗撮……じゃなくて盗聴か、を続けていることの説明にはならないだろ。なんだ？　胤森先生は『盗撮なら見み逃のがせないけど盗聴ならまあいいか』ってクネ夫を放置していたってことか？」

「だって盗聴ならたいした実害はないじゃん。胤森は、盗聴をやめてクネ夫が周囲からどう見られているのか分からなくなって社会生活を営めなくなるほど精神的に病やむ方が厄やつ介かいだとでも思ったのよ。むしろ胤森にばれているのに盗聴をやめられないクネ夫の臆おく病びようさ、ある意味では大だい胆たんさの方が驚きよう嘆たんに値あたいするポイントだわ」

　確かにクネ夫の他人を気にする性質は度を超している。「生徒の評判を気にするあまり盗聴」していたとしても、そして他人に見つかってもやめられないほどだとしても、「かもしれない」と思えてしまう。けれど同時に「かもしれない」の域を超えるものではない。

「いや、でもその証拠は……」

　小手毬は両手のひらを開いてみせた。それ以上の思考の開かい陳ちんを放ほう棄きするサインのよう。

「私は、根拠を聞かれたから答えただけ。クネ夫のしているのは盗聴だから、胤森は盗撮写真なんて撮とられない。だから脅迫されない。それが正解かどうかなんて分からないよ。でも言わなかったっけ。私」

　小手毬は軽く咳せき払ばらいして、よく通る声で言った。

「クネ夫の奴やつ、ひどいのよ。私の鼻歌を盗ぬすみ聞ぎきして下手だって言うの」

　あっ……。

　それきり彼女は口を閉じた。あんなに饒じよう舌ぜつだったのに、一転して押おし黙だまったまま。僕はクネ夫の持っているものがカメラらしいと思ったが、それが実際にカメラかどうか、或あるいは写真そのものを見たわけではない。それに、そうだ。体育教員室で、クネ夫は自分へ向けての「陰かげ口ぐち」を、一言一句違たがわず諳そらんじて見せた。あの……足が生えたてのカエルを見つけた直後のヘビみたいな目で。

　確かに、クネ夫には少なくとも「盗撮」は困難で、そしておそらく「盗聴」はしている。クネ夫が盗撮していない以上は、胤森先生が脅迫されることはない……？

　目に映る、僕の背後のフラットウッズが身もだえしている。苦しそうだ。もしかすると、こいつは僕の心理状態をそのまま現しているのではないか。

　僕は今、負けを認めようとしている……？

「待て、まだだ。たとえば、胤森先生は写真や動画じゃなくて誰かの陰口を言ったのをクネ夫に録音されたんだ。それで脅迫されたってことも……いや、違ちがうか」

「そうね。自分の足を引っ張る内容が録音されていることを胤森が知っていたら、さすがに脅迫を受けた後までクネ夫の盗聴を引き続き許しているわけないもんね」

　その通りだ。胤森先生がクネ夫の盗聴を許容するのは、それが先生にとって実害のないことだからだ。

「クネ夫は胤森に盗聴を黙もく認にんしてもらう代わりに、定期的にお金を支し払はらっていたのよ。クネ夫はそれが嫌いやになって、胤森にもうやめてくれとお願いした。それをドア越ごしに聞いた笹子くんは、胤森が脅迫されていると思い込こんだ。そして、今日のこと。呼び出されたクネ夫は、精神的に限界になって包丁で脅おどした。そしたら胤森が爆弾で応戦した。それが、この事件の全ぜん貌ぼうよ」

　小手毬の瞳ひとみの中で、フラットウッズが膝ひざをついた。事件の全貌？　そうなのか？　いや。

「だとしても、胤森先生が悪いとは言えない。先生とクネ夫が対立するきっかけを作ったのは結局クネ夫の方じゃないか」

「んなこと言っても後の祭りよ。胤森も爆弾使った以上、ただじゃ済まないだろうね」

　小手毬はつまらなそうに腕うでを組み、頭の中の文章を読み上げるように呟つぶやいた。

「私の予想だと、出久根正夫はクビ。動機は『交際を無理に迫って』あたりで処理される。胤森に脅されたことはきっと自分の犯罪が露ろ見けんするから言わないと思う。それに、この学校はこの事件を明るみに出さず揉もみ消けすわ。評判ばかり気にする校風だもの」

　そんなことはどうでもいい。

「……胤森先生は？」

「爆弾は正当防衛にギリ入るかもね。あとは見み舞まい金きんをがっぽりもらって休職に入って、きっとそのまま二度と現れないんじゃないの」

　クネ夫も胤森先生も彼女にとって等しく価値のない存在である、とでもいうようだ。

　僕は叫さけびたい衝しよう動どうに駆かられる。お前がまいた種なのに、お前さえいなければ、お前があのとき、お前が……怒いかりがぐるぐると渦うずを巻く。

「クネ夫に同情の余地はないけど、胤森はどうかしら。他言無用でお金もらって、それは体に残った包丁の傷きず跡あととトントン？　ばかばかしい」

　小手毬の瞳の中で、フラットウッズの体にヒビが入った。同時に、僕ぼくの心のどこかが軋きしんだような気がして、力づくで抑おさえようとして僕は無意識に声を荒あららげていた。

「──なんてことをするんだ！」

　しかし小手毬は少しも臆おくさず質問を返す。「何が？」

「お前が、仲先生に余計なことを言わなければ──」

「なんで？　学校の平和を守ったんだから、感謝こそされても怒おこられる覚えはないよ。それに私をどうこう言うならさ。学校で爆弾使う人の方がよっぽどだと思わない？」

「ふざけるな！」

「ふざけてないよ。それとも何？　私より自分の方が正しいっていう根こん拠きよがあるの？」

「勿もち論ろんだ！　僕は正しい──」

　頭は何も整理出来ていない。けれどもただ現状をなんとかしたい一心で、勢い任せの言葉が飛び出る。

「──なぜ僕が正しいのかというと、僕は正しいからだ！」

　保健室のしいんとした静けさの中に、僕の叫びだけ響ひびき渡わたった。余よ韻いんが消えるのをたっぷり待って、小手毬が静かに口を開いた。

「喚いて満足するならどうぞ。でも胤森も言ってたじゃん。悪いことは、ばれたら終わり」

　頭の中に、瞬しゆん時じに浮うかぶ文字列。僕の自由研究に添そえられた、胤森先生からのコメント。

　突つき刺ささり、実感する。僕が「正しい」と思った行こう為いは正しくなかった。より正しく言うなら、実行に移された瞬間にその正しさを失った。だからこんな今を迎えているのだ。

　小手毬の瞳の中で、僕の背後のフラットウッズが崩れ落ちるように倒たおれた。もはや確信に近かった。こいつは僕だ。僕そのものだ。

「えーと、そんでなんの話だっけ。私べつに胤森の悪事をキミに教えるために長々喋ってたわけじゃない気が……。あ、車の爆弾か」

　続けて小手毬がどこかを見上げて言う。多分、最後にとっておいたものだろう。

「私がいつかの放課後に『爆弾見つけた』って言ったとき、すごく驚いた顔をした人がいたの。そんなに驚おどろくわけないのに。だって、そのちょっと前に私のカバンから落ちたペットボトルをじーっと見てたんだから。その人は自由研究で同じようなのをいくつも作っているんだから、あれが爆弾だって一目見たら分かるはず。だから思ったの。その人は、『爆弾がある』ことに驚いたんじゃなくて、『爆弾があると告白された』ことに驚いたんだって」

　……終局だった。やはり最初から、彼女は全てを見通していたのだ。

　必死に押さえていたヒビはいともあっけなく傷を広げて、そのまま心の中で柱が砕くだけた。自じ嘲ちようがこみ上げてくる。さっき小手毬の言った言葉が思い出され、諦あきらめのように呟いた。

「……胤森先生を突つき動うごかすトリガーがあったとしたら、それを作ったのは僕だ」

　一気に肩かたの力が抜ぬけたのを感じた。頭蓋骨の中身がぬかるんだ沼ぬまになったみたいだ。

「というと？」

「あの爆弾を仕掛けたのは、僕だからだ」

　なんてばかばかしいことだろう。僕は胤森先生を守る事が出来なかった。というよりも、守るという思想自体が全く無意味だったのだ。初めて知ったけど、信じていた柱が折れると身体からだに力が入らない。

「なんでそんなことしたの？」

「言わない」

「なんで？」

「言わない」

　繰くり返かえしの問答に小手毬は微かに溜ため息いきを漏らした。

「そう。だったら別にいい」指先で机き上じようをトントンと叩き、抑えた口調で続ける。

「ここで笹子くんのことがすぐに理解できちゃったらつまらないもんね」

　僕は顔を上げる。小手毬は自分の言葉が足りないと感じたのか、こう継つぎ足たした。

「自分の感覚から外れた行動についての理由を考えることは、その行動を取った人への理解に繫つながるわ」

　だから何だ。当たり前のことだ。くだらない。

「みんなそういうことを考えたり考えなかったりしながら生きていて、でも考えることが大事だと思う」

　どの口が言う。お前は自分の興味で他人を引っかき回しただけじゃないか。

「で、考えて、もしかしたら理解できるんじゃないかって思えたら。それができると期待しているとき、私はすごく楽しい」

　飛ひ躍やくした、夢見がちな発言だ。誰だれだって気になる相手を理解したいし、それが簡単に叶かなうならみんな苦労しない。僕だって──。

　ああ、と思った。

　僕はその矜きよう持じに何も言い返せなかった。全く忌いま々いましいことだが、彼かの女じよの言い分がそのまま自分に当てはまることに気づいたからだ。

　僕はただ期待しただけだった。

　あの爆弾が予定通り爆ばく発はつしたら。事件が胤森先生の耳に入ったら。先生はきっと、僕の仕し業わざだと気づくはず。気づかないにしても、化学を利用したペットボトル爆弾と聞けば僕の自由研究を連想するだろう。そうしたら、先生は僕に接近してくるかもしれない。そうしたら、先生と話すきっかけができるかもしれない。そうしたら、先生の心配事を共有して、力になれるかもしれない。

　そう期待したのだ。

　小手毬はすっと笑えみを見せた。

「ま、今のは出任せだけどね」

　ふざけるな。真に受けちまったじゃねえか。

「何よ。思い当たる節でもあった？」

「……噓うそはつかないんじゃなかったのかよ」

「噓じゃなくて冗じよう談だんだもん。何？　私たちって冗談も言えない間あいだ柄がらだったの？」

　だから何の間柄でもない。

　小手毬は動作を止めたまま僕を見つめ、その瞳は漆しつ黒こくだった。まるで僕の姿を飲のみ込こんでしまったかのようだ。数秒か数十秒かして、ふいに我に返ったようにこう漏らした。

「あ、消えた」

「……消えた？」

「笹子くんの後ろにいた、フラットウッズが」

　確かに今、小手毬の瞳の中には『僕』しか映っていない。きっとそれは、僕が完全に敗北を認めたからだろう。無言で苦く笑しようすると、小手毬は独り言のように言った。

「そうか。悪意の根本を潰つぶせばバリエは消せるんだ。大発見だわ。知らなかった」

　そして、小さくガッツポーズを作って見せた。

　六限目のベルが鳴る。そういえば次も自習だろうか。どうでもいいけど。なんて、自分の爪つま先さきをぼーっと見つめる僕に、小手毬は潑はつ剌らつとした声で言った。

「さて、笹子くん。私の勝ちね」

「……何の話？」

「忘れたの？　言ったでしょう？　犯人を必ず私の前に引きずり出してみせるって」

　そうだった。勝負だっけ。彼女は身を乗り出して僕の肩に手をかけ歯を見せる。

「というわけで、今日から私の下げ僕ぼくだから」

　その瞳は爛らん々らんと輝かがやいていた。ぞっとした。もしかするとこの女、僕を自白させるためにクネ夫と胤森先生を利用したのか。

「笹子くん、ミス多すぎ。フツー爆弾持ってるなんて言われたら、最初に聞くのは『どこにあったの？』じゃない？　なのに笹子くんはいきなり『どこにあるの？』って言ったの。あった場所じゃなくて今ある場所を気にしていた。それで変だと思った」

「爆発に巻まき込こまれたくなかったからかもしれないだろ」

「それだけならそうかもしれないけど、そのあと。クネ夫の車で見つけたって教えたとき。笹子くんは訊たずねたわ。『なんでそんなところに行ったの？』だって。また変。先に聞くべきは『なんでそんなところにあったのかな？』じゃなくて？　あの言い方だと、笹子くんにとって私が爆弾を持ち去ったことが不都合だったみたいだなって、そう思った」

　小手毬はさらにすらすらと続ける。

「それにほら、湯座さんが言ってたじゃない。あの日、笹子くんは二時間連続で授業中に保健室に行ったって。私、五限目にキミに会ってない。てことは、噓ついてるなと。てことは、そこに何かあるな、と。そういやあの人、私のカバンからこぼれたものをやけに凝ぎよう視ししていたな、と。そうやって疑いだしたら、視界が一気に開けていったわ」

　気をつけていてもダメなものだな。テレビドラマに出てくる、喋りすぎたが故ゆえに犯罪を看破される犯人。今の僕はまさにそれだ。

「ああもう、こんなに思いっきり人と目を合わせられたのって久しぶり。私、きっと笹子くんなら嫌われようがどうでもいいやって思ってるんだわ。下僕だから」

　それにしてもこの女、なんなのだろう。挙動不ふ審しんで、ゲーム好きで、目を逸そらしてばかりで、突とつ然ぜん饒じよう舌ぜつになる。いっそ本当に七不思議で、この世の物ではない幽ゆう霊れいか何かであってくれた方が良かったかもしれない。でもそうじゃないからこその、この状じよう況きようなのだ。

「ねえ。これから先、しっかり手伝ってもらうからね」

「何を？」

「怪かい物ぶつ退治。学校から悪意を消して、私が保健室登校を辞やめられる日が来るまで」

「僕には何も出来ないぞ」

　すると小手毬は肩をすくめて遠えん慮りよ気味に言った。

「出来るよ。私と目を合わせて自分から逸らさなかった人、初めて会った。キミは私と同じ側の人間だわ」

「……勝手にしろ」

　僕の返事に小手毬は満足そうに笑みを見せると、立ち上がって壁かべ際ぎわの冷蔵庫に向かった。腰こしを屈かがめて扉とびらを開き、何か取り出す。

「ところでさ。この、キミ制作の爆弾はどうしようか？」

　ラベルの剝はがされた、ガスでパンパンのペットボトル。まごうことなく僕の爆弾だ。僕の運命を大きく歪ゆがませたそれ。

「そもそもさ。それ、なんで持ち帰ったんだよ。小手毬がそんなことしなければ……」

「しなければ、何？　胤森先生と仲良くなれたかもって？　んなアホな」
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　少しも屈くつ託たくない言い方でペットボトルを揺らして笑う。たしかにそうだな。んなアホな話、冷静になって考えたらあるわけない。むしろクネ夫が怪け我がして一人車中で失神しているところを保護でもされたら、芋いもづる式しきにクネ夫の盗とう聴ちようの証しよう拠こが発見されて、更さらにそこから胤森先生が脅きよう迫はく者しやであったなんて話まで詳つまびらかになる可能性もあった。正直なところ僕もクネ夫に対する傷害犯とならずに済んだわけで（冷静に考えればとてつもなく幸運なことだ）、つまりは色々なことが小手毬の行動によって救われた、とさえ言えるのかもしれない。外面的には悪女そのものだが。

　そんな眼前の悪女は、ペットボトルを掲かかげて訊たずねる。

「これ、開けると爆発？」

「ここなら広いし、換かん気きもされているから平気だよ。ただ──」

　ゴミ袋ぶくろの中で下向きにして千枚通しか何かで穴を開けないと、恐おそろしいことになる。そう続けようとしたのだけど、小手毬は僕の『平気』という言葉だけで判断を決めたらしい。実は開けたくてしょうがなかったんだとでもいう勢いで、その場でキャップを捻ひねった。

　ポンッ──と、間の抜けた音が響ひびく。同時にキャップはどこかへ飛んで、ブシュッと勢いつけて気体と液体の漏もれ出でる音。

　……あーあ。

　たしかに爆発はしなかったのだけれど、

「──うわっ、水出た！」

　小手毬の叫さけび声の通り、ペットボトル内に圧縮されていたガスとともに腐ふ敗はいした液体が天てん井じように向かって飛び散る。僕は袖そで口ぐちで口元を押さえて、もう一度思う。あーあ。

　こいつは片付けが大変だぞ。シュールストレミングほどじゃないにしても、死んだ魚の死んだ奴やつというか、相当な悪あく臭しゆうだ。保健室でこんな悪臭をまき散らしたらどうなるか。怒おこられるだけでも嫌なのに、それだけじゃ済まないだろう。更にもう一度思う。あーあ。

　ただ、それでも。

　説教されて掃そう除じして、何か備品を弁べん償しようする羽目になって親にも怒られて、だとしても。一人でそういう目に遭あうわけじゃないことに、僕は少しだけおかしさを覚えていた。って、まずは換気だな。閉まっている他の窓も全部開けよう。

　そう思って立ち上がったとき、視界の隅すみで小手毬が鼻を押さえたままゆるりと失神したのだった。

　保健室のマリ子さん。その正体は、なんとも虚きよ弱じやくな小悪党だ。

　職員会議が終わったらしく、廊ろう下かが騒がしい。しかも何人かの先生方がこの部屋の異い臭しゆうに気づいたようで、話し声と、近づいてくる足音。

　とりあえず、どう言い訳したものかな。





　〈ケースファイル①：フラットウッズ／笹子翔一〉


　●形状：スペード頭の真っ黒な人間。宇宙人みたいなガリガリのやつ。

　●詳細：クネ夫の車の爆ばく弾だんをぼんやり監かん視ししていた。興味が湧わいたので爆弾を持ち帰ったら、怪あやしい奴が保健室で私に迫ってきたから逆に罠わなを仕し掛かけてみた。結果、見事私の大勝利！　胤森を守ろうとしたんだって。笹子くん、大人しそうな顔してやることがぶっ飛んでるわ。そのうえ頭が良くて性格が悪くて、私の話真面目に聞いてくれるしいっぱい話せて久しぶりに楽しかった。今後も遊ぶ約束したかったけど、恥はずかしいから下僕ってことにする。

　●追記：予想通り、クネ夫は退職。胤森は長期休養。それよりあの後アスミンが卒そつ倒とうして大変だったらしい。そして未いまだに保健室が臭くさい。死ぬほど臭い。これが死し臭しゆうってやつ？　私と笹子くんで二週間保健室掃除の罰ばつだって。最悪だけど、おかげで放課後しばらく一いつ緒しよにゲームで遊べるからラッキー。




















　窓に手をかけると本当に鍵かぎはかかっていなくて、数センチ開けたところで声がした。

「遅いし」

　想像していたことだから驚おどろきはしない。開いた窓の向こうから、僕を睨みつけて不服げな顔。腕うでを組み、壁かべにもたれ、闇やみに紛まぎれて小こ手で毬まりがいた。

「時間ジャストなはずだけど」窓を乗のり越こえ、僕は建物の中に身を潜もぐり込こませる。

　明かりは外に立つ街灯のそれのみで、ほぼ真っ暗だ。けれどもすぐそこで小手毬が身を動かすのが分かった。方寸のスペースに無理やり入はいり込こんでいるので、妙みように密着しているのだ。彼かの女じよは静かに窓を閉めると、下から僕の胸むな元もとを引っ張った。

「窓に映らないようにして」

　声として成立するギリギリのボリューム。その囁ささやきの付近に顔を寄せて訊ねる。

「何をしようとしているんだ」

　返事は軽い沈ちん黙もくだった。目の前の闇のすぐそばで、彼女が僕の目を覗のぞき込こんでいるような気がする。

「家は大だい丈じよう夫ぶだった？」

「窓から出てきたよ。うちの親は僕が『おやすみ』を言ってから部屋に入ってくることはないからね。大丈夫だとは思う」
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　もっとも、ばれたら怒られるだけでも嫌なのにそれだけじゃ済まないだろう。

「そう。なら良かった」

　さほど興味なさそうである。時計は十二時を回ったところだ。こんな時間に外を出歩くことすら初めてだというのに、そのうえ学校に忍しのび込こむだなんて。真夜中の学校、一階女子トイレいちばん奥おく、窓側の個室。そこが僕らの現在地だった。近くで虫が鳴いている。少し前までは蟬せみの独どく擅せん場じようだったはずだけど、季節に駆く逐ちくされたようだ。

　保健室の日から、二週間ほど過ぎていた。変わったことといえば僕が彼女の……認めたくはないが『下僕』となったこと。あとは衣ころも替がえくらいで、僕も小手毬も長なが袖そでの制服姿になっている。小手毬は力強く呟く。

「絶対に尻しつ尾ぽ摑つかんでやるんだから！」

　本当ならとっくにベッドの中なのに。明日は授業で発表だから、寝ね不ぶ足そくは嫌なのに。そんな僕の心根を抜ばつ群ぐんに無視した今。ひとまずは、ここに至るまでのいきさつ、つまり今日──日が変わったから、厳密には昨日のことだが──について、簡単に説明しよう。




　　　◇




「笹ささ子ごっち、知ってるか？」

　授業中なのを無視して、出いず水みが急に振ふり返った。眉まゆをひそめ、小声で答える。

「知ってるかもしれないし、知らない可能性もあるな。経験則で言えば、たぶん知らない」

「絵の具だよ。今手に入れようとすると結構高いんだぜ」

　経験則、正解。出水が得意げに話す内容は、今現在のこの四限目・英語の授業とは一いつ切さい関係ないようだ。「お前、説明がほんと下手だよな」と嘆たん息そくすると、「まあ聞け」と口を尖とがらし顔を寄せてきた。刈かったばかりの芝しば生ふのようなツンツン頭が目の前に迫せまる。

「すげえ話でさ。昔は、岩を細かく砕くだいて、磨すり潰つぶして水に溶といて、上うわ澄ずみをすくって乾かわかして……そうしてやっと絵の具を作っていたんだ」

　出水の言っているのは、どうやら江え戸ど時代に彩さい色しょくに使われていた岩絵の具のことらしい。彼かれの説明がどこまで正確なのかはさておき、たしかに手の込こんだ工程だ。

「それを最後に膠にかわで溶いてから使うんだ。準備も後片付けも大変だったらしい」

「膠ってなんだっけ」

「動物性の油。食べ物だと、ゼラチンとかの原料」

　なんだかカビそうだ。せっせと絵の具を作って、せっせと絵を描えがいて、その挙げ句カビるなんて目も当てられない。なんて思いながら顔を上げると、英語の青あお森もり先生が緩ゆるやかに僕を睨んでいるのと目があった。

「笹子くん。お喋りは程ほど々ほどにするように」

　思わず立ち上がる。

「いえ！　今のは僕は悪くありません！　なぜ僕は悪くないのかというと──」

「いいから座りなさい」

　周囲から笑い声が漏れる。見れば、出水のバカは既すでに前に向き直って肩かたを震ふるわせているではないか。余りの仕打ちに怒いかりに震えている間に、授業終しゆう了りようのチャイムが鳴った。

　我わが友人・出水剣けん馬まという男は、だいたいにおいてこのような感じだ。授業中とか場の空気とか関係なく思いつきで行動し、思いついたら止まらない。そして人を巻き込むくせに危ないときは自分だけ離り脱だつする。僕と、僕の隣席の立たち花ばなさんはよく出水に振り回されて一緒に先生に注意される羽目になったりする。一度など「みんなの和を守ってよ」と本気で怒った立花さんに、平然と狸たぬきとハクビシンの見分け方の話を延々聞かせて絶句の後に泣かせたこともある。

　そんな出水は昼休みの時間も忙せわしなく、とっとと給食を食べ終えると同じ部活の面々を集めて何やら相談事をしていた。ロボット研究会の会長を務める彼は、自席を囲むように立つ部員たちに発破を掛ける。

「お前ら、めんどいとは何だ。やる気あるのか？　文化祭までそんなに時間ないんだぞ。小こ泉いずみと大おお泉いずみは廃はい材ざいの回収、今いま泉いずみと泥どろ泉いずみはデザインの微修正だ！」

　出水の号令で、仲間たちは散っていった。その様さまに、隣席の立花さんがひそひそ声で言ってきた。「出水って権力持つと横暴になるタイプだね。私たち、率そつ先せんして虐しいたげていこ」

　まったくだ。日ひ頃ごろは頻ひん繁ぱんにロボ研の仲良しアピールをしているが、そう思っているのは意外と出水だけかもしれない。苦く笑しよう交じりに僕は訊ねる。

「出水のとこって文化祭で何かやるの？」

「やるに決まってるだろ。だって文化祭だぜ？　ふざけても悪いことしても怒られないんだ。やらなきゃ損だろ」

「悪いことしたら怒られると思うけど」僕は呆れるが、出水は壁の時計を見て「あっ」と声をあげた。

「やべっ、俺おれも先生のところに行くんだった」

　いそいそと立ち上がり、教室を出て行ってしまった。立花さんが嘆息して言う。

「出水たち、夜中まで学校に残ってて怒られたらしいよ。ガードマンの人だかに。アホだよね」

　彼女のぼやきに、僕ぼくは返事しなかった。正確に言うと、するのを忘れていた。なぜって僕は、出水の後ろ姿を凝ぎよう視ししていたから。

　何か知らないが、出水の後ろにおかしなものが見えた。おかしなもの──そいつは星形で、黒い毛糸がぐるぐると絡からみついていて、棒がぴょんと飛び出ていて、まるで足みたいになっていた。カタンカタンと聞こえてきそうな硬こう質しつな動きで転がりながら、出水のあとをついていくように教室を出て行った。

　何だあれ？　生き物？　機械？

　立花さんを見やる。「ねえ、今の……？」

「ん？　何が？」

　彼女は軽く笑むのみで、どうやら何も見えてないらしい。「そうだ、笹子くんさあ……」と続ける彼女に返事する余よ裕ゆうもなく、僕は立ち上がった。今見たものが何なのか。返事を得られる心当たりは一つしか無い。




「ああ、それバリエね」

　保健室で小手毬は、何でもなさそうに言った。

「やっぱりそうなんだ。でも、どうして僕にまで見えるようになったんだ？」

　人間の欲求の具象化した存在を小手毬は〈バリエ〉と呼んでいる。先日、小手毬の『目』を通して僕は自分の背後に〈バリエ〉フラットウッズを見た。僕は小手毬の動作や言動に惑まどわされた末の催さい眠みん術じゆつか幻覚か、などと理り屈くつをつけていた。けれど、さっきのはまるで違ちがう。ウィズアウト小手毬で見えてしまったあれはいったい何なのだ。

　仲なか先生は共感覚の一種と言っていたが、それが僕にまで伝でん染せんした？

「ちょっと黙だまってて。今一人遊びで忙いそがしいの」

　混乱する僕を尻しり目めに小手毬は例の古ぼけたレトロゲームに夢中だった。テレビ画面には背景イメージとシルエットのみの登場人物が映され、小説的な文章がつらつらと表示されている。内容はサスペンスホラーといったところで、物語の要所要所で選せん択たく肢しが表示され、そのチョイスにより後の展開が変わるのだ。状じよう況きようや会話に注意しながら正しい選択肢を選び続け、正しい結末に向かうことが目的だ。

「アスミンが意地悪して一緒に遊んでくれないからさ」

「意地悪じゃねえよ。仕事だ」

　仲先生が自席で書類にペンを走らせながら生返事した。ともかく、そんなわけで小手毬はここ数日ずっと雪崩なだれに巻まき込こまれたりスキーのストックで刺さし殺ころされたり、火事で焼け死んだりしている。今、また選択肢が表示された。

『誰だれが怪しいと思う？

　①ペンションのオーナー

　②遅おくれてきたスキー客

　③突とつ如じよ現れた宇宙人』

　流れから考えて遅れてきたスキー客がだんぜん怪あやしいと思うが、小手毬は違った。

「①と②はベタすぎるから絶対宇宙人！」

　画面ではペンションの部屋で主人公とヒロインが二人きりになった。そして次の瞬しゆん間かん、主人公はヒロインに包丁で刺し殺されてしまった。

「また殺された！　菜な々な子こ……裏の顔を隠してたなんて！　もう誰も信じられない！」

　今日もまた百発百中のバッドエンドだ。小手毬はコントローラーを放り投げると、ストレッチをしながら僕を見た。

「さっきの話。きっと翔しよう一いちくんが私と目を合わせたからだと思うよ。うつったのよ」

　あの〈フラットウッズ〉の一件以来、小手毬は僕を下の名前で呼ぶ。キミは私の下げ僕ぼくなんだから名前で呼ぶのは当然、なのだそうだ。は、ともかく。小手毬曰く、パソコンにソフトやファイルをダウンロードするみたいに、小手毬から僕にバリエを見る力が送られた、との話だ。「目は口よりもものを言うのよ」なんてあっさり笑うが、お前の目はＱＲコードか。しかし事実として僕は出水の背後に、人間とは……それどころか生き物とは思えない何かを見た。この間、小手毬の瞳ひとみ越ごしに見た〈フラットウッズ〉がなければ、あの場で悲鳴をあげていただろう。バリエは誰にでも宿る可能性があり、欲求が収まればバリエもまた霧む散さんするという。

「人の欲求でいちばん強いのは自分に向けられた希望で、次が他者へ向けられた悪意。でも中学校なんて大体嫉しつ妬ととか悪戯いたずら心とか好こう奇き心しんで出来ているから、この学校内では『悪意』の具象化したバリエが現れがちなの」

「友達にくっついてたけど、あいつはなんていうか……複雑な思考をしないタイプだし、悪意とは無む縁えんな感じだけど」

「その友達ってどんな人？　何話したの？」

「ああ、出水──デミズって書いてイズミって読む紛らわしい奴やつなんだけど……」

　僕は授業中に聞かされた、岩絵の具の話を聞かせてやった。

「何それ、カビそう」小手毬の感想は一言で、僕と寸分違わぬものだった。

「で、そのデミズ君とは仲良しなの？」

　イズミだけど。

「前の席に座すわってるからよく話すんだ。でも、明日の社会の発表を二人でやらなきゃいけなくて、気が重い。アイツ、好奇心旺おう盛せいだからあれこれやりたがるくせに、説明が下手だから邪じや魔まなんだ。一人でやった方がよっぽど簡潔に済む」

　小手毬のストレッチに合わせてベッドがギシギシ軋きしむ。そのギシギシがふと止まって、彼かの女じよは僕を見た。「翔一くん、ちょこちょこ他人を見下しがちよね」

　それは割とお前もだろうが。と、そこで保健室のドアがガラリと開いた。

「小手毬さん、いる？」

　潑はつ剌らつとした声。小手毬の数少ない──ていうかたった一人の友人、湯ゆ座ざ加か奈な子こだった。瞬しゆん間かん的てきに小手毬はベッドの上で正座になり、口を真一文字に結んだ。下僕の僕と「小手毬をぞんざいに扱あつかうプロ」である仲先生以外の前では性格にロックがかかるのだ。極度の人見知りだとかいうが、ふざけた話だ。そんな小手毬に湯座がずいっと歩み寄ってきた。

「ねえねえねえねえ小手毬さん。ねえねえ小手毬さん。知ってる？　なんか超ちよう怖こわい怪かい談だんをゲットしたの。この学校やばいって。話すから聞いてよ。あ、仲先生も聞いてくださいよ」

　湯座はものすごい勢いで捲まくし立たてた後、僕に気づいて付け加えた。

「あ、笹子だ。あんた用の話じゃないけど、暇ひまだったら聞いてもいいよ」

　どうも最近僕が小手毬とよくいるのが若じやつ干かん気に喰くわないらしい。

　さておき、湯座の持って来たもの。

「ガードマンの斉さい藤とうさんが見たんだって。それを校務員の人に話しているのを、私たまたま聞いたんだけど……」

　そんな前まえ振ふりから始まったそれは、季節遅れの怪かい談だん話ばなしとでもいおうか。

「この学校は、夜にはガードマンがつくのよ。昔は宿直室なんてものがあって先生が交代で寝ね泊とまりしていたらしいけれど、今は警備会社と契けい約やくしていて毎晩交代で一人ずつ。そのうちの一人が斉藤さんというわけ。でね。十二時の巡じゆん回かいのとき。斉藤さんはいつものように鍵かぎ束たばをジャラジャラさせて、夜の校舎を見回っていた。明かりをつけてもいいのだけれど、夜中の学校に明かりがついていると近所の人が不ふ審しん者しやと勘かん違ちがいして通報することがあるんだって。だから小さな懐中電灯一つ持って見回りするんだけど、昨日の夜の見回り中に、斉藤さんは暗くら闇やみの中で明らかな異音を聞いたそうなの。何か大きな塊かたまりが地面を滑すべり動くような、ガサガサという音」

　巨きよ大だいな虫が這はって襲おそってくる場面を想像した。小手毬は現げん役えき七不思議のクセして青ざめて固まっている。風の吹ふき込こむ音にも身をすくめ、泥どろ棒ぼうのように周囲の気配を探っている。それを嬉うれしそうに見やり、湯座はわざとらしく表情を作って続けた。

「もちろん斉藤さんは慌あわてて振ふり向むく。明かりを向ける。けれどもそこには、何もナシ。そんで首を捻るわけよ。校外からの侵しん入にゆう……つまり、どこかでドアが開いたらセンサーが反応して──いわゆる発報して、警備会社へ連れん絡らくが行く。でもそれはない。だから外部からの侵入はないはずだ、って。結局斉藤さんは、大きめのネズミか、あるいはほら。最近文化祭の準備で荷物を廊ろう下かに積み上げている文化部も増えてきたじゃない？　そのうちのどれかが荷に崩くずれを起こしたのだろうと結論づけたわけ。そしていつも通り、巡回が終わった後で本部に『異常なし』の報告を入れて仮か眠みんについた、と」

　湯座はパン、と小さく手を叩いた。

「ところが。次の巡回は朝の四時。斉藤さんが時間通りにちゃんと起きて、また見回りを開始したら……なんと校内に異変が。さて。何だと思う？」

　言葉を切り、全員を見回す。

「マジでー？　なんかいんの？　この学校？」いつの間にか仕事をほっぽり出してガン混ざりしていた仲先生が大げさに身を捩よじった。「そういや最近さあ、職員室の前がなんかザリザリしてるんだよね。こないだ滑すべって派手に転こけてさあ。しこたま尻しり打って悶もん絶ぜつしたわ」

「仲先生、せっかくの雰ふん囲い気きを壊こわさないでくれます？」

　口をへの字に曲げて抗こう議ぎする湯座に、僕は「あのさ」と手を上げた。

「よくあるオチとしては、それ、やっぱそのほら、あれなんじゃないのかな」

「笹子、自分のセリフよく反はん芻すうしてみ？　一個も情報がないんですけど」

　辛しんらつな言葉。小手毬以上だ。

「お掃そう除じロボでも動いてたんじゃないかな。あの、踊おどりみたいな名前のやつ。誰かが持ち込こんでて、それがタイマーか何かで勝手に作動して……」

　仲先生が大げさに僕を小こ突づく。

「おいおい翔一くん、そんなよくあるオチなんて求めてないよ。ねえ湯座さん？」

　すると湯座、僕を軽く睨めたあと、深く深く溜ため息いきをついた。

「斉藤さんが朝、昇しよう降こう口ぐちに行くと、そこにお掃除ロボがおりました……どっとはらい」

　どっとはらい。

　全員に微び妙みような沈ちん黙もく。三人分の無感情な視線が僕に向けられる。

「笹子、あんたのせいだよ」

「僕は悪くない。なぜ僕が悪くないのかというと、今時普ふ通つうに幽ゆう霊れいとか不良とかじゃ怪談にしてもイマイチだし……」

「不良は何人出てきても怪談にはならねーよバカ笹子」

「まあまあ湯座さん。いっそ私としてはさ、もっとワケ分かんないものがよかったね。真夜中に学校に侵入する変態オヤジとかね。一人で変な儀ぎ式しきやってたりとか」

「いや先生、それじゃコンセプトが立て込みすぎて意味分かんないですよ」

　そのまま仲先生と湯座が雑談で盛り上がり始める。僕はいつの間にか輪から外れて、それをぼんやり眺めている。そのとき、急に袖そでを引かれた。

　振り返ると小手毬だった。湯座の視線が逸れてロック状態の解けた彼女が、僕ぼくの制服を摑つかんで引き寄せたのだ。なんだ？　と、目の前にノート。

『今夜、十二時ちょうどに、一階昇しよう降こう口ぐち脇わき女子トイレのいちばん奥おくの個室。必ず来て』

　直後、ノートがバタリと閉じられる。湯座がこっちに振り返ったのだ。

「ねえ小手毬さんもそう思わない？」

「え？　ななななななにが？」

「マリマリ、『な』が多いって」

　彼女はもとのオドオドに戻ってしまい、僕はその真意を訊ね損ねてしまったのだった。




　　　◇




　大変に長くなってしまったけれど、そうして今──夜の学校に至る。

「女子トイレなんて初めて入った」

　小手毬がいたから良かったものの、心臓はバクバクしている。暗くら闇やみの深夜の中、その音が聞こえるんじゃないかというほど近くにいながら、そんなもの全く聞こえていないとでもいうように小手毬は呟つぶやいた。

「私の読みが当たったわ。ついてる」

「何が？」

「翔一くんが侵入してきても発報しないなら、巡回中は警報装置を切っているんだわ。ガードマンも自分であちこち出入りするしね。だからその間なら誰でも侵入できる。ビンゴ」

「もし発報してたらどうするつもりだったのさ？」

「そんなの、翔一くんが捕つかまっておしまいでしょ。そしてキミが私を売って、二人揃そろって怒おこられて、私はキミを一生恨うらむ、と」

「逆さか恨うらみだろそれ」

「しっ、来る」

　小手毬が僕の口元を手で押さえた。この女……と思う間もなく、澄すます耳に足音が聞こえた。

　コツ、コツ、コツ、と規則正しく音は鳴る。室内履ばきの革かわ靴ぐつのようだ。やがて、女子トイレの中にざっと明かりが走った。半開きの僕らの個室のドアも照らされる。心臓がバカみたく高鳴り──更さらに次の瞬間、破は裂れつしそうに軋みを上げた。

「は、は……」

　耳元で、そんな小手毬の吐と息いきがしたのだ。慌てて小手毬の口を押さえ返す。

　……くしゃみはギリギリで防がれた。

　女子トイレの中がライトで照らされていたのはほんの二、三秒のことだったろう。けれども僕にはそれがとても長く感じられた。足音がまたコツ、コツ、コツ、と遠ざかる。冷めたい空間に、ふさわしい静せい寂じやくが戻る。

　僕らはお互たがいにお互いの口を塞ふさぎあって、そのまま暫しばらく硬こう直ちよくしていた。僕の手のひらが小手毬の息で温かく湿しめってくる。一方で小手毬が何を間違えたか僕の鼻まで塞いでいるため呼吸が出来ない。そろそろやばいと感じた瞬しゆん間かんにようやく手が離はなされ、僕は死を免まぬがれた。小手毬は「私、光を見るとくしゃみしたくなるのよね」などケロッと宣のたまった。

「なんで待ち合わせが女子トイレなんだ？」

「だって男子トイレって臭くて狭せまくて汚きたなくて最悪じゃん」

　それはその通りだけれど。「入ったことあるの？」

「あるよそりゃ。暇だもん。男子トイレってウォシュレットすらないよね。ざまあ」

　小手毬は意地悪く笑えみを見せた。気づけば暗闇にだいぶ目が慣れている。小手毬の肌はだが青白く染まっているのが不気味で幻想的だった。

「ところで翔一くん、なんで制服？」

「そりゃ、私服に自信がないからだよ」

「たしかに、制服以外の翔一くんって想像出来ないわ。服装一つとってもイメージって大切ね」

「そっちこそ制服じゃないか」

「私はずっとここにいたもの」

「え？」

「大きな声を出さないの。びっくりするから」

　人差し指を口元にあてがわれる。言われて気がついたが、座る彼女のスカートの上には鞄かばんが載のせられていた。放課後からずっとここにいたのだろうか。

「何してたの？」

「おやつ食べたり。あと寝ねてた。私どこでも寝れるから」

「親は？」

「アスミンに協力してもらったの。私、普段もときどきアスミンのうちに泊とまるからさ」

「ばれたら先生も大変じゃないか」

「だね。もしばれたらアスミンはウチのお父さんにこの学校クビにされちゃうかもね。そして私もとことん怒られて、アスミンのことを一生恨むのだわ」

　だから逆恨みだよ。って、その前。

「お父さんにクビ？」意味が不明だ。首を捻る僕を見て、ほどなく彼かの女じよは「ああ」と小さく声をあげ、こう続けた。

「ウチのお父さんってほら。この学校の理事長じゃない？　この中学校と、あっちの高校」

　私立つむじが丘おか学がく園えん。中等部と高等部を併へい設せつする、県内最大の中高一いつ貫かん校こう。学業・部活動ともに好成績を収め、県外からの入学希望者も少なくないと聞く。そういえば理事長の名前は小手毬だった気がする。世の中、思いがけない事実が簡単に転がっているものだ。驚おどろき顔の僕に小手毬は「だったら私一人のための特別な教室とか用意してくれてもいいのにね」と嘆たん息そくする。いや、それが保健室なんじゃないの？　とは言わずに肩かたをすくめた。

　本来ならばぐっすり眠ねむっている時間だけど、気が昂たかぶっているのか全く眠ねむ気けは感じない。しばらく「念には念を」と待ってから、僕らはそろりと動き出した。

「監かん視しカメラとか大だい丈じよう夫ぶなの？」廊下の上に、丸い奴やつが付いていたはずだ。

「平気。この学校、生徒の生活するエリアの監視カメラは動いてないの。一部の保護者さんからプライバシーがどうのこうのって反対があったんだって。私も学生生活が監視カメラ付きじゃ気が休まらないし、ないのは賛成だわ」

　さも当たり前のことのように答えた。

「警備システムも、これはお金の問題もあるけれど学校全体に配備されているわけじゃないの。人目につかない出入り口は開けると発報するけど、校舎内の廊下や教室は平気」

　妙に詳くわしい。そういう話を親から聞いていたりするのだろうか。

「他にもね。結構いろいろ増改築を繰くり返かえしているから、謎なぞの部屋とかいっぱいあるし。四階隅すみの視し聴ちよう覚かく室しつの脇に開かずの間があるけれどそれって実は設計ミスよ。扉とびらを開けても掃除用具入れほどのスペースもない上に鍵かぎもどっかいっちゃって開けられないの。ねえ、学校の見取り図見る？」

　小手毬は鞄に手を突つっ込こむが、それを制して僕は問う。何しろ、最初の質問の答えをもらっていない。

「もう一度聞くけど、何をするんだ？」

　すると小手毬、ピタリと動きを止めて僕を見上げた。

「私、見たの」

「何を？」

「お掃除ロボ。今朝──日が変わっちゃったから正確には昨日の朝」

　そして鞄からノートを取り出した。会話ノートだ。彼女はなんせ僕と仲先生以外の人に対してはほとんどまともに意思表示できないので、筆談で会話することも多い。雲が晴れて月が出てきたのを頼たよりに、僕はノートの文字を読む。

『いえ私は混ざりません』

『ロボ研って何するの？　メイドロボ開発？』

　ロボ研？

「そのときは知らなかったけど、あの人が翔一くんのクラスのデミズなのね。短たん髪ぱつで動きが忙しない感じの男子」

　それは間違いなくそうだ。デミズじゃなくてイズミだけど。さておき、小手毬は朝イチで誰だれもいないのをいいことに校舎を徘はい徊かいしていたところで、三階の部室から出てきたロボ研の部員たちとばったり出くわしたという。

『入らない。私ごときが入ったら絶対空気が悪くなる』

『誘われる意味が分かりません。私、今罰ばつゲームの感情になってる』

『お願いします。お金払うから勧かん誘ゆうしないでください』

　だいぶしつこく勧誘されたらしい。出水の奴、現げん役えき七不思議がどうのこうのと言っておきながら、小手毬がそれだと気づかなかったようだ。

「お金は払ってないけどね」小手毬が口を尖とがらせた。

「あいつ、始業前に学校に来て何してたんだ？」

「朝練とか言っていたけど、お掃そう除じロボを抱かかえててさ。本物見たことなかったからついじっと見ちゃって、興味持ったのがバレたみたいで、そしたらこの勢いで勧誘ですよ。いや参った」

　小手毬曰いわく、お掃除ロボは出水の自前らしい。文化祭で使うのだとか。

「でも、あいつの考えることならきっとくだらないことだろうに」

「そうとは限らないよ」彼女は僕の手の中の会話ノートを指した。促うながされるままに、次のページをめくる。

『このロボ、名前は？』

　僕がその文字列を読んだことを確かく認にんしてこっちを見上げる彼女。その黒い目に訊たずねる。

「なんて名前だったの？」

　小手毬は僕の耳元まで背せ伸のびして、大事なことを囁ささやくように答えた。

「オドラデク」

　初めて聞く言葉だ。首を傾かしげていると、小手毬はくすくすと笑った。

「オドラデクっていうのは、星形で、糸巻きみたいにもじゃもじゃの毛糸が巻かれていて、棒が飛び出ててそこから更に棒が飛び出てて、足みたいになってるの。生きているのか生きていないのかよく分かんない何か変な奴で、カフカの小説に出てくるんだよ」

「それって……」昼休みに僕が見たあれそのものじゃないか。

「今日、翔一くんの話を聞いてすぐに思ったの。翔一くんが見たバリエは完全にオドラデクを想起させる姿だった。そして、このお掃除ロボの名前もそう。ということは、デミズはこのお掃除ロボを使って何らかの悪事を企たくらんでいる。そして、湯座さんの話から鑑かんがみて、動くのは深夜。これは調べなくちゃ。はい、以上が今日の目的です」

「お掃除ロボなんて、わざわざ深夜に忍び込こんで調べるほどのことか？」

　だって相手が出水なら、明日会ったときに確認すれば済む話なのだ。しかし小手毬は月の光に目を光らせて言った。

「この学校に、悪意の存在は許さない」

　月が雲に隠れて彼女の顔に闇やみが落ちた。

「そうでなくても謎だらけなのよ。だって、オドラデクのスタート地点は三階の部室のはずなのに、一階でガードマンに発見されている。オドラデクは夜中に徘徊するのみならず、三階から一階に移動しているのよ」

「ただのロボの誤作動かもしれない」

「お掃除ロボって階段の移動できたっけ？」

「飛行装置がついているのかも」

　即そく応おうの僕ぼくに、小手毬は下から覗き込むように鼻先を突きつけて言った。

「翔一くん、今後冗じよう談だんを言うときは一つだけ約束して」

　……悪かったよ。つまらないことは言わないようにする。

　天気予報では小こ雨さめが降ると言っていたが、それは完全にハズレでよく晴れた気持ちのいい夜だった。月がまた出たのと非常灯とで、明かりにはとりあえず困らない。隣となりの小手毬の表情も苦もなく見える。彼女の肌は青く染まって闇に滲にじんでいた。夜の世界で自分の存在が隠れていることに安あん堵どしているのか、いつになく軽い足取りで、スキップでもしそうなほどだ。

　三階へ行くための階段に辿たどり着つくには、昇しよう降こう口ぐちのある棟むねから教室のある棟へ移動しなければならない。教室のある棟へ行くには、現在地から二度ほど角を曲がる形になる。増改築を重ねたせいだと小手毬が教えてくれたが、そのせいで生徒は遅ち刻こくしそうなとき必要以上に走る羽目になっている。なんて言ってもどうにもならないけど。

　廊ろう下かを進み行く道中で、小手毬はひそひそ声で更に説明を続けた。

「アスミンに聞いたところ、今日のガードマンは森もり巣すって人。昨日の斉藤さんは六十過ぎのおじいさんだけど、今日のはまだ三十ちょいの結構若い人。でもキャリアは森巣の方が長くて、十年くらいやってる。斉藤さんはまだ二ヶ月半」

　三十っていったら結構オッサンな気もする。自分の倍以上の年ねん齢れいだ。

「で、森巣。さっきの通り十二時には巡じゆん回かいをしたし、今いま頃ごろ熟じゆく睡すい中じゃないかしら」

　家に帰って眠れない仕事なんてあるんだな。当たり前か。深夜の高速道路はトラックだらけらしいし、コンビニエンス・ストアだって二十四時間営業だ。ここに来るまで、十二時過ぎに起きている存在など僕たちぐらいだと思っていたけど、冷静に考えなくてもそんな人は大勢いる。そう思ったら少し気が軽くなった。

　しかし軽い気持ちはすぐに、秋の落ち葉のようにひっくり返された。

　僕らが二回目の角を曲がろうとしたとき。つまり職員室へと繫つながるまっすぐな廊下に至ろうとしたそのとき。向こうの方に揺らぐ影かげを見たのだ。

　小手毬は不意打ちの光景に腰こしを抜かし、その場にへたり込んだ。僕は彼女の脇わきを抱え、引きずって柱の陰かげに入り込む。たぶん脳がショートしてしまい、最初はその輪りん郭かくをうまく摑めなかった。冷静になって考えれば、恐らくそれは人ひと影かげだ。廊下の先に、誰かいる。

　ガードマン？　森巣っていったっけ。違ちがう。複数の影だった。何だ？　まさか本当に斉藤さんは怪かい物ぶつを見たのか？　確認しなくちゃ。けれど、向こうを覗き込む勇気が出ない。

　変わらずへたり込んでいる小手毬が僕に何か言いたげに顔を寄せた。

「これ、今どんな選せん択たく肢しが出てるかな」

　どうやらコイツ、最近遊んでいるゲームになぞらえている。へっぴり腰ごしの割に余よ裕ゆうがあるじゃないか。確かに何か分ぶん岐きのありそうな場面ではあるが。小手毬は続ける。

「①見に行く。

　②逃げる。

　さあどっち？」

「選べってなら、②だろ」

「却きやつ下か」小手毬は這はうようにして壁かべギリギリに貼はり付つく。「翔一くんには、もっと『見る前に跳とべ！』の精神が必要だわ」と呟く小手毬に、仕方なく続く。柱の陰のなるべく低い位置から、二人顔を半分だけ覗かせて廊下の奥おくを探さぐる。

　小手毬が息を吞む音が聞こえた。多分彼女も僕のを聞いただろう。

「翔一くん、見える？　暗いけど」

「うん。僕、両目とも視力一・五だし」

「勝った。私どっちも二・〇」

　勝負してないし。それよりも、放課後に仲先生と湯座が話していた言葉を思い出した。

　コンセプトが立て込みすぎている。

　四人いた。大人の男だ。全員頭に紙かみ袋ぶくろを被かぶっているから詳しよう細さいは分からないけど、床ゆかに何かの粉をまいていて、夜闇にキラキラ光っている。

　その中で、彼らは踊おどっていた。たぶん。というのもそれは、音もなく、形式もなかった。適当に手足を振ふり上げ、身体からだをくねらせ、腰を曲げ……、全員てんでばらばらだ。

　僕らは身を戻し、どちらからともなく階段下の三角の隙すき間まへ逃げるように入り込んだ。狭いスペースで、リスのように身を寄せ合う。小手毬を見ると、珍しく目を丸くしていた。こんな表情を見たのは初めてかもしれない。

　ただ、驚いたのは僕も同じだ。というか、なんであんなものを見る羽目になったのか全然分からない。

　だらしない身体をしたオッサン四人の全ぜん裸らのダンスなんてものを。

　月明かりの助けもあってハッキリそれを見ることが出来た。四人の男は、まいた粉で廊下に何かの模様を描えがいて、囲むように小さな動作で踊っていた。

　なんのために？　不明。

　なんでここで？　不明。

　なんの人たち？　不明。

　もう一度仲先生の言葉を思い出す。真夜中に学校に侵しん入にゆうする変態オヤジ。が四人もいやがる。時に現実は、人間の想像を超える。

「なあ小手毬、深夜の学校に因ちなんだ七不思議なんてあったっけ？」

「知らないわよ。ひょっとしてサバトか何かなのかしら」

　小手毬は連中の行こう為いを悪あく魔まを呼び出す何かの儀ぎ式しきと捉とらえたようだ。胸を押さえて呼吸を整えながら呟く。「ていうか、何あれ？　マジでヤバくて超ちようヤバくない？　アレってあれすぎだってば、何アレ？」

　語ご彙い力りよくがステータス異常を起こしている。あれが何かなんて勿もち論ろん僕にも不明だが、はっきりしているのは彼らがいては先に進むことが出来ないということだ。目的地へと繫がる階段を上るためには一度彼らの眼前を通らねばならない。そんなの無理だし、二度と目に入れたくない。ひたすら時が過ぎるのを待つ。それから五分か十分か。足音が近づいてきた。僕らは示し合わせたように呼吸を止めて、推移を見守る。連中は昇降口方面に向かうようで、ぞろぞろと目の前を通り過ぎていく。無言のまま、八本の足が続けざまに視界を横切る。僕らの潜む三角を覗き込まれることはなかったとはいえ、その緊きん張ちよう感かんたるや筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものだった。今度こそ、お互たがいの口を塞ふさぎ合って僕らは闇と同化しきった。

　ペタペタとそれらが過ぎ去った後も止められるだけ息を止め続け、ようやく深い溜ため息いきをつく。手のひらでパタパタと顔を仰あおぐ小手毬に僕は問う。

「……何だったんだろう、今の」

「何も言わないで。何も見てないし、何も知らない」

　どうやらなかったことにするらしい。階段の下の三角をもぞもぞと這いだし、立ち上がって埃ほこりを払う。「うげえ。なんかザリザリしてる」小手毬が不快な声をあげた。

　たしかに袖そで口ぐちや尻しりに砂すな埃ぼこりのざらついた感かん触しよくを得る。誰だここの掃除担当は。手て抜ぬきにもほどがある。ともあれ、周りにはもうすっかり人の気配はなかった。次し第だいに、僕自身にもさっき見たものが現実かどうかすら怪あやしくなっていた。二人とも無言で、どちらからともなく僕らは再び歩き出す。職員室の前を通ると青黒い廊下に砂埃のジャリッと滑る足あし触ざわりを感じた。たぶんこれこそが仲先生をズッコケさせたやつだ。

　逃げるように僕らは進み、やがて三階ロボ研の部室前まで辿たどり着ついた。ドアには化学準備室と書かれており、生あい憎にく鍵かぎがかかっていた。小手毬が一歩前に出て、ポケットから何かを取り出す。

「マスターキーなら取得済みです」

　小さな音を立てて、本当に簡単に鍵は開いた。僕は彼かの女じよの周しゆう到とうさ自由さに呆れつつも後に続いて中に入る。

「念ねんの為ためドア閉めて。鍵も」

「ああ、さっきのあんなのがまた現れたらたまらないもんな」

「それは二度と思い出させないで」

　ロボ研の部室は狭せまくてごちゃっとしていた。普ふ通つうの教室の三分の一くらいの広さだろうか。部屋の真ん中に大きめのテーブル。何かの計画を立てているか、サンプルを作っている途と中ちゆうなのだろうか。ボール紙や糊のりやハサミや定規、目の細かいステンレス製のザルやＵ字磁石なんてのが散乱している。窓にはカーテンがかかっており、窓まど際ぎわにちょっと足の高いスツールが置かれている。そして、その上。

　カーテンの裾すそにくるまるように、オドラデクがいた。小手毬が駆かけ寄よって屈かがむ。

「やっと逢あえたね、オドちゃん。にゃー」

　彼女にはあれが小動物に見えているのだろうか。苦く笑しようして思わず言葉が出る。

「ロボットに話しかけるのかよ」

「だってかわいいもん。そりゃ話しかけるでしょ」

　僕は何も言わず彼女を見る。

「うるさいな。私こう見えて意外とカワイイもの好きなんだってば」

　僕は何も言わず……。

「さあ、見せて頂ちよう戴だい。キミはいったいどうやって一階まで移動するのか」

　部屋は夜闇で薄うす暗ぐらい。電気をつけようかと思い、何気なくその辺を見回す。──と、目よりも先に、僕の直感がその不ふ穏おんを察知した。光を見た気がする。小手毬の手を引き、立てかけられた段ボール束の影に屈かがみ込こむ。「何──」と言いかける彼女の口先に人差し指を立て、黙らせる。

　闇の中、カチリと小さく音がした。

　僕の判断は極きわめて正しく、ギリギリセーフだった。今のは開かい錠じようの音。すぐにドアが開く。

「ああもう、面めん倒どうくせえなあ……」

　重く響いて声は言った。

　月明かりのシルエットはガードマンの制服を形作っていた。おそらく彼こそが森巣だ。

　見回りはもう済んだはずだろうに。なんて言っている場合じゃない。こうして現実にやって来たのだから。なんでここに？　まさか僕らに気づいて？　明かりをつけられたらマズい。見つかったらどうなる……？　この男、若いとかオッサンとかいう次元を超こえているぞ。いかつい。テレビで見る大おお柄がらな格かく闘とう家かのようだ。

　半はん袖そでの制服からやたらに太い腕うでが見える。森巣はその手に持つ懐かい中ちゆう電灯でざっと室内を照らす。僕の足元に光が走り、心臓が止まりそうになる。光は窓際のオドラデクを見み据すえて止まり、森巣は確かめるように呟つぶやいた。

「ああ、あれがジジイの言ってたやつか。お掃そう除じロボねえ。全然動く気配はねえな」

　その一言に合が点てんがいった。

　恐らく昨日の当直だった斉藤さんが彼かれに言付けておいたのだろう。深夜に化学準備室のお掃除ロボが動くかもしれない、なんてことを。森巣はそれを思い出して戻ってきたのだ。早く行け。仕事熱心なのは感心だが、ここには忍び込こんだ学生なんていないぞ。

「なんだっけ、タイマーがセットされているかもしれないんだったかな……しかしまあ、放っといて問題ねえだろ。変に触さわって壊こわしたら、そっちの方が問題だ。全くあのジジイはそういうことを分かってねえ」

　そうだ。それが正解だ。このまま何もせずに立ち去ってくれ。

　ところが神に祈いのる僕ぼくの目め端はしに、予想外の異変が飛とび込こんできた。目の前の机から、スティック糊が落ちかけている。さっき小手毬を引っ張ったときにぶつかったせいか？　ゆっくり端はしに転がって、今にも落ちそうだ。けれど、手を伸ばせば懐中電灯の明かりに触ふれる。動けない。やばい。

　落ちる──！

　ガタンッ。

「──なんだ？」

　そのとき、大きな物音がどこかから響いた。森巣は振ふり返り、その拍ひよう子しに懐中電灯が壁に当たって音が鳴る。音に搔かき消けされ、スティック糊の落ちた気配は紛まぎれてしまった。

「あー畜ちく生しよう！　明日会社行きたくねーっ！」

　外から大声。先の大きな物音の主は、外の酔よっ払ぱらいだったようだ。学校のフェンスを殴るか蹴けるかしたのだろう。

「平日から飲んだくれてんじゃねえよ。……まあいい。とっとと日報書いちまわないと」

　森巣は苦々しく呟くと、ドアに鍵をかけて去っていった。

　身体から力がドッと抜ぬける。汗あせが噴ふき出だす。緊張と弛し緩かんに蹂じゆう躙りんされた僕は、言い訳のように憎にくまれ口ぐちを叩く。

「なんであいつ頭の中をいちいち声に出すんだ？」

「さあ。指さし確かく認にんみたいなものでしょ？　声だし確認みたいな。ったく、ひやひやさせやがってあのイカリ肩がた野や郎ろう」

　彼女も同じような心境のようで、柄がらにもなく言葉を吐はき捨すてた。続けてすぐに、そんな自分におかしくなったのか少し吹ふき出だした。

「にしても、本当に昨日のゲームみたいだね。見つかったら私たちきっと即そくボコられて一気にバッドエンドだわ」

　全くそうだな。怒おこられるだけでも嫌いやなのに、絶対にそれだけじゃ済まないだろう。

「さて、そんなことよりデクちゃんやーい」

　小手毬は立ち上がると、再び窓際のそれに話しかける。名前をつけるなら統一すべきだ……はさておき、さっきまでの緊張はどこ吹ふく風かぜでオドラデクを台座から取り外し、両手で抱かかえて覗き込む。

「あ、君、ゴミが溜たまってるゾ」

　何気ない一言だったが、僕はそこに違い和わ感かんを覚えた。

「ちょっと待って。なんでゴミが入っているんだ？」

「そりゃ掃除機なんだし溜まるでしょ」

　違ちがう、そんなわけはない。

「こいつは夜中に徘はい徊かいするんだろ？　ゴミを吸うのはこれからだ。これから掃除するってのに、もうゴミが溜まっているなんてのはおかしい」

　僕は小手毬の抱えるオドラデクの横よこっ面つらに手を伸ばし、蓋ふたを開ける。カタッとプラスチック特有の軽くて乾かわいた音を聞き、トレイを取りはずす。スマホのライトで照らすと藁わら半ばん紙しの切きれ端はし、消しゴムの欠片かけら、プリクラ……小手毬が舌打ち。当然である。こいつら、中学生のくせになんて姿を撮とってるんだ。

　が、重要なのはそれらではなかった。トレイの中には、ひと目見てそれと分かる特とく徴ちようがあった。底の一面に、何かの粉末が薄うすく敷しき詰つめられていたのだ。思わず呟く。

「何てこった。爆ばく弾だんだ」

　首を傾かしげる小手毬に、トレイを差し出して見せる。

「これ……アルミの粉末だよ。アルミホイルを丸めてからヤスリで削けずれば簡単に作れる。この量を作るのはそこそこ時間がかかるだろうけど」

「でも、これが何で爆弾なの？　作さく為い的てきに残されていたものっぽいのは分かるけど」

「もしこれが校内を走ったらどうなる？」

「私、理科ってそんなに得意じゃないの」

　小手毬が不満げに言うので、理科の得意な僕は端たん的てきな答えを告げる。

「予測だけど、ここにこの粉を入れた人物は校舎のどこか……たぶん一階に鉄の粉末をばらまいていると思う。たとえば砂鉄とか。テルミット反応っていうんだけど、鉄とアルミを一定の配合で混ぜると発熱する。爆弾になる」

「発熱だけ？　それじゃ爆弾じゃないじゃん」

「稼か働どう中のモーターやバッテリーの近くで高熱が発生すれば、引火する。火がつけば爆ばく発はつする。だったらそれは爆弾だ」

　小手毬が息を吞む。理解したらしい。抱えるオドラデクを急に僕に押おしつけると、三歩ほど後ずさりした。

「今は爆発しないよ」

「重いから持つのが嫌なだけよ」そう嘯うそぶくと、わざとらしく腕を組んだ。

「仮に、カラクリが翔一くんの言うとおりだとして、疑問①。なんで昨日までは爆発しなかったの？」

「サバトだよ。さっきの連中は粉をまいていた。たぶん石せつ灰かいか何かだけど……。それをオドラデクが砂鉄より先に吸すい込こんだことで、爆発する条件を満たさなくなったんだ」

「なるほど。だから、砂鉄は一階にあったって言えるのね？」

「そう。オドラデクは一階に下りたあと、砂鉄のゾーンよりも先にサバトのゾーンを抜けた。そのせいで石灰を大量に吸い込むことになり、結果として爆発を免まぬがれた」

「なら、疑問②。砂鉄があったっていう証しよう拠こは？」

「それも提示出来ると思う。小手毬、さっき磁石があったよな」

　すぐに小手毬は机の上から磁石を取り上げた。

「それで僕の尻のあたりを探さぐってみて」

「え？　磁石を…穴に挿さすの？」

「それだけはやめてくれ」

　小手毬は怪け訝げんそうな顔で（その顔をしたいのはこっちだ）、僕の尻のあたりを磁石でツンツンと突っつく。充じゆう分ぶんにまさぐったあと、磁石を自分の目の前に掲かかげて驚おどろきの声をあげた。

「あ、黒いのがついてる」

　磁石の先せん端たんに、Ｎ極とＳ極に引き寄せられて黒い粉がまとわりついていた。間違いなく砂鉄だ。それは、さっきサバトに驚いて身を隠したときに付いたザリザリ。

「つまり、一階の昇しよう降こう口ぐち近くの階段下。そこに砂鉄がまかれていたってわけね」

「そこなら暗いから放課後に多少粉をまいても気づかれないだろう。オドラデクが吸いこぼした分は、翌日の放課後には掃除当番がきれいにしてくれるから証拠も残らない」

　小手毬は「ふむ」と嘆たん息そくし、しばし思案した後にこう続けた。

「翔一くん、疑問③。オドラデクは本当に、その階段下に行って砂鉄を吸ったの？　まだ現状では、オドラデクの中にある粉と校舎にまかれていた粉が結びついたら爆発するかも、っていう机き上じようの空論でしかないわ」

　たしかにそうだ。オドラデクは昨夜動いたが、そのときに石灰以外に砂鉄も吸ったのか。それが証明できなくては、爆弾の正体を暴いたとは言えないだろう。何かないかと周囲を見回す。すると、爪つま先さきに何かがぶつかった。さっき机から落ちたスティック糊だ。屈んで拾おうとして、僕は教室の隅すみにバケツがあることに気づいた。中を覗くと石灰が入っている。オドラデクがこれまでに吸い込んだ分の、あのサバトの粉だろうか。

「……試ためしてみるか」

　僕の言葉にすぐに反応して、小手毬は磁石の砂鉄を払ってバケツに挿さした。石灰の中を何回か混ぜるようにかき回して、持ち上げる。結果は上々だった。

「いっぱいついた。きもっ」

　こんもりと砂鉄が集まって、磁石の先端は小さなマリモのように丸くなっている。

「少なくとも、オドラデクが砂鉄を吸い込んだことは明らかになった」

「なるほどねえ。オドラデクは校舎内にトリガーを仕し込こんだカラクリ爆弾だった、と」小手毬は感心して頷うなずくが、ふと動きを止めて僕を見た。

「でもさ、それって遠くない？」

「……そうなんだよなあ」自分で話しておきながら、自分の説が実現するためにはあるものが決定的に不足しているという自覚があった。オドラデクが爆発するには、サバトの『石灰』より前に階段下の『砂鉄』を吸う必要がある。けれども実際には、『砂鉄』よりも前に職員室の前を通って『石灰』を吸った。だから爆発しなかった。これ自体はいい。けれども、それ以前の問題。

「どうやって、そこまで行ったんだろうね」

　そう。ショートカットコースがない。

　お掃除ロボの動作軌き道どう選定のルールは知らないけれど、スタート地点から遠ければ遠いほど確実性が下がるという想像は付く。狙ねらったとおりのコースを進むようにコントロールするのは難しいのではないか。さらにそれ以前の問題として。そもそもオドラデクはどうやってこの椅い子すの上から一階に降りたのだろうか。

「なんでこの子、椅子に乗ってるの？　これじゃ、電源が入ってもどこにも動き出せないじゃん。何か仕し掛かけがあるのかな」

　小手毬は納なつ得とくのいかない表情で窓まど際ぎわに向かい、無造作にカーテンをめくった。

　そして仕掛けを見つけた。

　カーテンの向こうにあったのは、窓ではなく箱だった。窓の片側が加工されており、窓ガラスの代わりに木き枠わくと横開きの扉とびらが誂あつらえられている。そして扉は開かれっぱなしで、扉の向こう、つまり窓の外側に数十センチほどの奥おく行ゆきがある。小手毬は感かん嘆たんの声こわ色いろとともに言った。

「エレベーターだわ」

「エレベ……小手毬、冗じよう談だんを言うときは──」

「本気よ。思い出したわ。うちの学校、昔、理科の有名な先生を招いたんだって。ところがその先生、腰こしが悪くてさ。三階の教室まで荷物の上げ下ろしを円えん滑かつにするために、すごく手間がかかったって。しかも人嫌ぎらいだから困ったって。お父さんが前に言ってた」

「とすると、その先生のために特注で作ったのが残ってたってことか」

　化学準備室の窓の外には、エレベーターが設置されていた。もちろんマンションやデパートにあるようなものではない。簡易式の、荷に揚あげ用リフトと言った方が正しいか。リフォーム中の家なんかにたまに見るような、スチール製の梯はし子ごのようなレールをまっすぐ壁かべにくっつけて、そこに箱とウインチをくっつけて、箱を上下させるだけのシンプルな作りのもの。荷台の箱は木製で、板をケチったのか隙すき間まの向こうに夜闇やみが見える。

　小手毬はその中に上半身を潜もぐり込こませる。壁からスカートと足が生えているようで珍ちん妙みような光景になる。

「あ、なんか中の入ってすぐの横にスイッチがある。これで一階に下がれるみたいね。積せき載さい量りようは二〇キロ。本当に荷物運うん搬ぱん用ようなんだわ」

　オドラデクがスツールの上で起動したら、台の上から下に降りることは出来ない。唯ゆい一いつ、同じ高さのこの箱の中に移動することだけが可能だ。中に入ったオドラデクは箱の中を動き回ってやがてスイッチに触れ、そしたらエレベーターは動き出して一階へ移動する。この部屋の下の階は何かの教室だった気がするが、その更さらに下、一階はちょうど廊ろう下かのどん詰づまりで、ピロティになっている。その隅っこにでも出口があるんじゃないだろうか。そして、職員室はすぐ隣となりだ。

「砂鉄がまかれたのは昇降口近くの階段下。一階に下りて、職員室の前の廊下を抜けて、階段下までは一本道、か」

　本当はピロティの隅にでもまいておけたら良かったけど、職員室が近すぎて気づかれる可能性があるから、少し距きよ離りを置いた場所にしたんだろう。けれども、それが結果として不発の原因となった。小手毬が箱から出てきて嘆息する。

「私たち、あの変態に救われていたって事ね」

　全くだ。運命の歯車はかみ合わせがおかしい。

「翔一くん。まとめるよ？　①デミズはお掃そう除じロボを使って真夜中の学校で爆発騒さわぎを起こすために、②中にアルミの粉を仕込んで、③昇降口の方の階段下に化合物を作るための砂鉄を仕掛けておいて、それを吸い込んだら爆発するように仕向けた、と」

「そう。でもそれはサバトの石灰のせいで不発に終わっていた」

「動機は？」

「分からないけど、予想はできる。ロボ研の部員が下校時刻を過ぎても残っててガードマンに怒おこられた、って立花さんが言っていた。奴やつらはそれを根に持っていて、夜中に騒ぎを起こすことで警備員に復ふく讐しゆうしたかったんじゃないのかな」

「斉藤さんは怒るような人じゃないわ。私ときどきお菓か子しめぐんでもらうもん」

「斉藤さんは知らないけれど、さっきの森巣はどうだ？　怒られるだけでも嫌いやなのに、それだけじゃ絶対済まない」

「なるほどねえ」

　小手毬は人差し指を自分の顎あご先にトントンと何度か打ち付けながら、やがて呟つぶやいた。

「ま、今日できることはこれくらいかしらね。このことをデミズに突きつけて白状させれば〈オドラデク〉のバリエも消えるでしょう」

「じゃあ、あとは朝を待つばかりか」

「うん。朝の六時を過ぎればガードマンは帰るし、そしたら運動部の朝練の連中に混じって何食わぬ顔で登校すればいい。それまではここで寝ねてよう。それより暇ひまなら──」

　そこで不自然に言葉を切った。なんだ？　ところで僕ぼくは枕まくらが変わると眠れないのだが、と出かかったが、先んじて小手毬が妙な表情を見せる。儚はかなげというか、もの憂げというか。僕の元に歩み寄り、僕の腕うでに自分の腕を絡からませる。さっきから距離が近いのには慣れてしまっていたけれど、それでも近い。彼かの女じよは僕の目を遠えん慮りよがちに覗き込むようにして言う。

「……私たち、閉とじ込こめられてるんだよ……ね？」

「さっき森巣が鍵かぎをかけて出て行ったから、そういう意味ではそうだね」

「そそそ、そ、そうよね、大だい丈じよう夫ぶよね……？」

「小手毬、『そ』が多い」

　唐とう突とつに様子がおかしいぞ。この辿たど々たどしい口調は……あれだ、なんというか。

　まるで別人だ。

　そのことに気づいたとき、僕の背筋に特大級の悪お寒かんが走った。

「……お前、いったい誰だれの視線を察知しているんだ……？」

　小手毬は蒼そう白はくの顔面で、無言のまま指を上げた。それに倣ならって目を動かす。指の先、視線の先はドアの窓。それで僕は、僕の手に絡からみつく彼女の腕の力の意味を知った。

　顔があった。

　森巣じゃない。なぜか袋ふくろを被かぶっている。サバトの一人だ。茶色い紙袋を逆さに被って、目の部分だけ破かれている。そこから覗く二つの瞳ひとみが、こっちをまっすぐ見据すえている。

「うわっ、誰──？」

　目元のみだが、男は僕たちを見て驚いた顔をしている。そういう意味では我々は同じ表情をしていただろう。袋を被った半はん裸らの男、いや、ドアの窓からは胸から上しか見えていないからそう見えるだけで、ひょっとしたら全裸の線もあるぞ。待て、全だろうが半だろうが、深夜の学校で裸の男……間ま違ちがいない、変態だ。

　彼はじっとこっちを見ている。そしてそのまま、すっと腕を上げ、何かを僕らに見せつけた。僕がそれを認にん識しきするよりも先に、小手毬が息を吞むように口にした。

「あ、あの、鞄かばんがない……」

　ガラスの向こうの男が持っているもの。それこそがまさしく、小手毬の鞄だ。さっき三角の下に逃にげ込こんだときに忘れてきたのだ。

　頭の中に、瞬しゆん間かん的に二つの選せん択たく肢しが浮うかぶ。

　①ドアを開け、男から鞄を受け取る。

　②小手毬を説得して、鞄を諦あきらめさせる。

　くそ、僕はゲームと区別が付かなくなっているのか？　これは現実だぞ。どうする？　と、背後から、すん、すんと鼻をすするような音がした。

「鞄、私の……あれがないと……」

　戦せん慄りつする。べそをかき始めたぞこいつ。あのオッサンの視線があるせいで、性格にロックがかかってしまっている。こっちの彼女は強気とは無む縁えんの内気な女子だ。何もかも正しくない。本当なら今夜はいつも通り平へい穏おんな夜で、今いま頃ごろぐっすり眠ねむっているはずだったのに。それがなんだって……いや、言っても始まらない。これは僕が何とかしないとどうにもならない。

　ガードマンのうろつく真夜中の学校、目の前には変態のオッサン。どうする？

「なんで、こんなことに……えぐっ、うぅ……」

　背後にはガン泣きの小手毬。一〇〇パーお前のせいではあるが、今は責める遑いとまもない。

「小手毬、あの鞄は諦め……？」

「うぅ……うわぁーん……」

　ダメだこれは。視線を前に戻もどすと、男は泣いている小手毬を見てオロオロしだした。どうやら敵意はなさそうで、何とか泣なき止やませようと手で宥なだめる仕草を見せている。

　選択肢は……①を選んでも大だい丈じよう夫ぶか？　袋の男はひとまず害を為なす様子には見えないし、ガードマンに見つかるよりはマシな状じよう況きようなのかもしれない。

　普ふ通つうなら「マシかどうか」に関わりなく変質者には近づかないのが常道だろう。でもこのときの僕はきっと状況に混乱していたのだ。こういう経けい緯いでやむなくドアは開かれた。




　　　◇




　男は、その名をクシャスラといった。勿もち論ろん本名ではない。ギリギリパンツは穿はいていたので、小手毬は悲鳴をあげずに済んだ。彼女は今はカーテンにくるまって遠巻きに僕らを見ている。

「この部屋から物音が聞こえたから、慌あわててパンツは穿いたんだが……」

　やはり全裸だったか。

　袋のせいでくぐもってはいるが、声の感じから少なくとも僕の父よりは上だろう。彼はこの近辺に住む宝石愛好家だということだ。さっきの仲間もおおよそは似たようなものだという。で、なぜここにいるのかというと。

「宝石はね。勿論素材が大事だし、更に言えばカッティングとか研けん磨まの技術がモノを言う世界だ。でも、もっとも譲ゆずれないモノがある。それは魂たましいだ」

「情熱ってことですか？」

「違ちがうね。魂だよ。正確に言うなら『悪あく魔まの魂』だ」

　正確に言われることで理解が遠のくこともあるのか。僕は黙ることにより反応を誤魔化す。クシャスラ氏はそれを話に聞き入っているのだと勘かん違ちがいし、続ける。

「宝石に悪魔を封ふうじることで、人の人生を変えるほどの不思議な力を秘ひめた存在になる。宝石に魂を込めるためには儀ぎ式しきがいる。儀式には、生いけ贄にえと踊おどりが必要だ。だから我々はこの学校で粉をまいてダンスをする。ステップを踏ふむ。それだけだ。分かるかな？」

「つつつまり、宝石の魅み力りよくのために人外を頼たよると？　呪いだわ。悪魔崇すう拝はいだわ。邪じや悪あくだわ」

　遠くから小手毬がか細く声をあげる。

「そう。お嬢じようさんは分かってるね」

　クシャスラ氏の揚よう々ようとした肯こう定ていに顔が真っ赤になっている。毅き然ぜんとした態度は微塵もない。

「あの粉は石を削けずりだしたときに落ちた、宝石の欠片かけらだ。まあ、悪魔に対する撒まき餌えだわな」

　だわな、と言われても。

「なんでここなんですか？」

「ああ、月が綺き麗れいなんだ」

　少なくとも、いくら聞いても理解は出来ないだろうということは分かった。

「それに、こんなに長い廊下はこの辺じゃ他にないからね。かつ、警備のゆるい場所もね。公民館や公立の学校はもっとセキュリティが厳しいからね」

　私立の方がそういう防犯に金をかけていると思っていたけど、そうでもないのか。あ、公的機関は税金を貰もらえるから、そういう予算が取れるってことか。勝手に納なつ得とくしていると、クシャスラこと半裸のオッサンはすっくと立ち上がった。

「折せつ角かくの機会だ。君たちに何かあげよう……口止め料の代わりにね。ちょっと待って、荷物を向こうに置いてあるから」

　一人でドアから出て行く。僕は、異常な邂かい逅こうにうまく状況を飲のみ込こめずにいた。小手毬がモソモソと戻ってくる。愛いとおしそうに我わが鞄を抱きしめる彼女に訊たずねる。

「どうする？　今の隙すきに逃げるか？」

　すると小手毬、視線から解放された途と端たんにネガティブを脱ぬぎ捨すてた。

「まだよ。なんかお宝の臭においがするじゃない？　こいつはとんだボーナスだぜぃ」

　コイツ意外と欲深だよなあ。そのまま立ち上がり、ひそひそ声で「おったーからっ！　おったーからっ！」と小こ躍おどりする。

「ほら、翔一くんも！　おったーからっ！」

　踊んないけど。

　けれど、内心でホッとしたのも事実だ。やはりこうでなくちゃ。僕を振ふり回している張本人が怯おびえているようではやってられない。「クシャおじさん何をくれるのかなー」なんて小手毬は腕を組んで、鼻歌でも歌いそうな勢いだ。

　でも、そうはならなかった。またしても、僕らの安息は一いつ瞬しゆんで崩くずれ去さったのだ。

「お前、どこから入った？」

　廊下の方から低くて太い声。同時にまっすぐな光が走った。すぐさまダッと駆かけ出だす音と、それを捉えて踏ふん張ばる音、「よっしゃあ！」という森巣の雄お叫たけびに、ガンと派手な音、振しん動どう。クシャスラが壁かべに叩たたきつけられたのだと理解するのに刹せつ那なもかからなかった。

「一階の廊ろう下かが砂だらけになっててよお。コイツはクセェと思ってたんだ！」

　氏の「ひぃっ」という悲痛な叫び、ドカバキボスっと酷ひどい音。やばい。クシャスラがやられた。助けに──？　その前に小手毬だ。振り返かえる。と、小手毬は意外と冷静な口調でこう呟いた。

「あれ、援えん軍ぐん呼ばないんじゃないかしら。あの森巣、まるで侵しん入にゆう者を自分の腕わん力りよくで叩たたきのめしたがっているみたいな感じがする」

　は、いいのだが。

「お前はいったい何をやっているんだ？」

　彼女はオドラデクを床ゆかに置いて、自分がスツールに上がっていた。そのまま、口をあける荷に揚あげ機の荷箱にのそのそと潜もぐり込こもうとしている。

「すっかり忘れてた。私そういえば狭せまいところが好きなんだった」

「何言ってるんだ。そんなところに隠れてもきっと無む駄だだぞ」

　駆け寄り手をかける。彼女は箱にすっぽり収まって小さく振り向いた。

「翔一くん、手、そこにあると危ないよ」

「おい、そのエレベーター上限二〇キロだぞ」

「いける」

「噓うそつけ！　ていうか僕は……？」

「今までありがとう。キミのことは忘れな──」

　うぃぃぃぃ───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────ん…………。

　小手毬のセリフはエレベーターの起動音によって最後を搔かき消けされた。それが尚なお更さら無駄な余よ韻いんを生み出して、僕をひとり取り残す。

　うぃーん……。

　おい。

　ちょっと待てマジかよあの女。人を置き去りにしやがったぞ。

　しかし呆ほうけている時間は与えられていない。

「てめえみてえなのが現れるのを期待してたんだよ！　これだから深夜警備は！　病やみつきになる！」

　教室の外からの声が現実をつきつける。

「お前を、正義の名のもとに、制裁する！」森巣の叫さけび声ごえ。壁がドガッと振動する。

「おい君、ガードマンが勝手に暴行など許されるわけが──」

「俺おれはガードマンじゃねえ！　ガーディアンだっ！」

　言葉の合間に鈍にぶい音がドン、ドン、と伝わってくる。なんであんな狂きよう犬けんに警備させてるんだこの学校は！　あんなのは正義じゃない。こんな現実は正しくない。彼は無事か……想像したくはない。どうする？　ここに隠れてやり過ごせるか？

「ようジジイ、まだ教室の中に仲間がいたよな？　そいつはテメエよりは骨があるのか？」

　ダメだバレてる僕ぼくの存在バレてます。

　こんな狭い教室、どこに隠れても一分もかからず見つけ出されるだろう。窓から外へ……ダメだ、エレベーターはもうない。

　頭の中に選択肢が浮かぶ。

　①逃げられない。

　②助からない。

　③死ぬしかない。

　なんてこった。神はいないのか？

　④神は死んだ。

　ガッデム！　混乱しながら周囲を見回す。何か出来る時間など殆ほとんど与えられていない。視界に映るものだけで、何をなんとかどうできる？　とっ散らかった部屋でとっ散らかった頭が空転し、身体からだが本能の導くままに動く。一秒も無駄に出来ない。やるしかない。やるって何を？　これを？　本当に？　いや、迷っている時間すらない。いけるか？　いけるのか？　分からない。ならやるしかない。こういうのなんて言うんだっけ。ああそうだ。

　見る前に跳とべ、ってやつだ。

　ドアを開いて飛び出すと、廊下には思ったよりも近くに森巣がいた。僕は壁かべ際ぎわに転がる何か（たぶんクシャスラだ）に夢中で拳こぶしを振るう巨きよ漢かんに向けて、飛びかかった。

　うおりゃあっ、と自分でも変な声をあげながら、バケツに満ちたそれをぶちまける。

「うおっ、何だ？」

　腕うでを上げてガードを取る森巣の半身に、それはバサッと降りかかる。部室にあったオドラデクの戦果物。大量の石せつ灰かいとちょっとの砂鉄。僕は走って逃げ、足を縺もつれさせながら這ほう々ほうの体ていで距きよ離りを置く。振り向く。と、森巣はその場に屈み込こんで僕を見ていた。

「てめえ、そこを動くな。俺にもっと守護まもらせろ！」

　光の円の中心に、僕の姿が照らし出される。

　勇気を振り絞しぼり僕は人差し指を立てる。心臓をバクつかせながら目め一いつ杯ぱいの声で叫ぶ。

「一分だ！」

「……あ？　何が？」森巣の動きが止まる。

「今、お前の身体に振りかけた粉……劇薬だ。一分以内にお湯で洗い流さないと皮ひ膚ふが溶とけて剝はがれ落おちるぞ。壊え死しして肘ひじから下を切断する羽目になるかもしれない」

「バカ言うな。ただの石灰だろ」

　森巣は動じない。でももう引くわけにはいかない。僕は喉のどがすり切れそうな声で喚わめく。

「本当にそう思うか？　お前、粉のかかった自分の右肘を見てみろ。もう始まってるぞ」

　なんとか踏ん張って、僕はそれを言い切った。森巣は反射的に自分の右肘を見る。

　そして、その表情を変えた。

　月明かりに照らされた彼かれの肘は、僕の宣告通りに赤黒くただれ始めていたからだ。

「お前、だいぶ汗あせをかいているだろう。この粉はクレゾール成分を多量に含ふくむ。汗と反応して皮膚を溶かすぞ！　焦あせれば焦るほど影響は加速度的に増していく。洗い流さないと本当にヤバいぞ」

　闇やみの中で光に照らされ、森巣と睨にらみ合あう。光のまっすぐさと同等に、僕らの視線は一直線にぶつかったまま動かない。森巣の眼力は僕の顔面に風穴を開けそうなほど図太く重く、死にそうだ。立ってるだけで息が荒くなる。心臓が破は裂れつしそうなほど高鳴る。そうして。

「畜ちく生しよう！　野や郎ろう！」

　悲鳴とも怒ど声せいともつかない叫び声を上げ、森巣は向こうの彼方かなたへ走っていった。

　お湯が出る場所は、職員室脇わきの給湯室か別べつ棟むねの家庭科室、あるいは彼らの詰つめ所しよくらいしかあるまい。──脱だつ力りよくしたいが、まだダメだ。残った力を振り絞り、周囲を見回す。我ながら異常な昂たかぶりを感じつつ、傍かたわらにうずくまるそれを見つけて駆け寄る。

「クシャ夫！　行くぞ！」

　無理やり彼の手を引いて、森巣の走り去ったのと反対側の階段から猛もうダッシュで逃げた。その後のことは、いまいちはっきり覚えていない。あまりにも無む我が夢む中ちゆうだったが、こうして僕らは夜の学校から脱だつ出しゆつしたのだった。




　　　◇




　翌朝、僕は朝イチで学校に行った。昨日忘れ物をしたので、朝のうちに取りに行く必要があったのだ。通りがかったピロティをよく調べると、自じ販はん機きの脇、壁の隅すみ。思った通りエレベーターの出口はあった。出口の段差には三角形のステップが敷しかれており、これなら一階についた箱からオドラデクが廊下に降りることもできるだろう。現在蓋ふたは閉じられており、箱の姿は見えない。

　ロボ研の部室に向かうと、三階廊下は掃そう除じされていて、昨日僕がぶちまけた粉の痕こん跡せきはなかった。校務員さんが片付けたのだろう。

　部室の鍵かぎは開いていた。

　中に入る。ザルや磁石の類は僕らの弄いじったままであり、出水はまだ登校していないらしい。窓まど際ぎわのエレベーターも昨日の状態から何か変わっているようにも見えないが、アイツのことだから適当に何とかしたのだろう。と、どこからともなく声がした。

「ちょいちょい、その気配は翔一くんではないかね？」

　まさか。慌あわてて窓まど枠わくから顔を出し下を覗くと、そこには。

　中ちゆう途と半はん端ぱに下の方、箱にすっぽり収まったまま、小手毬がいた。箱は上蓋が開くようになっていて、小手毬は壁にくっついた鳥の巣の雛ひなのように見上げている。

「何してるんだ」

「なんか引っかかったのか、動かないの」

　それ見ろやはり荷重オーバーだ。きっと安全装置でも働いたのだろう。

「もしかして、昨日のあれからずっと？」

「うん。まあ寝ねてたからいいんだけど」

「その場所で？」

「昨日暖かかったし、私どこでも寝れるし、カバンに携けい帯たい用の薄掛け毛布持ってたし。でも起きても何も解決してなかったからなんでだよと思って」

　そりゃ寝て起きただけでは大たい抵ていの問題は解決しない。

　腕を伸ばして小手毬を引っ張り上げる。身体を抱え、室内に引ひきずり込こむ。髪かみの毛が寝ね癖ぐせであちこちはねた小手毬は、「ああよく寝た」なんて暢のん気きなことを言って笑った。僕は気が抜ぬけて大あくびをする。

「寝てないの？」

「ないよ。昨日帰ったらもう四時過ぎだった。それから風ふ呂ろに入って、親には文化祭の準備があるって言って朝イチで出てきたんだ。全然寝てない。人生初徹夜」

「じゃあ保健室で寝なよ。授業始まる頃ころに起こしてあげるし、アスミンには言っとくから」

　そう言って小手毬は僕を廊下に連れ出し、化学準備室のドアに鍵をかけた。僕は言われるままに保健室に向かい、何も考えずベッドに倒たおれ込こんだ。それから暫しばらく記き憶おくが無い。




　　　◇




「あ、起きた」

　目覚めて、自分がどこにいるか分からなかった。目の前に小手毬の顔があって、僕の身体に腕を乗っけて覗のぞき込こんでいる。

「アスミン、翔一くん起きたよ」

　それで思い出す。ここは保健室だ。だいぶ身体が軽くなっている気がする。どのくらい寝たのかな。授業行くのだるいなあ。一限目は体育か。

「一限目は体育か……やだなあ」

「あらそう？　良かったじゃん」

「何が」

　するとカーテンの向こうで仲先生が鼻で嗤わらった。

「時計見てみな」

　指されるがままに壁かべ掛かけ時計に目を向ける……二限目の最中だった。

「マジかよ……」

　僕は登校早々授業をサボったということか？　そういえばこの二限目は社会じゃないか？　出水と発表する約束が……。なんてこった。教室に戻ったら出水に「笹子っちの裏切り者！　グレたのか？」と、あることないこと吹ふい聴ちようされる。そんなことは正しくない。

「担任の先生には体調が良くないって伝えてあるから心配すんな。昨日は大変だったみたいだな。マリマリのお守り、ごくろうさん」

　教師のセリフじゃないが。

「ちょっと、お守りしてたのは私よ」

　お前のセリフじゃないが。

　本当に。コイツと関わってからロクな事がない。堕だ落らくしっぱなしだ。このままいったらどうなるんだ。これ以上の横暴を許すわけにはいかない。文句を言ってやろうと彼かの女じよに目を向けるが、彼女の恰かつ好こうが予想外で思わず目を逸そらしてしまった。

「いっぺん学ランって着てみたかったのよね。さすがにズボンは……昨日お風呂入ってないからやめたけど。どう？　似合う？」

　そう言ってブカブカの袖そでを楽しげに掲かかげる。それは僕の学ランだ。「ねえ？　どうどう？」と重ねる彼女に、目を逸らしたまま答える。

「べつに」

「べつにじゃねーだろなんか褒めろよ」

「……ああ、似合ってるよ」

「せめてこっち見て言ってよ！」

　知らなかったけど、自分の服を女子が着ているとそれだけで虚きよを突つかれるものらしい。

「お前らあんまり騒ぐなよ」

　そう言い残し、仲先生が書類を持って席を外した。その隙すきに小手毬は、悪戯いたずらを告白するように笑って言う。

「でもさ、どうやって逃にげてきたの？　私、絶対無理だと思って翔一くんのために念仏唱えてたらいつの間にか寝てたんだけど」

「もう少し現実的なヘルプが欲しかった」

　ことの顚てん末まつを話す。バケツの砂じや利りと粉を丸ごと森巣に振ふりかけて、ハッタリをかましたこと。その隙に逃げたこと。クシャスラが警備システムの抜ぬけ穴あなとなるルートを知っており、学校の敷しき地ちからの脱出は困難ではなかったこと。

「よく何とかなったね。森巣のような大の大人が、翔一くんの言葉を信じるとは思えないのに」

「膠にかわだよ」
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「膠？」

「粉かけて、あとテーブルの上に膠の糊のりがあったから、ついでにそれを奴やつの肘に塗ぬりつけたんだ。ちょっとデロデロで、粉と混ざっていい感じにキモくなった。それを見て森巣は本当にそれが劇薬なんだと思って焦あせった。というわけさ」

「へえ。翔一くんにしては気の利きいたこと思いついたのね」

　自分でもビックリだ。多分そこに至るまでに触れた様々な状じよう況きようが重なって、偶ぐう然ぜんいい形に結実したのだろう。

「ま、いいわ。なんにせよ森巣は昨日の件できっとクビ。あんなどうかした奴がこの学校にいるなんて最悪だから当然よ。いい気味だわ」

　小手毬は例によって罪悪感ゼロの調子で言った。

「ああ、昨日は楽しかった！　オドラデクのエレベーターに、変態に、森巣退治。大だい冒ぼう険けんって感じだったわ。一石なん鳥かしら。あ、でも……」

　そして、手をふと止め首を何度も捻ひねって呟く。

「結局オドラデクが動くところを見られなかった。残念、マイナス一鳥。昨日はなんで動かなかったんだろう」

「たぶん小こ雨さめの予報だったから、出水はタイマーをセットしなかったんだろう。あの隙すき間まだらけの籠かごにオドラデクを乗せたくなかったんだろうよ。雨で濡ぬれるだろ」

　と、噂うわさをすれば何とやら。勢いよく、保健室のドアがガラリと開かれた。

「おい！　笹子っち！　生きてるか？」

　現れたのは出水で、ズカズカと入ってくると僕ぼくのベッドに向かってきた。小手毬はドアが開くと同時に光の速さで学ランを脱ぬぐと自席で居い眠ねむりしているふりに入った。出水は彼女の姿を見て一いつ瞬しゆん「あっ」と口を開きかけたが、それよりも言いたいことがあるらしく声を荒あららげる。

「発表サボりやがって！　笹子っちの裏切り者！　グレたのか？」

　なんかデジャヴだ。出水はちらりと横目に小手毬を見て、声を潜ひそめる。

「なあ笹子っち、あれ、アレだろ？　現げん役えき七不思議。何かされてないか？」

　出水は心底恐れているような口調だ。

「さあ。ずっと寝てたから分からないけど」

「そうか。俺おれ、この間廊ろう下かで話しちまったんだよ。まさかあいつがそうだと思わなくてさ。でも目を合わせてないから大だい丈じよう夫ぶだよな？」

「呪のろわれてるならもう何か起きてるだろ。平気なら大丈夫じゃん？　で、どうしたの？　まさか文句を言いにわざわざ来たのか？」

「ああそうだ。次のホームルーム、文化祭の係決めだってさ。出てこないと変な役割押おしつけられるぞ」

　それから一言「あーあ。一人辞やめるし、もっと頑張らねえと」と残し、出水は去って行った。本当に小手毬を怖おそれているのか、半ば逃げるような勢いだった。

　それにしても、アイツは随ずい分ぶんと文化祭を楽しみにしているようだ。あんな爆ばく弾だんを作っておいて、暢気なものだ。もしクシャスラたちがいなければ、オドラデクは爆ばく発はつして大おお騒さわぎになっただろう。そしたら文化祭開かい催さいどころじゃない。

「……いや待てよ。それはおかしいな」

　無意識に独り言が出た。小手毬を見やると、どうやら同じ疑問を抱いだいたらしい。立ち上がると再び僕のベッドまで来た。

「ねえ翔一くん。あんなに文化祭を楽しみにしているデミズが爆弾を作るわけないよね」

　確かにそうだ。だとすると、爆弾を仕し掛かけたのは別の部員ということか。

「オドラデクを仕掛けたのはデミズだけれど、そこに細工をしたのは別の奴ってことね」

　恐らくそれは正しいだろう。爆弾を仕掛けたのはあの四人の部員の中の誰だれか──辞めた奴だろう。出水が真夜中に動くようにオドラデクをセットした。それに便乗する形でオドラデクの爆弾化を企くわだてた。動機は、強ごう引いんに物事を進める出水に嫌いや気けが差していたから。やる気がないことを出水にたしなめられたことに対する当てつけといったところか。オドラデクが爆発していたら、ロボ研は廃はい部ぶになっていたに違いない。

「翔一くん。デミズの後ろにバリエ見えた？」

「そういや見えなかったな」

　バリエの方の〈オドラデク〉。あの星形は、どこかへ消えたようだ。

「どうする？　部員の誰が犯人か特定する意味は最も早はやあんまりない気がするけど」

「それには同意だけど、結局疑問が残るな。出水はなんでオドラデクを真夜中にセットしたんだろう」

「うーん。それは、たぶん分かる」小手毬は腕うでを組んで答えた。「実はそれは昨日の段階で一回考えたのよね。デミズがオドラデクを爆発させるつもりなんだと思い込こんでいたからスルーしたけど。彼かれの目的は粉よ」

「粉？　何の？　まさかサバトの？」

「そう。結果的にオドラデクの爆発を防いだ粉。デミズはあれを集めていたのよ。そのためにオドラデクを真夜中に起動するようセットした」

「宝石の欠片かけらっていっても、集めたところで高い値段がつくわけでもないだろう」

「いや、高値で売るわけじゃないだろうけどさ」

　彼女は僕を覗き込むと、僕の視線を引きつけてから言った。

「岩絵の具よ。デミズはあの粉から岩絵の具を作ろうと思ったんじゃないかな？　岩絵の具は高いし、あの粉の状態まで加工するには結構骨が折れるんでしょ？」

「あんな粉を集めて使い物になるの？」

「翔一くんに聞いた後で調べたんだけど、岩絵の具って、水で溶といて上うわ澄ずみ掬すくって固めて、って精製まではまだ手順が多いらしいし、材料としてなら結構いけるんじゃない？」

　なるほど。出水はきっとその岩絵の具でオドラデクをペイントしようとでも思ったのだろう。朝イチで来てちりとりで集めればいいだろうにとも思ったが、小手毬によれば、監かん視しカメラを気にしたのだろうということだ。たしかに、生徒が屈かがんで何か集めてたら怪しまれるけど、機械が徘はい徊かいしていたらその事実にばかり目が行って、何を吸っていたかなんて誰も気にしないだろう。

「それならバリエが消えた理由も納なつ得とく出来るわ。昨日翔一くんが、せっかく集めた石せつ灰かいの粉を全部森巣にぶちまけて、もう掃そう除じされちゃったからよ。それでデミズの心が折れたんだわ」

「なるほどなあ。ちょっと悪いことしたかな」

　嘆たん息そくする僕に、小手毬は呆あきれ顔がおで言った。

「デミズってば、随分めんどくさいこと考えたね」

　全くだ。でも、我わが友人・出水は凝こり性しようでこだわりが強い。行動的で妄もう信しん的てきな部分もある。目的を達成するために、いい方法を思いついたらやらずにはいられなかったのだろう。

「それにしてもさ。あのクシャ野や郎ろう。どうせならお宝をくれてから捕まれば良かったのに」

　今度は小手毬が嘆息して、僕はこみ上げる笑えみを堪こらえる。

　あの後のこと。僕はクシャスラ氏からあるものをもらった。今もポケットに入っている。彼は自分を宝石コレクターだと言った。『宝石には魔ま力りよくを込める必要がある』とか。

　そして彼は僕に渡わたした。小手毬にばれないようにポケットに手を突つっ込こんで感かん触しよくを確かめる。

　それは固くて小さな、鍵かぎだった。

　小手毬の持つ学校のマスターキーのような手のこんだ物ではなく、古びて少し錆さび付ついている。どこの鍵かは教えて貰えなかったけれど、何となく予感している。この学校にはこの鍵に合う扉とびらがあって、多分僕らはいつかそれを開けるだろう。

　クシャスラ氏が言うにはそこにあるのはとっておきの代しろ物もので、別わかれ際ぎわ、彼は僕らに対する感謝料と口止め料として、これを託たくすと言った。価値のほどは分からなかったけど、彼は真顔で「見つけても換かん金きんは大人になってからにしな」と僕の目を覗のぞき込こんだ。

　もしそのときが来たら。小手毬と山分けか……いや、七：三くらいで多くもらいたいものだ。こいつは隠かくれて寝ねてただけだし。

　試ためしに聞いてみる。

「なあ。もしクシャさんからお宝をもらっていたとしたら、分け前はどうしてた？」

　すると表情を緩ゆるめて彼かの女じよは言った。

「心配しなくていいよ。ちゃんと必要なときに必要な分だけお小こ遣づかいとしてあげるから」

　まさかの〇：一〇だったか。

　小手毬はなぜか得意げに、自分が大金を持ったらどう運用するかについてペラペラとアイディアを語り始める。それらはいかにもな夢物語で、特に取りあげるようなことじゃない。ただ、その楽しげな声は寝ね起おきの僕にはなかなか心ここ地ちよいものだった。

「それよりさ。翔一くん、なんでジャージなの？」

「だから、一限目体育だったからさ」

「噓うそ。今日最初からジャージだったでしょ。ジャージで登校。さっきロボ研の部室で制服持ってたじゃん。それってあそこに制服置いて帰ったってことだよね。なんで？」

　目め敏ざとい奴だ。説明するのもバカらしいどうでもいいことなので、僕はわざとらしくふて腐くされて答える。

「うるさいなあ。昨日帰りに教室寄って、ジャージで帰ったんだ」

「なんで？」

「どうでもいいだろ」

「何怒ってるのよ……あっ」

　言いかけで何かに気づいたらしい小手毬は、数秒固まったあと突とつ然ぜん表情を消した。そして抱かかえていた学ランをいそいそと畳たたんで僕に渡す。さらにあらたまった口調でお辞じ儀ぎする。

「お洋服、お返しいたしまする……変態さん」

「違ちがう、仕方ないんだ」

　僕は慌あわてて起き上がる。その誤解は正しくない。けれどとりつく島はなかった。

「道理で。やっぱり服装って大事だよね。学校に制服姿でいたら、どんなに翔一くんが凄すごんだって大人には舐なめられるわ」

「違う！」

「でもあの場であの変態集団と同じ格好した子供がいたら、話は別よ。森巣からしたら、変な一味のガキがお父さんを守るために破れかぶれで取り返しのつかないことをした、なんて思っても仕方ないかも。だから全ぜん裸らになっても仕方ないよね、変態」

「待て！　顔に袋ふくろは被かぶってた！」

「それむしろ変態度アップだから。近寄らないでね？　変態がうつるし」

　違うんだ……と言っても実際のところ何も違わないわけで。小手毬の誤解を解く選せん択たく肢しなど一つも浮かばず、僕は信しん頼らいの回復に数日を要した。ひょっとするとまだ回復していないかもしれない。





　〈ケースファイル②：オドラデク／出水剣馬〉


　●形状：星形の糸巻き状、黒い毛糸がグルグル巻きで、棒がぴょんと飛び出ている。

　●詳細：デミズの後ろにくっついてるのを翔一くんが発見。さすが私の切り札。切り札ってか、手札それしか持ってないけど。配られたカードで勝負するしかない。人生って理り不ふ尽じん。さておきデミズはお掃除ロボを持もち込こんでいて、それが関係しているみたい。夜中の学校に忍しのび込こんで正体暴あばくことに決定。翔一くんを誘さそってみたけど来てくれるかな。どうかな。遊んでくれるかな。楽しみ半分、期待半分。ていうかほんとに来たらどうしよう。私、今夜大人の階段を登る！

　●追記：翔一くんは裸族。




















「もうすぐ文化祭だね」

　放課後、保健室を訪おとずれた僕ぼくを見るなり小こ手で毬まりが言った。一つだけある自席に着席し、手にはマグカップ。たぶん仲なか先生に淹いれてもらったホットミルクだろう。このところ毎日のように飲んでいる。

「楽しみなの？」

　この学校の文化祭は一日しかないけれど、中学にしては人の入りも多くて地元紙の隅すみに小さく記事を載せてもらうこともある。

「べつに。人が多くてみんなカボチャになれと思う。翔しよう一いちくんのクラスは何やるの？」

「怪かい物ぶつ喫きつ茶さ」

「怪物の肉で作ったハンバーガーとか、怪物の卵で作ったゆで卵とか？」

　この名前で怪物を『食べる方』と認にん識しきするとは、さすがは小手毬といったとことか。

「んなわけないだろ。怪物の仮装をして給きゆう仕じをするんだよ。吸きゆう血けつ鬼きとか、フランケンとか」

「ああ、なんか女子に押おし切きられて決まったっぽい雰ふん囲い気きがする」

　その通りだ。立たち花ばなさんがやけに張り切って衣い裳しようデザインなどをしていた。

「翔一くんは何の格好するの？」

「まだよく分からないんだよね。黒いスウェットで衣裳合わせはしたけれど、完成形は当日までお預けだって」

「それ変な格好させられるの確定じゃん。当日その格好のまんま保健室に来てよ。一いつ緒しよに写真撮ろう」

「写真撮影は別料金が発生するらしいぞ」

「何それ。アコギ」小手毬はカップの中身をゆらして嘆息した。「ていうか、手伝いはしなくていいの？　衣裳以外にも店内の飾かざり付つけとかメニューの準備とかあるんでしょ？」

「女子が張り切ってて、入る隙すきがないんだよね。それに僕の場合、いてもいなくても気にする人はいないし」

「まるで幽ゆう霊れいみたいね」

　幽霊に失礼だ。彼らはいるだけであらゆる話題をかっ攫さらう。

　仲先生は日報を書き終えたところのようで、書類を机き上じようでトントンとまとめた。

「そんじゃ、私はちょっと職員室行ってくるから」

　ついこのあいだ生徒会選挙なんてものも終わり、生徒会長には同級生が就ついた。それは今後一年のこの学校の中心学年が僕たちの代に移ったということである。けれどもそんなのは僕の生活とは関係なくて、ここでゲームしながら小手毬と無む駄だ話をする毎日も板に付いてきた。

「で、今日は何かあった？」

「んーと、三組の男子が三年の先せん輩ぱいに告ってフラれたとか」

「それ、湯ゆ座ざさんから訊きいた」

「じゃあ、あとは文化祭に向けての最終調整会議が昨日、先生がたの間であったとか」

「それはアスミンから訊いたわ」

　小手毬の周囲にいる人物は生徒の噂うわさ話に誰だれよりも詳くわしい湯座加か奈な子こといろんな先生と飲み歩いている仲先生であり、その二人に勝まさる情じよう報ほう網もうを僕は持っていない。たいていのネタはカブる。

「じゃあ、今日もバリエは発見されず、ね。平和なのはいいけど退たい屈くつ」

　僕に備わった〈バリエ〉を見る力は小手毬よりもだいぶ弱く、強い欲求のものしか見えないようだ。良いにせよ悪いにせよ、今のところこの学校には僕や出いず水みほど強い欲求の持ち主はそうそういないらしい。

　そうそう、は。

　小手毬がベッドの上に正座して、ゲーム機のスイッチに手を伸ばす。僕も彼女の隣となりに座すわってコントローラーを構えた。内心で今日見たことを話すべきかどうか迷っていると、彼女は突然鼻先を近づけ、すんすんと鼻を鳴らした。

「あれ？　真夏でもないのにデオドラントの臭においがする」

　コイツは犬か。「なんで？　そういうの気にする方なの？　女子みたい」と続ける彼女に、僕はある種の諦あきらめを感じて言った。

「たぶん先輩の匂においだ」

「何それ？」眼がん光こう鋭するどく僕を見み据すえる彼女。僕はなぜか冷ひや汗あせが出るのを額に感じつつ、言い訳するときのように言葉を選ぶ。

「この学校の演劇部知ってる？」

「毎年賞もらってるよね。どうせ自意識過か剰じような連中の集合体だしみんなじゃがいもになれって思ってるけど、それが？」

　確かにこの人にとっては好きこのんで人前に立つような人間はそう映るだろう。

「今の部長が僕の幼なじみなんだけど……」

「幼なじみなんていうのは都市伝説だわ」

　ひどい言いがかりだ。僕はコントローラーをカチカチと操作し始め、無言で受け流す。

　最近僕たちが熱中しているのは対戦型のパズルゲームだ。左右に分断された二つのスペースのそれぞれが一人の陣じん地ち。赤や青などの丸いスライムが上から落下してきて、同じ色を繫げて消すとその分量に応じて相手側に攻こう撃げきを仕し掛かけられる。先に相手のスペースをてっぺんまで埋うめ尽つくした方の勝ちだ。以前の対戦格かく闘とうゲームよりは、僕の勝率は悪くない。

「翔一くん、いい加減ちまちました勝負をしかけてくるのはナシだからね」

　小手毬が大連鎖を狙ねらって自じ滅めつすることが多いからだ。

　いざスタート、のところで、彼かの女じよは顔を画面に向けたまま呟つぶやいた。

「で、幼なじみが何だって？」

　話はそらせていなかったか。

　順調に形良く積み上げていく彼女。自滅しろと念じつつ、彼女に昼休みのことを話した。

　それは概おおむね次のような内容である。




　図書室にでも行こうと廊ろう下かに出ると、待ち構えていた人に話しかけられた。

「あ。いたいた、ちー君」

　振ふり返るとその人は女子で、上うわ履ばきのラインは青。三年生だ。

「こんにちは、丸まる瀬せ先輩」

「いーよそんな呼び方しなくても」

　清せい澄ちような声こわ音ねで笑む彼女は丸瀬紀き乃の先輩。演劇部に所属していて、つい先日までは生徒会長も務めていた。一つ年上だけど、家が近所で小さい頃ころはよく一緒に遊んでいた。僕が小学五年、彼女が六年のときに彼女はこの中学の受験のために塾じゆく通がよいを始め、それ以降はかつてほど頻ひん繁ぱんに顔を合わせることも無くなっていた。けれども疎そ遠えんになったつもりもない。

　周囲の人の視線が刺さる。なんで笹ささ子ごが丸瀬先輩と？　という意思が言葉の形を成さずとも伝わってくる。理由は簡単で、彼女がとんでもなく美人だからだ。僕が昔のように「キノちゃん」なんて呼んだ日には何を言われるか分かったものではない。

　彼女は僕をバルコニーに誘った。階段脇わきのドアを抜ぬけ、風の強い中でベンチに座る。先輩は風下に座り、僕の身体からだを風よけにするように小さく身を潜ひそめた。

「最近どう？　元気？」

「普ふ通つうです」

「普通、ね。いいよね普通。私も好き。人それぞれ基準が違うから、結局どういう状態か分からないところとか」

　赤いフレームの眼鏡をあげて僕の顔を覗く。

「今日は普通をエンジョイしているちー君にちょっとした自じ慢まんをしにきたのだよ」

　そう言って彼女は、最新型のスマートフォンを取り出した。

「この間、学校のどっかでスマホ落としちゃって、そのままなくしたのよね。いや、新しいのを買ってもらうのに苦労したわ」

　彼女の手には少し大きめだ。覚おぼ束つかない動きでブラウザを立ち上げ、学校のウェブサイトにアクセスして僕に見せた。内容はこの学校の行事情報とか、試験の日程だとか、あとは大会で活かつ躍やくした運動部のニュースなどだ。僕は殆ほとんど閲えつ覧らんしたことがないし、実際のところ文化祭の時期に一時的に宣伝に多用されるとき以外は閲覧数も少ないらしい。

　先輩は何回か画面を指でタップし、トップページからリンクを辿たどっていった。

「ここ、部活の活動紹しよう介かいのページもあってさ。いろいろ動画も載のせられるの。あ、生徒会に届けてくれたら、内容に問題がなければアップロードしますよ。問題があって公開出来ない奴やつでも、生徒会で見てゲラゲラ笑うから持って来てくれてオッケー。そういえばちー君は何部に入っているんだっけ？」

　部活に入らなければならないという決まりはあるけど入った後やめてはいけないという決まりはないので、二年に上がったときに水泳部に入って夏が来る前にやめた。一年のときはスキー部に入って冬が来る前にやめた。来年は受験もあるので入らなくても許される。そもそも入りたい部活がなかったことが問題だ。化学部の顧こ問もんは胤たね森もり先生ではなかったし、胤森先生が顧問をしていたのは女子バスケットだったのでそうしたらもう打つ手なしだ。

　先輩は僕の返事がないことなど気にせずに進める。

「夏にさ、我わが演劇部は文科省のミニコンクールで賞を取ったのよ。それがどれほどちっぽけでも、人から認められるっていうのは春みたいに気分がいいね」

　知っている。スマホで撮さつ影えいしたミニ映画のコンクールだかで、その賞状授じゆ与よが全校集会で行われたことを覚えている。というか丸瀬先輩の情報を僕が取りこぼすわけはない。この人は頭が良くて、好きなことを好きなように楽しむ優ゆう雅がさがある。ときどきその楽しさを僕にも紹介してくれて、そのたびに先輩の優雅さを分けてもらったような気分になる。「好き」というのとは違ちがう気がするけど（雲の上の人過ぎて、そんなことを思うのもおこがましい）、人として一種の憧あこがれや尊敬の念を抱いだいているといえば、噓うそではない。

「ちー君にとっては知らない町に降る小こ雨さめくらいどうでもいいことかもしれないけれど」

　先輩はスマホの画面を向けた。多少ナルシスト気き質しつで言動がいちいち回りくどい人ではあるけれど、それはこの人の魅み力りよくを損そこねるものではたぶんない。

　先輩は『最新情報』から『動画コンクール受賞作』をタップする。くるりと画面が反転し、動画再生アプリケーションが立ち上がる。

「動画掲けい載さいの許可がようやくおりたのさ。権利関係がどうのこうので、今までダメだって言われてたんだよね。やんなるよね、自分たちで撮とった動画なのに、自分たちの判断で公開できないなんて。これは都市伝説に名高い盥たらい回まわしの餌え食じきになったからに違いないわ」

　動画は五分程度の短い映画で、主役である丸瀬先輩をやや遠巻きに追う風景だった。なんでも、ひねくれて悪さばかりしていた少女が不思議な風に誘さそわれて不思議な経験をしていくうちに次し第だいに更こう正せいしていく、みたいな流れらしい。ちょっとした政府公報のコマーシャル・フィルムのようにも見える、無声映画だった。ただし丸瀬先輩は全編にわたって無意味に包丁を構えており、いささかシュールである。おそらくは先輩の好きなサブカルアングラ映画の影えい響きようだろう。そういうアバンギャルドなのは僕ぼくの好みでは全くないが、それはこの作品の評価を落とすものではきっとない。なぜなら先輩の仕草はどれも自然で魅み力りよく的てきだったからだ。

　ただし、問題が何もないかと言えば、そうではなかった。

　さっき先輩が動画をスタートさせた瞬しゆん間かんから、どこからともなく仮面の男がやってきて僕ら二人をじっと見ている。背せ丈たけは僕よりずっと上……一八〇センチ近くある。仮面は西洋風の琺ほう瑯ろうっぽい質感で、目は真っ黒な穴が二つ、そして口元は、両りよう端はしがカクカクっと上がって笑え顔がおみたいになっている、不気味な面だ。頭にはつばの広い羽根付きの帽ぼう子しを被り、身体はマントで覆おおわれている。ていうかさっきから僕にものすごく顔が近い。近い近い。怖こわい。

　誰かの強い欲求の具象体──バリエだ。この状じよう況きようから考えれば、丸瀬先輩のものである可能性が高い。でも「ここにバリエがいる」なんて言っても伝わらないから、必死に気にしないふりをしている。そんな僕の内心など露つゆ知らず、先輩は呟いた。

「ちょっと画質悪いな。あとで元データをアップし直しておこうかな」

　そして二分もしないところで彼女は動画を止めた。

「以上、自慢終わり。これ以上はちー君の『普通』に侵しん食しよくされて形無しになる」

　丸瀬先輩がスマホをしまったと同時に、仮面の男はどこかへ歩き去ってしまった。ひょっとしてこないだの深夜の学校のような実在の変態かと一いつ瞬しゆん疑ったが、丸瀬先輩の反応からしてそれはない。

　先輩は「続きは自分で見て」と誇ほこらしげに笑った。予よ鈴れいが鳴り、そのまま風のように去っていく。僕の傍そばには、吹ふきつけ過ぎな制せい汗かん剤ざいの香かおりだけが音もなく残った。




「よっしゃ！　十連鎖！」

　小手毬が揚よう々ようと声をあげ、同時に僕のスペースに何層ものお邪じや魔まスライムが落ちてくる。僕は打つ手もないまま、スライムがスペースのてっぺんまで積み上がりゲームオーバー。

「で？　先輩とののろけ話はおしまい？」

　僕は返事せずにコントローラーを放り出す。小手毬も倣ならって放り、軽く伸びをした。

「ちー君って、『しょういち』の『ち』から取ったの？」

「いや。最初は『笹子っち』だったんだけど……」

「ふむふむ」

「それが縮小されて『ごっち』になって、次に『ち』まで短くなった後、短すぎて逆に言いづらかったのか、後ろに『君』が付いて今の形に収まった」

「もはや翔一くんの名前の面おも影かげはないじゃん」

「あだ名なんてそんなもんだろ」

「そうか。まあ私のマリマリもそうだしね」

　だから、それは割とそのまんまだろうに。「そんなことより、僕の見たバリエは何だったんだ？　動画が流れているときだけ現れたように見えたけど」

「普通に考えればその女のバリエだけれど、クネ夫の車の傍に現れた翔一くんのフラットウッズみたいに、先せん輩ぱいに執しゆう着ちやくしている誰だれかのものって可能性も捨てきれないね。動画は翔一くんのスマホからでも見れるの？」

　小手毬は携帯電話を持っていない。僕は返事代わりにポケットからスマホを取り出すと、学校のサイトに接続し、さっき先輩に見せてもらったページへジャンプする。

「翔一くんってあんまり人とメールとかメッセージとかやらなそう」

「やらないね。ていうかまわりにスマホとかケータイ持ってる人が意外と少ない」

「じゃあ、誰とメールするの？」

「親」

　小手毬は無言で目を伏ふせ、退たい屈くつそうに髪かみの毛の先を弄いじりだした。聞かなかったことにしてくれるらしい。僕は動画のリンクを押おす。それから、警けい戒かいして周囲を見回した。保健室のドア、窓、念のために天てん井じようのエアコンの孔あなも。でも、あの仮面の男が入ってくる気配はなかった。とすると動画ではなく丸瀬先輩に憑ついているのか。肩かたすかしを感じていると、小手毬がスマホの画面を見つめて声をあげた。

「何これ？」

　僕も覗き込む。そして、小手毬同様変な声をあげてしまった。

「何だこれ？」

　映し出されたのはどこかの屋上。それはさっきと同じものの、背後に妙みようにポップな音楽が流れている。さっき無音だったのは、音量をミュートしていたのだろうか。だとしても全然イメージと合わない。ともすると僕の認にん識しき以上に前衛的な作品だったのか。首を傾かしげていると、画面上手から丸瀬先輩が現れた。

　薄水色のフリフリした衣い裳しようを身に纏まとって。

「うわっ、魔ま法ほう少女？」

　小手毬が驚おどろきと興味混じりの声で僕の内心を代弁してくれた。そうだ。これは変身ヒロインモノのキャラに見える。バレエの衣裳をアレンジしたような、身体のラインの出るコスチュームにふわりとしたスカート。セーラー服的な装そう飾しよくの襟えり元もとに、髪にはティアラ。

「これってあれじゃん。『踊おどるッ！　ダンサブルともこ』のビューティフルみかこじゃん」

「何それ」

「知らないの？　日曜の朝にやってるやつだよ。これが賞取ったの？」

　そんなわけない。何が何だか分からない。見てはいけないものを見てしまった気がする。水色のフリフリ、手作りっぽい衣裳で、ステッキ的な武器を持ってブツブツ台詞せりふを言って振ふりかざす。「何よ。ポーズ、サマになってんじゃん」と小手毬がホットミルクの残りを口にして言うが、次の瞬間。

『ビューティフル・積み木崩くずし──ッ！』

　画面の中の丸瀬先輩が叫んだ。

　小手毬がブホッと牛乳を吹ふき出だし、思いっきり僕の顔にかかった。




　放課後の学校。

　秋という季節に儚はかなさが宿っていることは中学生の僕にも分かる。僕らはいつも、夏が永遠に続くものと勘かん違ちがいしてしまうからだ。今年も夏はいつの間にか気配を消し去って、涼すずしい風と色いろ褪あせた木々が残った。廊ろう下かでは、文化祭の準備に本ほん腰ごしを入れ始めた各クラスの生徒たちが放課後なのに忙せわしなく歩き回っている。みんなして牛乳くせえ僕に眉まゆをひそめて通り過ぎていく。
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　水場で顔を洗い終えて保健室に戻ると、ベッドの上で小手毬がなおも笑い転げていた。

　スマホからはノイズ混じりで丸瀬先輩の声。

『悪あしき企み打うち砕くだく、汚けがれなき魂たましいの大おお槌つち！　全部笑顔に作り直してやっかんね！』

　歌か舞ぶ伎きにも似た見事な口上。力強くてあざとささえ感じるほどキュートぶった節回しに、

「なんでこの人こんな真しん剣けんな顔でふざけてるの？　意味分かんねー。もっかい見よーっと」

　小手毬がゲラゲラ笑う。それはもうゲラゲラと。そしてテッテレーと効果音の響ひびく中、

「ビューティフル・積み木崩し──ッ！」

　画面の中の先輩とハモって頓とん狂きように叫ぶ。そしてまたゲラゲラ笑う。ゲラゲラあーっ……とベッドから転げ落ち、それでもやっぱり笑い続けている。

「しかもなんで主役じゃなくて三番手キャラのコスプレなのよ。意味分かんねー」

　そう言ってまたゴロゴロ転がる。それはもうゴロゴロゴロゴロ……。

「埃ほこりまみれになるぞ」

　彼かの女じよは何とか呼吸を整え「あー、おかしー」と顔を上げた。直後にゴンッとスゴい音を立て、ベッドの角に頭を強打する。

「あいたっ！　いたい……うぅ、うわぁーん……」今度は泣き出した。忙いそがしい奴だな。

　僕は顔を拭ぬぐったハンカチを椅い子すにかけ、ベッドに腰掛かけた。

「しかし、昼休みのバリエは何だったんだろう」

「翔一くんの予想した通りだと思うよ。動画がきっかけで現れる奴」

「でも今は出てこなかったぞ」

「え？　やだ、気づいてないの？」

　小手毬は床ゆかに寝ねそべったまま、僕の方を指さした。

「さっきから、翔一くんの後ろにいるよ」

「──はっ？」

　振ふり向くと、すぐ目の前に仮面があった。さっきバルコニーで見たのと同じ仮面だ。

「うわっ、近い近い近い！」思わずのけぞって体勢を崩し「いてっ！」と滑すべってベッドから転げ落ちてしまった。同じく床に転がっている小手毬がニヤニヤと笑う。

「うわぁ、今すっごい面白い体勢で落っこちたよ。動画撮っておくんだったわ。不覚」

「笑ってる場合かよ！　目の前にバリエがいるんだぞ。こいつだ、さっき丸瀬先輩と一いつ緒しよにいたとき来た奴やつは！」

「もう帰ったよ。翔一くんをズッコケさせて満足したのかな」保健室のドアを指さす。起き上がって見やれば、半開きのドアから黒マントの裾すそが消えていくところだった。

　小手毬は堪こらえきれぬといった様子で口元を押さえ、更さらに声を漏もらして笑い出す。

「それにしても、あの動画……ふ、ふふっ……、何あの先輩。恥はずかしくないのかしら」

　やめてくれ。それは触れて欲ほしくない。丸瀬先輩は僕ぼくの中ではインテリでサブカルでスノッブなところが割と魅力な近所のお姉さんなんだ。あんな突き抜ぬけた趣しゆ味みを持っていたりしては困るのだ。小手毬は起き上がって制服をパンパンと払はらいながら言った。

「これ、翔一くんが見た奴と違ってるんでしょ？　なんで差さし替かえたのかな」

「何かの間違いだろう。再アップロードするときにファイルを間ま違ちがえたとか」

「この先輩、普ふ段だんからこんな人なの？」

「とんでもない。あの人が小二の頃ころから知っているけど、衝しよう撃げき的てきな事実を知って動どう揺ようしているよ。一いつ生しよう懸けん命めい見なかったことにしようとしているところだ」

「これ、誰かに悪戯いたずらで差し替えられたとか……ないよね」

　そんなわけない、と言いかけたところで僕は固まる。「今、なんて？」と問うと「だから、悪戯だったら……」と小手毬が繰くり返かえし、

「素す敵てきだなって」

　そうはにかんだ。

　その感想はどうかと思うが、推測の方はあながち間違っていない気がする。バリエは丸瀬先輩を貶おとしめたい誰かの思念の具象化とは考えられないだろうか。

「一応この魔法少女に聞いてみた方がいいんじゃない？」

　小手毬はスマホを差し戻もどした。たしかに悪戯でも間違いでも、先輩がこれを意図的にアップしたとは思えない。でも連れん絡らくってどうやって？　僕は電話を手に固まる。

「何してるの？　電話かメールで教えてあげなよ」

「連絡先知らないし」

「ビューティー丸瀬はスマホ持ってるんでしょ？　幼おさななじみでしょ？　何で知らないの？」

「電話しようと思ったこと無かったし……」

　僕の真顔に、小手毬は困こん惑わくの色を見せた。たぶん溜ため息いきをつきたかったのだろうと思う。けれどもそれを途と中ちゆうでやめて、彼女はささやかに笑えみを浮かべた。

「翔一くんって、心底他人に興味がないのね。サイコーだわ」

　少しだけ、いじめっ子の表情にも見えた。彼女は腕うでを組み、首を傾げて続ける。

「じゃあ、ひとまずは動画を管理している方を攻せめるべきかしらね。生徒会だっけ？」

　スマホに指を滑らせ、画面の一部を拡大する。

『動画の管理・削さく除じよは生徒会の判断で予告なく行う場合があります』

　こうして僕は、放課後の学校を生徒会室まで走ったのだった。どこにあるのか知らなくてひとしきり駆かけ巡めぐった後で辿たどり着ついた扉とびら。ノックすると女子の返事とともにドアが開いた。

「あれ？　笹子？」

　出で迎むかえたのは小手毬の友人・湯座加奈子だった。

「湯座？　なんでここに？」

「文化祭実行委員長だもん。いろいろ打ち合わせも多いんだって。文化祭、みんな楽しみにしてるよ？　笹子もたまには一緒にはしゃぎなよ」

　暗に根暗と言われた気もしたが、彼女は全く悪気なさそうに僕を室内に招く。中にはもう一人男子生徒がいた。彼のことは、話したことはないが知っている。サラサラヘアーで顔立ちの良い、新しい生徒会長の、確か……。

「本ほん堂どう、こいつ笹子。知ってる？」

　そう、本堂尚なお人とだ。去年一年生にして生徒会総務を務め上げ、今年生徒会長の座に納まった人物。肌はだつやがよく、聡そう明めいそうで人好きのする容姿をしている。彼は僕を見るなり「ああ、知ってる知ってる──」と言いかけて、それから頭を搔かいてみせた。

「ゴメン、やっぱ知らないわ」

　頭より口が先に動くタイプらしい。サワヤカでスポーツ系で、僕とは全てが無む縁えんだ。

「で、なにかな？　用件を聞きましょう、用件を」

　生徒会室は長テーブルが四つ、四角形を作るように教室中央に並べられていた。湯座と僕がその一辺に並んで座り、直角のところに本堂がいる。

「ええと学内サイトのことなんだけど……動画、削除とかお願いしたくて」

「あ、部活の動画か何か？」

　湯座が先の言葉を捉えて言った。彼女は会話慣れしていてこういうときに話が早い。

「笹子、何部だっけ？　ちょっと待って！　当ててみる。文化部なのは絶対だから……わかった！　紙かみ芝しば居い部だ」

　しかし喋りすぎが玉たまに瑕きずである。

「いや、演劇部──」

「うそっ、意外！」

　慌あわてて「僕が入っているんじゃなくて、知り合いが」と継つぐと「ああ、そらそうよねー。笹子って全身から大根役者オーラが漂ただよってるもん」となぜか安心したように微笑ほほえんだ。

「あ、だったら紙芝居部もダメか。全部棒読みになりそー。あそこ結構レベル高いからね。きっと笹子なんて門もん前ぜん払ばらいじゃない？」

　コイツは放っておくと永遠に喋り続けられるようだ。そのやりとりに本堂が言う。

「えーと、笹子……くんは演劇部じゃない？」

　取り調べを受けているみたいだ。何かの官かん吏りのように、本堂は顎あごを撫なでつつ続ける。

「一応規則上、当人ないしは部活の役付きじゃないと削除申しん請せいはできないんだよね」

「ていうか、なんで削除するの？　私も吹すい奏そう楽がく部で使ったことあるけど、動画アップするときそもそも生徒会の了りよう承しよういるじゃん。いっぺん許可の下りたものを何で削除？　あ、何か幽ゆう霊れいでも映り込こんでたとか？　やべっマジ怪かい談だんじゃん。小手毬さんに教えなくちゃ」

　湯座も割って入り埒らちがあかない。言うよりも易し、件くだんの動画をスマホで二人に見せた。

　一分後、生徒会室に苦笑いの生徒が三人。

「……これ何？　お芝居？」

「だとしても、丸瀬先せん輩ぱいのキャラと違いすぎるというか……」

　湯座と本堂が代わる代わる感想を絞しぼり出だした。二人とも丸瀬先輩のことは認にん知ちしていた。本堂は自分の前任者だから当然として、湯座も顔が広いからどこかで接点があるのだろう。

「と、とりあえず丸瀬先輩に確かく認にんしてみる……」

　なんとか我に返った本堂がスマホを取りだした。何度目かのコールで通話が繫がり、電話の向こうに丸瀬先輩の「はいなぁにー？」という暢のん気きな声がうっすら聞こえる。まだ校内に残っている様子。

「あ、本堂ですけど、あ、どうも、いえ、引ひき継つぎじゃなくてですね……」

　しばらく嚙かみ合わないやりとりの後「ああ、はいよろしくお願いしますー」と本堂が電話を切って僕らを見る。

「よく分からんから確認してから連絡するって」

　数分後。

「──っ消してええぇぇぇええぇえ──っ！」

　顔面蒼そう白はくの丸瀬先輩が転ころがり込む勢いで生徒会室のドアを開けた。

「みんな聞いてっ！　違ちがうのこれはお芝居なの仕方なくやらされて全然楽しくなくてむしろ拷ごう問もんみたいで辛つらくて辛くて悲しくて、私は夜な夜な枕まくらを濡ぬらして神経やられて食事も喉のどを通らなくって見ての通りやせ細って、だからそのとにかく違くてとにかく違うの！　だからそう迷わずそう、何も言わずにお願い信じて！」

　空むなしさを胸に茫ぼう洋ようとする僕らに、篠しの突つく雨のような勢いでそんな言い訳が降りかかった。




「そんな面白いことがあったんだ」

　保健室に戻った僕を、小手毬は平へい淡たんに迎むかえた。ベッドに俯うつぶせに寝ねっ転ころがって、先のゲームの一人プレイモードを延々と繰り返していたようだ。

「大変だったよ。先輩、棚たなのトロフィーを手に取って僕らを襲おそってきて。『見られたからには殺すしかねえ……』ってさ」

「それで擦すり傷きずできてんのか」

　既すでに戻っていた仲先生が、コーヒーをすすりながら言った。それで初めて自分の頰ほおのかすり傷に気く。「傷薬あるよ」と棚を探す先生を遮さえぎり、小手毬が言う。

「で、動画は結局間違いアップだったってこと？」

「たぶん。五限目の休み時間に画質を調整し直したものを再アップロードしたらしいんだけど、もしかしたらそのときに間違えたのかもしれないって」

「アップするのは生徒会よね？」

「それが、ややこしいんだけれど……。丸瀬先輩はもともと生徒会にいたから、アップロード用の認にん証しようパスワードを知っていたんだ。それで普段から自分で勝手にアップしていた」

「職権乱用ってこと？」まあ、そういうことになる。

「てことは丸瀬本人がミスったってこと？　あいつ魔ま女じよっ子の上にドジッ子なわけ？」

「今回は人にやってもらったんだって。先輩は時間がなくて、動画がこれこれだって指示しただけで、アップは同じ部活の浄じよう土ど松まつって人に頼んだらしい。たぶんその人が間違えたんだ。本堂がログを確認したら、アップ元は演劇部のＰＣだって言ってたし」

「じゃあそいつの悪戯だったりして」

「いや。浄土松って人は絶対にそんなことはしないってさ。撮さつ影えいしたのもその人らしいし」

　なんせ先輩の、僕ですら知らない一面を知っている人だ。よほど信しん頼らいがあるのだろう。

「ふうん」小手毬がごろりと寝ね返がえりを打って、仲先生に目を向ける。

「ねえアスミン、そのひと知ってる？」

　あだ名で呼ばれた先生は少し上目に記き憶おくを探さぐり、「ああ、知ってる」と頷いた。

「どんな人？　ダサイの？　イモイの？　シャバイの？」

　なんでマイナス方面だと決めつける。

「口数は少ないけど素す直なおでいい子だよ。確かに、陰湿な悪戯をするタイプではないかな」

「なんだー。つまんない」小手毬はふて腐くされながらベッドの上に猫ねこのように伸のびた。仲先生が「行ぎよう儀ぎ悪いぞ」とたしなめると無言でむくりと起き上がる。

「帰るの？　まだ湯座が来てないだろ」

　いつも帰りは彼かの女じよが迎えに来るのを待つのに。

「湯座さんは最近忙いそがしいから、暫しばらく来れないのよ」

　確かに忙しそうだった。小手毬はカバンを抱かかえてベッドを降りると、振ふり向いて言った。

「そうだ、翔一くん。あの動画、他にないの？　丸瀬に訊きいてみてよ。もっと笑いたいんですけどって」

「やだよ。この話を蒸むし返かえしたら今度こそ鈍どん器きで殴なぐられる」

「ならカメラ係の浄土松でもいいよ。そいつはファイルの在あり処か知ってるんでしょ？」

「浄土松先輩に聞き込みにいけって？　やだよ、面めん倒どうくさい」

　そう顔をしかめると、彼女は悪戯っぽく笑って僕に指さした。

「お黙り。明日、浄土松を調べなさい。拷問でも何でも手段は問わないから。下げ僕ぼくでしょ？」

「横暴だ！」反論するが、小手毬は一転真しん剣けんな顔で僕の目を見た。

「さっきまた動画見たんでしょ？　また後ろにあいつがいるよ」

　久しぶりだった。あの真っ黒な瞳ひとみ。その中に映る僕の姿。その背後には、西洋風の仮面を被かぶった、マント姿の人型の何かが僕に寄より添そうように立っていた。

　どうやら僕に憑ついているらしい。




　　　◇




　翌日の昼休み。僕は三年生の教室エリアへ足を伸ばした。気は進まなかったが、〈フラットウッズ〉〈オドラデク〉に続くバリエが僕の後ろに憑いている以上、理由を探さぐらなくてはいけない。朝も昼もずっといるし、そういやなんか昨夜の夢にも出てきたかも。果てしなく憂ゆう鬱うつである。それに、浄土松という人物が信頼に足るのかどうか確かめたい気持ちもあった。小手毬の命令で仕方なくでは断じてないのだ。

　仲先生によると三年二組だったはず。クラスの前まで行くと、気さくそうな女子の人が「何？　誰だれか呼ぶ？」と話しかけてくれた。どこの学年にも湯座みたいな女子はいる。

　浄土松先輩は教室におり、すぐに姿を現した。

　仲先生は昨日、その人物像を素直で陰いん湿しつなところはないと評した。それで僕ぼくは、浄土松なる人物が真面目で寡か黙もくな女子だと思った。

「何だてめえ？」

　だから目の前に立ったこの身長一九〇センチを超こえようという人物・浄土松嵐あら士しの登場に、ヘビに睨まれた如ごとく固まってしまった。

　話が違うぞ。

　中学生のくせに茶色く染めたパーマの短たん髪ぱつで、学ランの裏地が真紫なのが襟えり元もとから見えてしまっている。このどうしようもなく前時代的な不良を体現した人物が浄土松？

「ちょっとおはなしを聞きたいんですけど」

「誰？」

「あの、二年の笹子といいます」

「で？」

「ちょっとおはなしを……」

「何？」

　話が進行しない。目め眩まいを覚えながらも会話の糸口を探すが、沈ちん黙もくを勘かん違ちがいしたのか彼かれは「じゃ」と帰りそうになってしまい、慌てて呼び止める。

「す、すみませんっ！」

「何だてめえ？」

　会話がリセットされている。ダメだ。多少唐とう突とつでも用件を伝えねば。

「丸瀬先輩の映画で聞きたいことがあるんです！」

　すると、浄土松先輩の顔色が変わった。

「……こっち」彼は顎をしゃくり、歩き出す。

　どうやら、この人は日本語が不自由なのではなくて、会話に多くの言葉を必要としない人種なのだ。本堂とは真反対のタイプだ。有う無むを言わせぬ圧力に負けて彼に続く。周囲が、カツアゲに連れ出される生いけ贄にえの羊を見るように僕を見ている。たぶん全員の脳のう裏りに完全にドナドナが流れている。

　彼は片かた隅すみの小さな空き教室に引ひき込こんだ。ドアには「演劇部」と書かれている。

　部室は狭せまく、棚や組み立てクローゼットが大部分を侵しん食しよくしていた。ここは支し度たく部屋で、稽けい古こ場ばは他の場所にあるようだ。縫ぬいかけの布や様々な小道具が散らばっていた。

「座りな」席に着いた僕を浄土松先輩は値踏みするような、あるいはどう首をもいでやろうか、といった視線で見る。そして地じ響ひびきのような声で言った。

「で？」

「え？」

「話」

　口数が少ないのでそこに込められた感情が読めない。表情は怖こわいので怒おこっているようにしか見えない。僕は潰れそうになる気持ちを抑えながら、口にする。

「映画」いかん、僕まで片言になっている。

「あれ」浄土松先せん輩ぱいは部室の隅すみっこを指さして言った。

　振り返ると、そこには服に埋うもれてデスクトップパソコンが置かれていた。

「えーと……？」

「動画」変わらず抑よく揚ようない口調で言う。「あの中」

　演劇部のパソコンは箱形のオンボロで、顧こ問もんの先生が余っていた古い型のものを飾かざり程度に持って来たとか、そんな類に見える。バカでかいデスクトップ型のくせに本体から伸のびるコードは電源ケーブルの一本のみ。あのパソコンの中に、演劇部の撮り溜ためた動画があるようだ。

　浄土松先輩は無言で立ち上がり、ドアに鍵かぎをかけた。




　放課後、保健室に行くや否いなや小手毬が僕に吠ほえた。

「無視するな！」人差し指で僕をビシッと指して睨にらむ。

「何が？」

「メール送ったじゃん！」

　スマホを取り出すと、見知らぬ番号からメッセージが届いていた。その文章は。

『シメられた？』

「なんだこれ？」

「昼休みにいかつい人に連行されてたじゃん」小手毬は自じ慢まんげにそれをポケットから取り出してみせた。割と新しめな型のスマートフォンだ。

「買ってもらったの。いいでしょ」

　いや、同じの持ってるので別に。

「お昼休みにカツアゲにあってたみたいだけど、大だい丈じよう夫ぶだった？」ホットミルクをすすりながら、彼女は僕を覗き込む。「見たところ顔は腫はれてないみたいだけど……ボディ？」

「別に殴られてないから」

「ジャンプした？　小こ銭ぜにチャリンチャリン鳴らした？」

　無む駄だな興味を発揮する小手毬に、昼休みのあの人物こそが演劇部の浄土松先輩であることを告げる。すると表情に整理がつかないのか、彼女は口をぱくぱく動かした。

「なんであんなのが？」

　何に対するどういう意味だ。

「全然似合わない。丸瀬みたいなアングラメガネがなんであんな進しん撃げきの巨きよ人じんと部活やってるの？　それも、あまつさえ翔一くんを密室に連れ込んで……」そう言って身を捩よじる。

「意外といい人だったよ。話しているうちに誕生日が一いつ緒しよだってことが分かって、そしたら急に機嫌が良くなって」

　あのあと僕らは、急に和なごやかになって色々と話し込んだのだ。ドアに鍵をかけたのは、騒いでいると先生が注意しに来るからとか。浄土松先輩は中間試験でカンニングをしようと机に答えを書いていたが席順が変わって無意味だったとか、そんな話を面白おかしくしてくれた。しかしカンニングが見つかったら大問題だ。たぶん有無を言わさず全科目０点になるんじゃなかったか。それで内ない申しんに響ひびいたり補習を受けることになったらそっちの方が面倒だ。そう僕が言うと、浄土松先輩は「それはやばかった」と真顔で言った。まさか思い至らなかったのか。

　結局五限目ギリギリまで話しこんでしまい、教室へ戻るときは駆かけ足あしになっていた。小手毬からのメールに気づかなかったのもそのせいである。

「はっ、翔一くん全然私になびかないと思ったら、そっち方面の……割とアリかも」

　小手毬はそう言って更さらに身を捩る。何を言っているんだ。

　仲先生は、さっきからずっと席を外している。どこかの部活の顧問もやっているらしくて、文化祭の打ち合わせに呼び出されているのだとか。だから小手毬が暴走しても適当にあしらってくれる人がいない。そんな中、小手毬は自分の真新しいスマホに目を落とす。

「まあいいや。ところで昨日の動画をもっかい見ようと思ったんだけどさ」

「もうちゃんとした動画に戻されているはずだよ」

「うん。一応そっちも見てやろうと思って。翔一くんスマホ貸して」

「せっかく買ったんだから自分の使えばいいだろ」

「私のスマホで再生してバリエがこっちに移ったらやだし」

　小手毬は僕の背後へ目を向けた。相変わらずそいつはそこにいる。

「それに設定めんどい。学校サイトを見る前にＩＤとか設定しなくちゃならないじゃん」

　というわけで僕のスマホから演劇部のページにアクセスすることになった。ウェブサイトを開くと、ログイン用のパスワードを要求される。一度ログインしたらその状態が保持される記き憶おくがあるんだけど、まあいいか。パスワードを小さなスペースに入力する。たしかにめんどい。それから演劇部ページの『部活動紹しよう介かい動画』に触ふれると動画再生アプリケーションが起動し、ほどなく動画が始まった。

「さて、どんな大根芝しば居いなのか」小手毬がゲームのスライムのように僕に身を寄せてくっつき、スマホの画面に見入る。今度こそ、丸まる瀬せ先輩の演技にみとれるがいい。

　しかし二十秒後、僕と小手毬は沈黙し、どちらからともなく顔を見合わせていた。

「……何これ？」

　僕は答えられない。

「……これで賞を取ったの？」

　答えられない。

　小手毬の疑問はもっともだった。その動画はあの映画ではなかったし、更にいうと魔ま法ほう少女動画でもなかった。同じだったのはただ一つ。その映像には丸瀬先輩が映っていたこと。

　それはどこかの建物の中だった。

「今のって、向かいのスーパー？　ねえ。もう一回みたい」

　言われるままにリプレイのアイコンを押おす。もう一度、沈黙して凝ぎよう視しする。けれども何も変わらなかった。さっきと同じ映像。スーパーの書しよ籍せきコーナーの薄うす暗ぐらい片かた隅すみで、丸瀬先輩が周囲をキョロキョロした後、鞄かばんの中に一冊の漫まん画がをすっとしまった。それだけの映像。

「これ、万引きの瞬しゆん間かんだよね」

「……そう見える」

「なんでこんなものがアップロードされてるの？」

「知らない」

「昨日に引き続き、間違いアップ？」

「知らないって！」

　思わず声を荒あららげてしまう。こうして僕は、二日連続で生徒会室へ走ることとなった。

　中にいたのは昨日と同じく、湯座と本堂だった。早さつ速そく動画を二人に見せる。結果、すぐに場は沈黙。それは昨日と違って、少しも弛ゆるみのない沈黙。

「と、とりあえず削さく除じよしないと」

　湯座が思いついたように立ち上がる。「え？　あれ？　先生に報告するのが先？　いや、まずは事実確かく認にん？」と慌あわてふためいている。本堂は窓まど際ぎわの机に置かれていたノートパソコンに駆け寄り、マウスを使って何か操作し始める。

「フォルダどれだ……えーと、部活……演劇……」

　ブツブツ呟つぶやいた後、カタカタとキーボードを鳴らした。

「今、動画を非公開設定にした。これでサイトから見ることは出来なくなったはず」

　僕は自分のスマホの『リプレイ』のアイコンに触ふれる。たしかに動画は再生されず、代わりにこんな一文が表示された。

『この動画は、既すでに削除されているか非公開になっています』

「とりあえず、これでよし、か」

　本堂が溜ため息いき。しかし即そく座ざに湯座が問う。

「これでよし、っていうか……これ、どうするの？」




「で、どうなったの？」

　戻ってきた保健室。小手毬と並んで座る僕ぼくは、彼かの女じよにことの顚てん末まつを説明する。

「ひとまずは、どうもしない」

「なんで？　万引きでしょ？　バッチリ証しよう拠こもあって。見み逃のがすの？」

「僕が見逃すわけじゃない」

「そういうのはいいから」

「……あの人は推すい薦せんで女子高狙える人だから、学校的にも問題が起きたら大問題だと」

「推薦って、受験の話？」

　そう。中学三年生の秋ともなれば、高校受験も本格化してくる。県内のいわゆる進学校は、この学校の高等部、それから公立の共学高校、さらに私立の超ちよう名めい門もんと言われる光明女子学園。概おおむねその三つだ。うちの中学からは毎年何人か、各高校への推すい薦せん枠わくが設けられている。中でも光明女子は難関で、推薦される側は当然優ゆう秀しゆうな生徒ばかりだ。今年もその枠わくを狙ねらって丸瀬先輩をはじめ数人がしのぎを削けずり、研けん鑽さんを続けている。

　小手毬は吐はき捨すてるように言った。

「問題にしたら丸瀬の推薦がチャラになると。でも、動画を見た人は他にもいるでしょ？」

「それが、今日の昼休みまでメンテナンスしてたからアクセスは殆ほとんどなかったらしい。昼休み以降のものについて本堂が確認したら、あの動画の視し聴ちよう履り歴れきは会議室で見た以外は一件のみだった。それは、さっきここで僕のスマホで見た一回だ」

「ふうん。ところで、メンテナンスって何の？」

「パスワードやセキュリティ絡がらみを一新したとか」

　それで設定がリセットされたから、僕がさっきログインしようとしたときもう一度認にん証しようを要求されたのだ。小手毬はゲーム機のスイッチに手を伸ばしかけてやめた。

「丸瀬は？」

「連れん絡らくが取れない。浄土松先輩も。たぶん演劇部の活動だろう。次の文化祭が最後の活動だからきっと忙いそがしいんだ。ともかく、本堂が動画アップロード機能を一時的にオフにしたから、とりあえずもう間違いは起こらないはず」

「今日も間違いアップだったわけ？」

「分からない。丸瀬先輩と話せてないし」

「ログは？　昨日は演劇部のＰＣからだって言っていたよね。今日は？」

「今回のメンテでセキュリティが厳しくなって、生徒は動画のアップロード元がどこなのか見られなくなったんだって。個人情報規定が変わって強化する必要があるんだとか。だから、アップ元については先生に聞かないと分からない」

「で、先生には聞いてないのね？」

「ログを調べさせろと先生に言ったら、理由を言わなくちゃならないからね」

「それも本堂が言ったのね？　あくまでも生徒会だけで片付けると」小手毬は溜め息。

「全く。学校が学校なら生徒も生徒だわ。隠いん匿とくなんて知的生命体として恥はじよ」

「本堂はいい奴やつだぞ？　すぐに色々手配してくれるし、嫌な顔一つしないで相談に乗ってくれる。あれなら生徒会長になるのももっともだ」

「湯座さんも最近その話ばっか。声が爽さわやかだの実は丸瀬先輩が好きっぽくて一緒の高校行きたいと思ってるっぽいだの、ちょっと顔がいいからってみんな思おもい込こみ激しすぎ。ウチの翔一くんだってよく見りゃそこそこかわいいのに。そこそこだけど」

　お前のトコの僕じゃねーし。小手毬はふて腐くされながら立ち上がり「帰る」と残して振ふり向きもせず出て行った。僕は僕の隣となりに突つっ立たつ仮面の男を眺ながめる。

「……お前に聞ければ話が早いのにな」

　そいつは何の反応も見せず、ぼーっとどこかを眺めていた。




　　　◇




　更に翌日の昼休み。人間なんにでも慣れるもので、僕は仮面のあいつを横に伴ともなったまま保健室で例の対戦パズルゲームをしていた。小手毬が「そいつ視界をちらちらして鬱うつ陶とうしい。まさか翔一くん、それも作戦なわけ？」などブツブツ言うのでそういうことにしておく──よし、また勝った。小手毬は悔くやしそうに言う。

「もう！　今は給食食べたばっかりでお腹なかいっぱいだから、調子が出ないの。放課後リベンジよ！　そこで決着つけるから」

「望むところだ」と目を向けると、小手毬はふいにコントローラーをベッドの上に放り投げた。それから突とつ然ぜん無言で立ち上がり、ベッドを降りて窓際のカーテンにくるまり始めた。

　するとコンコンとドアがノックされた。

「お話し中でした？」

　入ってきたのは丸瀬先せん輩ぱいだった。視界の隅すみで、小手毬がカーテンにぐるぐるくるまるのが見える。なんて人の視線に敏びん感かんな奴だ。先輩は簀す巻まきの小手毬を横目に見つつ僕に向かって言う。

「クラスの人に訊きいたら、ここじゃないかって」それから小手毬へと視線を移した。

「外して貰もらえませんか？」

「ははははい、私のような卑いやしい者はすぐに退散いたします」

　小手毬は怯おびえるように頷うなずくと、屈かがんでカーテンから抜ぬけ出だし、追われるネズミのように出て行った。相変わらず人の視線に晒さらされた瞬間に別人になる。なんだかんだでアイツは潑はつ剌らつとしている方が、こちらとしても気分がいいのだが。

　直後、ポケットの中でスマホが振しん動どうした。見ると、今しがた出て行った小手毬からのメッセージだ。

『三十秒後にかけるから、ハンズフリーにして』

　ハンズフリーというのは携帯電話の機能の一つで、音声を受話口ではなく集音マイクで受信するものだ。広こう範はん囲いの音が拾えるので、何かをしながらとか、多人数で通話するときなどに用いられる。なるほど。その状態にすれば、こちらの話は小手毬にも聞こえる。

「メール？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　丸瀬先輩が問う。僕は三十秒も待たずにかかってきた小手毬の着信をハンズフリーで受け、スマホを机に伏ふせて置いた。

「いえ、大丈夫です」

　完全に盗とう聴ちようである。前言撤てつ回かい、小手毬はもう少し大人しい方がいい。

　昼休みは放課後と違い、廊ろう下かが学生で賑にぎわっている。そんな中、主あるじのいない保健室では静せい謐ひつに見えて淀よどんだ沈ちん黙もく。それを破るように、丸瀬先輩が口を開いた。

「何から話したらいいんだろう」

　雑談をしに来たのではないことは明白だった。万引き動画は非公開になっているけれど、どうしてそんなものがあるのか、どうするのか、まだ何も訊いていない。

「とりあえず、順番に行くね。前にスマホなくしたことは言ったよね？」

　先輩が髪かみをかき上げた。ライム系の香かおりがほのかに漂ただよう。

「はい。あと浄土松先輩に、そのスマホの中には今回アップされた動画と同じものが入っていたって訊きました」

　つまり、動画はすべて──あの万引き動画も実はお芝居で、浄土松先輩により撮さつ影えいされた映画のワンシーンということだ。

「そう。その中に、今回アップされた二つ……コスプレ動画と万引き動画、それから他にもいくつか入っているの。でね、私それを使って脅きよう迫はくされてさ」

　さらりと言った中に、日常的ではない言葉があった。脅迫？　丸瀬先輩は万引き動画をネタに脅されている？

「そもそもの始まりは、私の学校アドレスの受信メールボックスに来た一通のメール。一週間前かな。わけの分からないフリーメールのアドレスからだった」

　生徒全員に学校のドメインのメールアドレスは与えられている。僕は全く使っていないが、先輩はそうではないらしい。

「差出人の名前はアラン・スミシー」

「……何ですか？　それは」聞き覚えのない語感だ。

「アメリカの映画監かん督とくよ」

　映画のことは詳しくない。これまで見た中でのマイベストは『ロストボーイ』だけど、少なくともその映画の監督ではない。先輩は「ギメイ」と一言答えた。知らない名前……違ちがう。

「偽ぎ名めい？」

「本当の名前をクレジットするのに不都合がある場合……たとえば配給会社と揉もめたとか、映画の出来があんまりなときに使われる、いろんな監督が使える共通の偽名のことよ。今はもう使われてないけど。この犯人は、私の動画を監督気分で再編集しているのかもね」

　先輩は僕にスマホを差し出した。唾つばを飲み、文面を読み上げる。

『お前の犯罪を見た。証拠はある。学校サイトにアップされたくなければ、進路について考え直せ。さもなくば、お前を狙って悪意が爆ばく発はつするだろう。それも一発や二発じゃない。まずは五日後に一発目を打ち上げる』

「爆発？」目にした言葉に思わず反応する。今回はインターネットの話で、爆ばく弾だんなんて関係しそうにない。それとも、動画をキーにして爆弾する仕し掛かけでもあるというのか？

「これは私の推測だけど、特定の条件で発動するコンピュータ・ウイルスは、『ロジック・ボム』と呼ばれたりするわ。きっとそういう事を指しているのかもね」

　論理上の爆弾。犯人は起動スイッチをいつでも押せる状態にある……と、いうことか。

「この人は、私が光明女子の推薦を受けるのを降りることを要求している」

「ってことは、犯人は他の推薦枠候補の人？」

「というのも考えたけど、それを確かめる方法はないのよね」

　その通りだ。成績優秀な生徒を片かたっ端ぱしから捕まえて「アンタ、私を脅迫した？」と訊たずねるわけにもいかないだろう。本人以外の協力者が勝手にやった可能性もある。その場合、推薦候補本人を問とい詰つめてもどうしようもない。

「返事は？」

「してない。冗じよう談だんだと思っててさ。でも本当に五日後に変な動画を上げられた」

　それがコスプレや万引きの動画か。このまま放置していたら、きっと今以上にアップが続くのだろう。コスプレは問題にならないとしても、万引き動画のような奴が今後もアップされたら、本当の犯罪の瞬間と勘違いする人が出るかもしれない。

「じゃあ、どうするんですか？」

　僕ぼくの漠ばく然ぜんとした問いに、先輩は困ったように笑った。

「どうしよう」

「先生に言ったら？　万引き動画は映画の素材として撮影した一部だから、単なるお芝しば居いなんですよね。それを言えば大丈夫じゃないですか？」

「それ、ちー君は信じたの？」

　答えに窮きゆうする。それは……浄土松先輩に言われたから。でも、確かに隠かくし撮どりにも見えるし、正直実際はどう思うのかと問われれば困こん惑わくする。

「答えなくてもいいよ。つまり、そういうこと。あの動画が本物でも偽にせ物ものでも関係ないのよ。あれを見て、お芝居だと思う人。本物だと思う人。どっちが多いかってこと」

　お芝居と思う人は多くあるまい。ほぼ一〇〇パーセントの人が「丸瀬先輩の万引きの瞬しゆん間かんを捉とらえた隠し撮り」と思うだろう。僕や小手毬がそうであったように。

「でも、動画アップ機能は今オフになってます」

「今はね。でも明後日には文化祭が始まるんだからずっとは無理でしょ。みんな宣伝に使うから、遅おそくとも明日には解除されるわ。そしたらまたアップされて、今度はきっと先生の目にも留とまって、そうなったらおしまい。いくらお芝居と言い張っても不ふ審しんは拭ぬぐえない」

「ていうか、何で脅迫されるような動画を撮ったんですか……」

　丸瀬先輩はメガネをあげて肩かたをすくめた。

「いや、その、色々小さな悪いコトする女子が主人公だったからさ。とりあえずいろんな悪事のシーンを撮ろうと思ってたらギャーンってテンション上がって来ちゃって。もちろん万引きの動画は店主さんに話をつけたし、他にもガラスを割ったり民家に侵しん入にゆうしたりとかもしたけど、ちゃんと許可の上で撮ったものばかりよ？　でも、今にして思うと確かにリアルにやりすぎたかも。もっとこう、そこらの葉っぱみたいに気楽にフワーッて感じで撮れば良かった」

　真しん剣けんに取り組む姿勢が行きすぎてしまった結果ということらしい。完かん璧ぺき主義の彼かの女じよらしくはある。あと、彼女なりに疲ひ弊へいしているのか比ひ喩ゆが雑になっている。

「だからちー君、お願い」先輩が僕を見た。

「なんとかして。昔みたいに」そう言って、手を合わせる。

「ちょっと待ってよキノちゃん」

　思わず後ずさる。けれども先輩はずいっとにじり寄ってきた。

「頼めるのはちー君しかいないのよ。お願い、一生のお願いの一個目をここで使わせて。あれ、二個目だっけ？」

　七個目だ。と言う間もなく、彼女は続ける。

「あの万引き動画。いいえ、盗ぬすまれた動画たちを、この世から抹まつ消しようして欲ほしいの」

　いやいやいやいや。

　僕だって力になりたいとは思うけど、無理なものは無理だ。だって先輩はこう言っているのだ。文化祭が始まる前に、各部が宣伝で学内サイトを利用する前に、動画のアップロード停止が解除される前に、サイトの閲えつ覧らん数の上がる前に、また万引き動画かそれ以上のものが公開されるその前に……つまり今日か明日中に、脅きよう迫はく犯はんを見つけてぶっつぶせ。

「そんなの無理だよ。ったく、だから前から思ってたんだ。いつか痛い目に遭あうって」

「そんなこと言わないで……」断る僕の手を取って、先輩は引き寄せる。上うわ目め遣づかいに、僕の目をじいっと見つめる。そして。

「じゃないとさっきの子にちー君が小五までおねしょしていたこと暴ばく露ろするよ」

　脅迫に及およんだ。

「他にも、いじめっ子に殴なぐられそうになったときに五〇円出して私に仲ちゆう裁さいを頼んできたことも、ボランティア清せい掃そうさぼって先生に怒おこられそうなときに一人だけ走って逃げて林で迷子になったことも」

　やめてくれ、この会話は小手毬が聞いている。先輩が暴露すると言ったときにはもう暴露は終わっているんだ。そういうわけで、これ以上傷口を広げる前に首しゆ肯こうするしかなかった。先せん輩ぱいは途と端たんにはなやかな笑え顔がおを作って笑った。

「よろしくね。作戦思いついたら、放課後に生徒会室に来て。一応連れん絡らく先も教えておくね」

　くるりと背を向け、最後に「あの動画の内容はとっとと忘れてね。忘れないとぶっころす」と脅すことも忘れずに、彼女は保健室を去って行った。

　この人、まさか、やれというのか？　僕に。

　犯人当てを。

　無理だ。動画の出所は丸瀬先輩の落としたスマートフォンだ。容疑者は学校中にいる。

　余りのことに立ち尽つくしていると、小手毬が戻ってきた。ズケズケとした歩き方で、姿勢だけでムカついているのが分かる。

「やっと帰った、あの香こう害がいメガネ。翔一くん窓開けて。換かん気きよ換気。人の保健室にマーキングしていくんじゃないわよ」

　お前の保健室では断じてないが。

「生で見たら何あの人、顔小さいわ肌はだは白いわ髪かみきれいだわムチャクチャ性格悪そうだわ」

　褒ほめているのか違うのか。

「そのうえ私の翔一くんにさりげなく連絡先とか教えやがってあの色メガネ」

　それは悪口じゃなくて違う意味の言葉だぞ。呆あきれる僕に目をあげ、小手毬は言った。

「で、どうするの？　ちー君」




　　　◇




　僕の隣となりに見えるバリエは、晴れて小手毬により〈アラン・スミシー〉の名を与えられた。

「ねえアラン。あなた中身オッサンでしょ？　なんかそんな気がするのよね」

　小手毬が仮面を覗のぞき込こむと、アランはふいっとそっぽを向く。僕が過去に見たバリエの中ではいちばん人間くさい。

「アラン、一いつ緒しよにゲームする？　翔一くんが幼おさななじみの年上メガネにほだされて、あれやこれやと悩なやんでいるから」

〈アラン・スミシー〉は肩をすくめて両手のひらを開いて見せた。

　五限、六限と考えても何も思おもい浮うかばないまま放課後に突とつ入にゆうし、僕はまだ頭を悩ませていた。キノちゃん……丸瀬先輩を助ける術は一向に閃ひらめかない。小手毬はアランを構うのにも飽あきて、ゲームの一人プレイを黙もく々もくと続けている。やがて「よっし！　新記録！」とガッツポーズを作った。

　そこに僕は無表情で言った。

「お前、ずいぶん暢のん気きだな」

「頼たのまれたのはキミでしょ。キミが解決するのなら、私には出る幕ないわ」

「小手毬も一緒に考えてくれよ。バリエ退治をしたいんだろ」

「気分じゃない。私、いやいややるのはいやなの。いらないいらいらさせられるから」

　早口言葉みたいに言う。

「そう言わずに頼むよ。先輩のために〈アラン・スミシー〉が……ここにいるオッサンじゃなくて、脅迫犯が誰だれなのか見つけるのを手伝ってくれ」

　すると小手毬はむくれたような顔で言った。

「犯人が誰かなんてくだらない。解決だけを目指すなら、そんなことしなくたっていいじゃん。偽物か本物かなんて誰が決めるの」

「そりゃ、見た人だろ」

「なら、見た人が作り物だって分かればいいだけでしょ。簡単な話だわ」

　…………。

　優やさしさも気き遣づかいも感じられないぶっきらぼうな物言いだったけど、その言葉を聞いた瞬間、僕の中で何かが弾はじけた。自分の脳みそを上から眺めているような感覚。急に視界が晴れたよう……いけない、口調に丸瀬先輩の影響を受けている。それはともかく。

　小手毬の言うことは正しくて、犯人を当てる必要は無いじゃないか。

　僕はスマホを取り出してコールする。幸いにして、相手はすぐに出た。

「浄土松先輩、まだ学校います？」

　電話を切って小手毬を見る。彼女は退たい屈くつそうな無表情で、僕を見ずに答えた。

「はいはい、いってらっしゃい。ちー君」

　保健室を飛び出し、演劇部室にいた浄土松先輩と合流して生徒会室へ。それからすぐに、場は会議室に移った。中には本堂と湯座、そして丸瀬先輩も既すでにいた。この教室は、今日は生徒会室に他にも人がいたため本堂が急きゆう遽きよ借りたそうだ。これが生徒会の力というものだろう。この中学校の生徒会は絶大な権力なんかはないけれど、学校のサイトを管理したりとか私用で教室を借りたりとかは出来るのだ。

「で、どしたの笹子？」

　息を切らす僕を見て湯座が言った。僕はどちらかと言えば丸瀬先輩に向かって答える。

「犯人を探す必要はないです」僕の言葉で、会議室にいる全員の視線がこちらに向く。

「万引き動画が完全に偽物だっていう流れを作ればいい。今日から日ひ替がわりで、バンバンおかしな動画を上げるんです。『演劇部の活動のサンプル』として。万引き動画もそういうシリーズの一いつ環かんと思ってもらう。そうすれば見た人は最初からアレを『偽物』と考える。あの動画が偽物か本物か、どっちに説得力を持たせられるかって話です」

「その動画は？」

「演劇部のパソコンにたくさんあります。あ、こちら演劇部の浄土松先輩」

　浄土松先輩はキョトンとして突つっ立たっている。自分が何で連れてこられたか分かっていないのかもしれない。そんな先輩と僕を交こう互ごに見て、湯座が感かん嘆たんした。

「やるじゃん、笹子」

　他の全員も頷うなずく。良かった。これで全て丸く収まる。早さつ速そく会議を始めよう。席に着くと、丸瀬先輩が「ありがとね」と微笑ほほえんでくれた。それは僕の正義の証明ともいえる物で、その顔を見られただけで良かったと思うべきだ。

　そのとき。

　またポケットでスマホが振しん動どうした。見ると小手毬だ。ああ、またか。「メール？」と問う湯座に適当に相づちを返し、ハンズフリーにして机き上じように伏ふせる。好きなだけ聞けばいい。もう策は決まって、あとは実行に移すだけだが。

　でも、その判断が誤りだった。

『翔一くん、聞いてる？』

　スマホから小手毬の声がしたのだ。

　しまった。さっきの昼休みの流れで、てっきり話の内容を聞かせろと言っているのかと思ってしまった。が、そうではない。これは普ふ通つうに、通話のためのコールだったのだ。場は静まり、一点に視線が注がれる。その一点、僕のスマホからは『なんかイライラするから言うけどさ』と小手毬の声が続く。湯座が隣で「誰？」と口だけ動かしたけれど、僕は答える余よ裕ゆうがない。いずれにせよ、この通話を放っておくことがいい状じよう況きように結びつくとは思えない。とりあえず切ろうとする。が、浄土松先輩が僕に向けて手を伸ばし、押さえつけるような仕草をした。

「待て」の形に口が動いた。

　この人に凄まれたら従うしかない。だからそのまま、会議室に彼女の声は続く。

『さっきは翔一くんの顔を立ててやろうと思ったけど気が変わった。やっぱ犯人教える』

　全員が息を吞のんだ。なんでだ。お前は肝かん心じんなところに少しも関わっていないだろう。なのに、何でそんなことが言えるのだ。

『この学校に、悪意の存在は許さない』

「言いたいだけだろそれ。でまかせならやめておけ」

『でまかせじゃないよ。脅きよう迫はく犯の正体は生徒会長でしょ』

「は？」急に突きつけられた名前に思考がストップした。こいつ、突とつ然ぜん何を言い出すんだ？

『一いつ瞬しゆんで分かることよ。そいつしかいないでしょ』

　何をどうしてそう思ったんだ。小手毬はしかし、そんな疑問をばっさり切り捨てる。

『丸瀬への脅迫は「学内サイトにアップする」なんでしょ？　普通の生徒ならそんな発想は出ないよ。事前に生徒会に検けん閲えつされるって分かってんのに』

　……言われてみれば。

『だから私、メールの内容聞いたときバカすぎて呆あきれたよ。自白してるのと一緒じゃん』

「でも待った。そんなことして何が得だ？　本堂には動機がない」

　そのとき、ずっと僕ぼくの隣にいた〈アラン・スミシー〉が慌あわてて立ち上がった。顔をぐいっと寄せてくる。聞かれたくない質問らしい。しかし当然、小手毬の声は止まらない。

『丸瀬は高校入試について脅されていたわけでしょ。つまり本堂が丸瀬の進路をコントロールしようとした。彼かれはどういう経けい緯いかは知らないけれど丸瀬のスマホを入手して、動画を見つけて、弱点を見つけた。それを使って丸瀬を脅おどした』

「なんでそんなことを？」

『想像でしかないけど』小手毬はそう前置いて、わざとらしく声を作った。

『センパイは推すい薦せんで女子高を狙ねらっているらしいぞ。けど、それをやめて自分が進むのと同じ高校に入ってくれたらこの中学を卒業した後も一年後に再会出来るぞ』

　咳せき払ばらいして、『ってな感じ？』

「……そんなことで？」

『私に聞かないでよ。本人に聞いてみたら？　ただ本当に「大好きな先輩と一緒の高校に行きたい」なんておぞましい理由だったら私キモくて正気を保っていられる自信がないから、聞くなら私の知らないところでやってね』

「でも、それこそ推測の域を出ないだろ。確固とした証しよう拠こがなけりゃ信じられない」

『本堂は最初のコスプレ動画のとき、ログを確かく認にんしたら演劇部のパソコンから動画がアップされたって言ったのよね』

「そうだ。何がおかしい」

『そりゃ演劇部のパソコンには動画もあるでしょうよ。でも翔一くん、見たんでしょ？　演劇部のパソコン、オンボロだって』

「ああ。古すぎて……」

『で、何だっけ、電源以外に』

「そう。電源以外にケーブルが一本もない」

『オンボロなのよね。てことは、無線ＬＡＮとかＷｉ－Ｆｉとかの機能はないよね』

「そうだな……あっ──」僕は突然、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを感じた。その通りだ。

『ＬＡＮケーブルもないなら、ネットワークに繫つながってない。演劇部のパソコンはスタンドアロンってことよね。なら、そこから動画をアップロードは出来ない。それって本堂が噓うそついてるってこと。その人あんまり賢かしこくないよね。人を欺あざむこうとしてボロを出し過ぎ』

　いや待て。じゃあ浄土松先輩はどうやって動画をアップしたんだ？　目を向けると、彼は自分のスマホを掲かかげて見せた。あっ……。そうか、元の動画は浄土松先輩のスマホで撮さつ影えいしたモノだ。当然、そこに動画がないわけがない。

『物証は、本堂のメモリーカードでも見せてもらえば確認できるでしょ。もしシロだって言い張るなら、中身を見せて証明してみせろよって話。アップ元について噓をついた理由を説明出来るなら別だけど』

　本堂は何か言いたげに口を動かしたが、浄土松先輩に睨まれて力なく席に沈しずんだ。どうやら質問に答える術を持ち合わせてはいないようだ。小手毬の言うとおり、アラン・スミシーを名乗って丸瀬先輩に脅迫メールを送りつけたのは本堂で間ま違ちがいない。こいつが動画を次々にアップロードして、丸瀬先輩の尊厳を傷つけようとしたのだ。それが白日の下に晒さらされ、これでバリエも消えるだろう。横目に見ると、〈アラン・スミシー〉は意い気き消しよう沈ちんの様子で部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえていた。

　……ん？　何か変だな。

　これまでは、僕のときも出水のときも、目的を失うことでバリエは消えた。小手毬もそういうものだと言っていた。なのにこの黒マント、何で消えていないんだ？

　悩んでいると、小手毬の声が響ひびいた。

『さて。これで翔一くんのお願いは聞いたよ。頼まれたとおり、脅きよう迫はく犯はんは突つき止とめた。で、ここからが本題。この学校に潜ひそむ悪意を、私が私のためにやっつける』

　無意識に、僕は声の続きを待っていた。他の面々もそうだったに違いない。全員黙だまって僕のスマホを注視している。

『丸瀬は脅迫メールを見た段階で犯人が本堂だと気づいた。けれど真相を暴ばく露ろしたくなかった。理由の一つは、バラしたら本堂の立場が危あやうくなるから。後こう輩はい想おもいの先輩ね』

「……一つってことは、他にも理由があるのか？」

『さすが翔一くん、話が早いわ。そう。理由はもう一つある。誰にも気づかれずに、自分が罪人であることを隠そうとした』

　教室内の全員が息を吞んだ。皆みなの視線が僕に集まる。黒マントの〈アラン・スミシー〉がゆっくりと立ち上がり、再び僕の傍そばまで寄ってきた。笑え顔がおの仮面のままで僕の顔を覗のぞき込こみ、両手を合わせて懇こん願がんのポーズを見せた。それを無視して、僕は問う。

「脅迫犯が本堂だってのは、根こん拠きよがあるから分かる。でも、罪人って何の話だ？　適当なことを言って丸瀬先輩を貶おとしめるなよ」

　すると電話からむっとした口調が返ってきた。

『そんなことない。丸瀬は焦あせっていたのよ。私、どうして丸瀬があのタイミングで脅迫メールの存在を翔一くんに打ち明けたのか不思議だったのよね。もらってすぐでも良かったはずなのに。私の推論はこう。丸瀬は様子を見たのよ。メールの予告通り、最初の一発が来るのか。そして本当に来たから急遽対策を考えることにした』

　メールの指定した『五日後』は、実際にコスプレ動画がアップされた日だ。ということは、コスプレ動画は本堂がアップしたものだろう。横目で本堂を見ると、認めるように俯いた。

「でも、それが何だ？」

『だから、本堂が本気で動画を流出させようとしていることに気づいて、丸瀬は焦った。どうにかやめさせなくちゃいけない。だから自分で万引き動画をアップした』

「待て。万引き動画は丸瀬先輩が自分でアップしたって言うのか？」

『そうよ。翔一くん。今、生徒会とかと動画アップの相談していたんでしょ？』

「ああ。流出した動画を、見た人が明らかな作り物だと思うように誘ゆう導どうすればいい。たくさんの作り物を用意して、その中に紛まぎれ込ませれば万引き動画の万引き的価値はなくなる」

　そうやって先手を打てば、あとからどんな動画がアップされても意味はない。みんな「またか」って思うから。

『でも残念。丸瀬はハナから、翔一くんを使って生徒会に動画作成の手伝いをさせるつもりだったのよ。今のそこまでが丸瀬の目もく論ろ見み通りなの。翔一くん、踊おどらされすぎ』

　小手毬の言っているのはこういうことか？　丸瀬先輩が万引き動画を自分でアップしたのは、次に僕たちがサンプル動画を作る案を出すよう誘導するためだった。全く意味が分からない。

「百歩譲ゆずって、先輩が本堂からの攻こう撃げきを無効化するために自分で動画をアップしたとして、でもそれが万引き動画である理由が分からない。一つアップしてから僕らにやらせることも意味不明だ。万引き動画が丸瀬先輩の仕し業わざなら、他の動画も先輩は自分で編集して自分でアップロードすればいいじゃないか」

『それが出来るならしてたでしょうね』小手毬は呆あきれ口調で一いつ蹴しゆうした。

『アップロードには生徒会の了りよう承しようがいるのよね。では質問。丸瀬はその前に部活で勝手に映画をアップロードしている。最初の動画ね。でもそれって変じゃない？』

「教えたはずだ。丸瀬先輩はこの間まで生徒会だったからパスワードを知ってる」

『でもその後、メンテナンス中になったよね？　あのタイミングで、セキュリティ絡がらみが一新されたって言ったよね』

「それがなんだ？」

『丸瀬はもう生徒会ではない。新しいパスワードを教えて貰もらってない。だから、今は自分だけじゃ動画をアップロードできないのよ。生徒会を介かいさないと計画を実行できない』

　言われてはっとした。だから先輩は、生徒会を巻まき込こむように仕向けた。でも、それは質問の答えの一部でしかない。

「だったらもっとマシな動画を選ぶはずだ。いくらでも他にあるだろう。コスプレ動画みたいな、もっとくだらない奴やつが」

『本堂がコスプレ動画をアップしたのは、たしかにそれが手持ちの中でいちばんくだらなかったからだと思うよ。ま、あのビューティフルみかこは丸瀬にとって一生モノの黒歴史になればいい』

　それはあのコスプレの元キャラの名前だったか。

『でも、黒歴史じゃ済まない奴がアップされたらヤバいよね？』

　彷徨さまよっているアランが視界に入り、くそ、気が散る。所在なく、何かに焦っているようにも見える。「……何が言いたい？」

『聞くなら言うけど』そして一呼吸入れて、宣言通り小手毬は言った。

『丸瀬が公開を恐れたのは、コスプレみたいなお笑いじゃ済まなくて、万引きなんかよりもっと際きわどい動画の方なんじゃないかってこと』

　コスプレより、万引きより？　沈ちん黙もくの僕に小手毬は言葉の連鎖。

『丸瀬のなくしたスマホにはもっとスゴい、シャレにならない「本当に本物」の犯罪的動画が入っていて、それを偽にせ物ものってことにするために「本当は偽物」の動画の中で際どいモノ──万引き動画をアップした。そうすることで、脅迫犯に「ああ、これ以上動画をアップしても無意味だな」と思わせたかった。敵の行動を止めたかった。まあ、脅迫犯がそれに気づいているかどうかは別だけど』

「そんなの憶おく測そくじゃないか。だいたいそんな犯罪的動画なんて……」

『知らないよ？　ただ、リアルを追求していろいろ悪いことしてる動画撮とったんでしょ？　万引き？　泥どろ棒ぼう？　援えん助じよ交際？　殺人や放火はさすがにないと思うけれど』

「だとしても協力者の許可を取っている。その協力者に確認すれば疑いは晴らせるはずだ」

『そうかな』小手毬は挑ちよう戦せん的てきな声こわ音ねで言う。

『割とすぐ思いつく類で、絶対に第三者の協力を見み込こめないモノがあると思うんだけど』

　絶対に第三者の協力を見込めないもの。見せかけだけの犯罪ごっこではない、本当の悪事を映した動画。そんなものがあるのか？　本当に？

〈アラン・スミシー〉が困ったように頭を抱かかえるのを横目に、僕は訊たずねる。

「……なんだよ、それは？」

　小手毬は平たい発音で即そく答とうした。

『カンニング』

　それは、中間試験とか期末試験の話か？　それがなぜ急に出てくる。

『テスト中にカンニングしているシーンを撮ろうと思ったらどうする？　万引き動画の完成度から考えると「本当にカンニングする瞬しゆん間かんを撮る」んじゃないかと思うんだけど』

「そんなの誰だれが撮影するんだ」

『他人に任せるわけにはいかないよね。ばれたらその人も巻き込むことになるし。だから自分で予あらかじめカメラを仕し掛かけておくとか、自分の手元を自分で撮影するとかじゃないかな。そして、そんなことに絶対に協力者なんてつかない……先生の許可を得られるはずなんてない。しかも丸瀬は推薦狙っているんだから、ばれたら一発アウトよね。現実的に成績を詐さ称しようすることに他ならないのだから』

　そういえば、浄土松先輩が言っていた。僕ぼくが「カンニングしたら全科目０点になる」という話をしたときに「やばかった」って。あれはひょっとして、丸瀬先輩を案じての発言だったのでは……？

〈アラン・スミシー〉は顔面から壁かべにもたれかかり脱だつ力りよくしていた。ここまで露ろ骨こつに心情が反映されるバリエもいるのか。こいつの反応を見る限り、真相はおそらくこういうことだ。

　丸瀬先輩は脅きよう迫はくメールを受け取った瞬間、犯人が本堂だと気づいた。とはいえ本気で動画をアップするとは思っていなかったので、ひとまず様子を見た。しかし本堂は本当に予告通り、動画──コスプレの奴を公開した。丸瀬先輩はそこで焦あせりを覚える。このままでは、いずれカンニング動画まで公開されるかもしれない。そこで逆に自らが動いて、万引き動画を始めとする「似非えせ犯罪動画」を率そつ先せんして先にアップすることで、本堂の動きを封ふうじようとした。最初は自力でやるつもりだったが、アップロード用のパスワードが変へん更こうされたため、不可能になった。そこで僕を通じて生徒会に働きかけるように誘導したのだ。

　これが今回の事件の全ぜん貌ぼうだ。バリエ〈アラン・スミシー〉は本堂の悪意ではなく、それに対たい抗こうしようとする丸瀬先輩の欲求の具象体なのだ。

『丸瀬の奴、ブラフかまして翔一くんをまんまと利用したのよ。キミに最初に動画を見せたのだって、閲えつ覧らん数の少ない時期にさりげなく見せる相手としてちょうど良かったから。翔一くん、悔くやしくないの？　いいように扱あつかわれて』

　そういう意味では、確かに僕は丸瀬先輩に踊らされただけだった。悔しくないかと問われれば、悔しくないわけがない。返事も出来ずに無言でいると、小手毬の苦い声がした。

『私は悔しい』

　……怒おこってくれているのか？　僕のために。

『キミを好きにしていいのは、私だけなのに！』

　そっちかよ。

　一いつ瞬しゆんこみ上げかけた感動は、大きく空を切ってどこかへ消えた。お前の怒いかりは結局僕がお前をほったらかしにして丸瀬先輩の方にかかりっきりだったことへの苛いら立だちじゃないか。

　それにしても。

「なんでお前はそこに行き着いたんだ？」

『お昼に翔一くん言ってたよね。丸瀬に対して「だから気をつけろって言ったのに」だか「いつか痛い目見ると思ったんだ」だか』

「言ったけど、それがなんだ？」

『変でしょ？　なんで痛い目見ると思ったの。丸瀬は普ふ段だんから無む茶ちやする性格の人なの？』

「バカ言うな。真面目な人だ」

『だったらそんなダメだしは出ないよ。キミの言い方は完全に「普段から悪いことしている人」に対しての悪態でしょ？　つまり、翔一くんは先輩の万引き癖ぐせを知っていた。違ちがう？』

　……僕は黙る。何でコイツ。何だコイツ。

　それは事実だった。

　まだ小学生の頃ころの話、先輩は近所のスーパーでガムを盗ぬすんで叱しかられた。どうやら常習だったらしくて相当怒られていた。その後も暫しばらくその癖は治らなくて、先輩はある日またバレて親を呼ばれそうになった。そのとき僕は号ごう泣きゆうの丸瀬先輩のところに走っていって、代わりに土下座して謝あやまった。先輩の犯行を何度か目もく撃げきしてしまったけれど、黙だまって見過ごしていた……そんな負い目があったから。あれ以降、先輩はそういう悪いことをきっぱり辞やめた……はず。なんにせよ、あのとき。あのコンクリートの床ゆかの冷たさを額に感じたとき、僕は痛感した。正しくないと、心がすり減る。

　そういうわけで、丸瀬先輩が万引き犯だったことは事実だ。でもずっと昔の話だ。小手毬に反はん駁ばくする。

「なんでそんなことを──」

『知らないよ。万引きの理由なんて「出来心」以外に思いつかないけど』

「じゃなくて。今それを言う理由は何だ。関係ないだろ」

『いや、聞かれたから答えただけだけど。私が悪いの？』

「そうだ。お前が悪い。不必要に人の秘密を暴あばく必要は無いだろ」

『は？　何その言い方。それって八つ当たりじゃん』

「違う。お前が暴走しすぎだっていう話だ──」

　そのとき、僕の目の前にすっと黒い手が伸のびてきた。黒い革かわ手て袋ぶくろで、アランの腕うでだ。それは僕の目の前ですうっと薄うすく消えていき、その代わりにいつの間に傍に来たのか、丸瀬先せん輩ぱいの手が僕のスマートフォンに伸びていた。

「もうやめて。認めるから」

　はっきりした口調で、電話の向こうの小手毬にも聞こえただろう。姿が見えなくても、スマホの向こうで奴の身体からだが強こわばったのが感じられた。

　不意打ちに『え？　え？　聞こえてるのこれ？』と小手毬の慌あわてふためく声。こいつはやはり、自分の声が僕以外の人間にも聞こえていることを認にん識しきしていなかったようだ。何の因果か分からないが、僕以外に言葉を発した人間が今の今まで皆無だった、ということもある。

　疲つかれ切きったように頰ほお杖づえをついていた湯座がふと顔を上げる。

「ひょっとして、あなた小手毬さん……？」

『え？　あのいやそそそそその──、黙もく秘ひします！』

　小手毬は叫さけび、電話は切れた。「そ」が多い。
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　項うな垂だれる本堂と丸瀬先輩と結局最後まで状じよう況きようをどう把握しているのか読めなかった浄土松先輩を湯座に任せて、僕は逃にげ出だすように会議室を後にした。胸に湧わき上あがるのは怒りだった。僕は確かに小手毬に犯人当てを頼んだ。しかし彼かの女じよはそれ以上、暴くべきではない丸瀬先輩の過去までみんなの前で暴ばく露ろした。

　保健室のドアをガラリと開けると、小手毬は机の前で仁に王おう立ちだった。

「やっと帰ってきた。翔一くん、さっきのあの言い草は──」

　何か喚わめくが、遮って言う。

「小手毬、お前あれは行きすぎだ。みんなの前で言う必要は無かっただろ」

「ハンズフリーになってるとか知らないし。そもそも自じ業ごう自じ得とくでしょ」

「だとしても、身勝手に人を傷つけたのは事実だ」

「身勝手に人を守る必要なんてないでしょ。ていうか翔一くんは人のこと言えないじゃん。爆ばく弾だん魔まのくせに！」

　その言葉はぐさっと胸に刺ささる。確かにその通りだ。しかし苛立ちが理り屈くつを超こえてしまい、僕は咄とつ嗟さに反論する。

「あの頃の僕はどうかしてただけだ。今は違う。だいたいこっちはお前と会ってからサイアクだ！　胤森先生はいなくなるわ、ガードマンには殺されかけるわ、授業はサボる羽目になるわ、先輩には利用されるわ」

「でもいいじゃん！　私と一いつ緒しよに遊んで楽しんでるじゃん！　一緒に保健室にこもってゲームしたりお喋しやべりしたり」

「冗じよう談だんだろ。僕はもっと広い世界で遊びたいね。保健室なんかにに閉じこもって、根暗で性しよう悪わるな女と遊んで楽しいもんか！　胤森先生とか丸瀬先輩の方がずっといい」

「私じゃ何か不満なわけ？　女を顔だけで選んでるキミに言われたくないね」

「はあ？　誰が顔だけだ」

「だってそうじゃん。胤森も丸瀬も。分かりやすすぎ」

「そうだな。お前のことなんて絶対選ばないな。このブスが……いてっ！」

　小手毬がノートをぶん投げたのが顔面にヒットした。

「ナメんなボケ笹ざさ！」彼女は悪態と同時に椅い子すから飛び降り、鞄かばんを摑つかむとドアへ駆かけ出だす。途と中ちゆうでドテッと転び、こっちを見て吐はき捨すてる。

「今の言葉、絶対撤てつ回かいさせてやるから！」

　そして走り去った。廊ろう下かでも転こけたらしく一度音が派手に響ひびいた。僕は保健室に取り残され、仲先生が戻ってくるまでしばらく一人で立ち尽つくしていた。




　その夜。丸瀬先輩と初めて電話で話した。彼女は自分で推すい薦せん枠わくを降りたそうだ。本堂がどうなったかは知らないが、多分学校は黙もく殺さつするのだろうという話だった。

『この学校の先生は、良くも悪くも平和主義だから』

　そういえば小手毬も以前似たようなことを言っていた。たぶん、だからあいつは気づいたのだ。僕が万引き動画を削さく除じよ申しん請せいにいったとき、どうして本堂は先生に報告しなかったのか。僕は、彼が問題を大きくしたくなかったのだと思った。でも小手毬は違った。

　丸瀬先輩が言う。

『もし本堂くんが、万引き動画がアップされているのを発見した段階で先生に相談していれば、私の言い分は信用されてたと思う』

　あの動画は犯罪っぽいだけのニセ動画だ、だから問題ない──心から信じるかどうかは別として、先生はその言い分を認めただろう。本当ならそれで丸く収まったはずなのだ。でも本堂はそうしなかった。

『私への脅迫メールは学校のメールボックスに届いたんだから、先生なら、ログを見れば誰が送り主か分かるしね。本堂くんは先生まで話が行くことでログを確かく認にんされて、脅迫メールの送信主が自分だとばれることを恐れたのよ』

　丸瀬先輩は嘆たん息そくした。その通り。だから小手毬は、本堂が犯人だと決めてかかれたのだ。生徒会の人間は他にもいる。動画をアップロードできるのは本堂一人じゃない。けれども数々の行動の不ふ審しんさにより、本堂一人に絞しぼられた。

　ちなみに、彼が丸瀬先輩のスマホを手に入れたのは、生徒会の引ひき継つぎのとき彼女が忘れたのをこっそり懐ふところに……ということらしい。

　長話の最後に、丸瀬先輩はこちらが恐きよう縮しゆくするほどお礼を重ねた。

『今回の事はありがとね。もし〈アラン・スミシー〉が炸さく裂れつしてたら、演劇部は活動停止か、下手したら廃はい部ぶになってたかも。文化祭も中止になっていただろうし、私のせいで部員や他の生徒にまで迷めい惑わくをかけるところだった。だからちー君、いろいろとありがとう』

　電話を切って溜ため息いきをつく。動画事件はこれで全て片付いたはずだ。ベッドに倒たおれ込こんで部屋の天てん井じようを見上げた。そのあと。

　僕ぼくには、今日の出来事で三つほど伏ふせていたことがある。

　一つ目は、小手毬が逃げていって仲先生が戻る間に、およそ二分ほど保健室に僕一人となる瞬しゆん間かんがあったこと。

　二つ目は、小手毬は僕に投げつけたノートを拾い忘れてそのまま帰ったこと。

　三つ目は、一人になった隙すきに僕はそのノートを手に取り、盗み見たこと。

　無意識で、とっさのことだった。彼女の内面を覗のぞき見みてやろうとか弱点を握ってやろうとか思ったわけじゃない。誓ちかって言う。悪気はなかった。

　開いてみると、それは小手毬の日記のようだった。夏休み明けから始まっていて、僕の事や深夜の学校のことなどが書かれている。そして、最新と思おぼしきページに記されていたのは今回の事。





　〈ケースファイル③：アラン・スミシー／丸瀬紀乃〉


　●形状：羽根付き黒帽ぼう子し＆黒マントの仮面男。仕草がそこはかとなくオッサンぽい。

　●詳細：丸瀬の動画を再生すると発現。というか翔一くんにコスプレメガネの幼おさななじみがいるという事実。あの人って意外と××だし、結構×××よね（※笹子註ちゆう：いずれも読み上げるのを躊ちゆう躇ちよする類の罵ば倒とう語）。なんでそんな大事なこと教えてくれなかったのよ。バリエよりもそっちのが気になる。ていうか翔一くんもすっかりメンヘラメガネにかかりっきりでつまんない。放課後遊ぼうって約束したじゃん。なのにボケ笹、サブカルメガネに色目使われてコロリとしてるし。あいつ絶対裏で×××とか相手に×××してそうな×××（※笹子註：一部殴なぐり書きで読めないが、人を人とも思わぬ表現の羅ら列れつに見える）なのに、騙だまされるなよー！

　●追記：笹子のバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバ────────────────カ!!!!　今に絶対×××して××に×××つっこんで××××……（※笹子註：読み取り不能。少なくとも女子が絶対に口にしてはいけない罵ば詈り雑ぞう言ごんの類のようだ。これ以上読むのは精神衛生上良くないのでノートを閉じた）
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　翌日。文化祭を明日に控ひかえた昼休み。廊下を歩いていると、机が一つ出されていて何人かが立ち止まっていた。机には湯座が就ついていて、文化祭の企き画かくに関する受付をしているらしい。彼女は僕を見つけるなり立ち上がった。

「笹子！　いた！」そのまま駆かけ寄よってきて、語気を荒あららげる。

「ねえ、昨日のあれって誰だれなの？　本当に小手毬さん？」

「違ちがうよ。そんなわけないだろ」しらを切る。「じゃあ誰？」と詰つめ寄よる彼女に「……友達だよ」「名前は？」「別にいいだろ」なんて有う耶や無む耶やな返事をする。やがて湯座は諦あきらめたのか表情を変え「じゃあ、そういうことにしとくけど、それより」と突とつ然ぜん僕の襟えり首くびを摑つかんだ。

「アンタ、小手毬さんに何を吹ふき込こんだ？」

　湯座が掲けい示じ版ばんを指さした。そこにはポスターが貼はられていた。文化祭で行われるミスコンの出場者一覧のようだ。エントリーの中から一人を選んで投票してくれ。学内サイトで期日前投票も受付中！　とあるけれど、いったいこれが何……と訝いぶかった直後、ある一行を見つけて思考が止まった。





　・エントリーＮＯ．⑩　小手毬真ま理り花か






「小手毬さんが自分からこんなものに出るわけないだろ──あ、こら！」

　湯座の言葉を途中までで振ふり切り、無意識に僕は走り出していた。

　保健室のドアを開ける。いたのは仲先生と小手毬だけで、僕はベッドの縁ふちに腰こし掛かけている小手毬にズカズカと向かいながら叫ぶ。

「小手毬、あのミスコンはなんだ？　また何か企たくらんで──」

　ところが彼女はビクリと身を固め、顔を背そむけた。汗あせダラダラで僕から目を逸らす。仲先生が、机に頰ほお杖づえをついて苦笑いしながら言った。

「あー……翔一くんでもダメかあ」

　こいつ、何を企んでいる？　いや、この態度は演技には見えない。どういうことだ？　混乱で言葉が出ない。ただひとつ分かっているのは──。

「マリマリ、今朝から私の前でもロックかかっちゃっててさあ……」

　明日は文化祭だ。
















　人の多い場所は苦手だ。たくさんの目があると、自分が観察されているような錯さつ覚かくに陥おちいる。学校は朝から普ふ段だんの様子とは大おお違ちがいで、見慣れぬたくさんの目、たくさんの人たち。

『──僕たちの日ひ頃ごろの成果を、ここに発表したいと思います』

　文化祭当日。体育館の壇だん上じようで生徒会長の本ほん堂どう尚なお人とが開会宣言した。

『だから！　みんな！　燃もえ尽つきようぜ！　準備はいいか？　アーユーレディー？』

　しんとした静せい寂じやくが体育館を包んだ。──そんなふうに文化祭が始まって、二時間ほど経たとうとしている。

　校庭には体育会系部活の模も擬ぎ店てんがテントを張っており、焼きそばなんかを作っている。校内に入ると廊下には色とりどりのオーナメントに、たくさんの貼はり紙がみが統とう率そつもなくきらびやかだ。そんな中を生徒が思い思いの格好で、自分の教室に人を招こうとビラを配る。魔ま女じよや給きゆう仕じの仮装をした生徒たちが練り歩いている。全身白タイツの男どもがキモがられている。猫ねこの着ぐるみパーカーに身を包んだ小こ柄がらな生徒は、小学生たちに長箒ぼうきの柄で突つっつかれていた。

　各教室はおばけ屋や敷しきだの喫きつ茶さ店だのクイズ大会だの脱だつ出しゆつゲームだのいろんな企画を披ひ露ろうしている。体育館ではファッションショーや演劇部の公演などが順次開かい催さいされる模様だ。校内放送ではアナウンスの合間にずっと軽快な音楽がかけられ、放送室では曲のリクエストも受け付けているらしい。

『次は、一年五組・井いの上うえくんのリクエスト──詞がイイのでじっくり聴きいてくれ！』

　高こう揚ようした声で、放送部の生徒はディスクジョッキー気取りだ。早口で何言っているのか分からない歌を聴きながら、僕は教室に戻った。入るなり目の前にはたくさんの怪かい物ぶつたち。

　ドラキュラ、ゾンビ、ネズミ男……。

　それらはもちろんバリエではなくて、クラスメイトの扮ふん装そうだ。僕らのクラスの『怪物喫茶』。僕を見て、レジ係の立たち花ばなさんが言った。

「あ、笹ささ子ごくん！　やっぱ似合うじゃん！」

　僕の格好は真っ黒でぴったりしたジャージに、黒い目め出だし帽ぼうとサングラス──全身真っ黒人間だ。

「似合うかどうか知らないけど……これ何？」

「言ってなかったっけ？　犯人。ほら、漫まん画がでよく真っ黒なベタ塗りで描えがかれてるじゃん。あれ。笹子くん、影かげ薄うすいからピッタリかなって」

「……怪物ですらないじゃん」ていうかこんなもの誰だって似合うだろ。サングラスを外し、帽子をめくって溜ため息いきをつく。

　喫茶の給仕係は交代制で、僕は夕方まで出番はない。それまで急なヘルプを除けば、概おおむね自由時間である。パーティションとカーテンで仕切ったバックヤードに入る。適当な椅い子すに腰掛かけ、缶かんコーヒーの蓋ふたを開ける。一口すすってスマホを取り出すと、学内サイトにアクセスし、とある画面を確認した。

〈ミス・つむじが丘おか学がく園えん中等部決定戦～キミの一票を待ってるよ！〉

　文化祭実行委員の肝きもいりらしく、朝から何度も放送で投票を呼びかけている。今回の催もよおし物ものの中で唯ゆい一いつの全校規模企画、かつ、学外参加者を募つのっている企画だ。参加者は、事前に集まったのが自じ薦せん・他た薦せん併あわせて十五名。何人かの辞退があった末、当日の飛び入り参加を募ぼ集しゆうして結果十三名にて競きそわれている模様だ。

　現在トップに立つのは演劇部の丸まる瀬せ紀き乃の先せん輩ぱいで、その得票数はダントツである。以前から儚はかなげな雰ふん囲い気きで魅み力りよくのあった人だけれど、最近は弾はじけた一面が露あらわになり人気は更さらに上がっている。みんながみんなあの人を好きで、夕方予定されている演劇部の公演も、彼かの女じよ目当ての生徒が多すぎて整理券が配られたほどだ。

　二位以下はドングリの背比べ状態だった。知らない誰かたちに混じり、先日僕と大ゲンカした小こ手で毬まりは現在六位。保健室登校で友達もいなく、クラスメイトとの交流も全くない、しかも目を合わせれば嫌きらわれる人間にしては意外な健けん闘とうではないだろうか。よく知らないが、本ほん性しようを知らない隠れファンがそれなりに潜せん在ざいしているのかもしれない。

　また、こういう企画の常として男子も何組かエントリーしている。一組目は野球部の女装男子コンビで、女子用のスクール水着を着て校内を練り歩いている。やや優勢で現在三位につけているが、間ま違ちがいなく組織票だろう。あとは朝からずっと騎き馬ば戦せんの状態で校内を彷徨さまよっている何かや、真っ白な全身タイツに身を包んで一列縦隊で踊り歩く暗黒舞踏みたいな何か。彼かれらをそうさせる原動力が何なのかは見当もつかない。

　教きよう師し陣じんでは保健の仲なか先生が健闘している。気さくでサバサバしたところが人気だとか。先日までの事前投票では美術の桃もも森もり先生に水をあけられていたようだけれど、昨日になってあっちに恋こい人びとの存在が発覚。票の伸のびは一気に失速した。仲先生は今朝からそれでだいぶ荒あれている。独身二十代恋人ナシ同盟を一方的に破は棄きされたと感じているらしい。

　その他、当日飛び入り組は三名。

　一人は同級生の湯ゆ座ざ加か奈な子こであった。彼女はこのイベントの実質取り仕切り役で、暇ひまさえあれば受付カウンターにずっと座すわっている。気づけばエントリーの端はしっこに「文実の人」と書かれていたらしい。文実とは文化祭実行委員の略だが「文実の人」が湯座を示していることに気づかない人が多いせいか、今のところ得票数はビリである。

　飛び入りの二人目は、ロボット研究会の作ったエコ・マシーンである。ロボ研の部長は僕ぼくのクラスメイトでもある出いず水み剣けん馬まという男だ。彼は自前のお掃そう除じロボを家から持もち込こみ、その上に軽量な張りぼての人形を作り付けた。いびつな星形の、太陽の塔とうのパクリみたいな姿をしている。顔の部分に穴が空いており、そこに空き缶を捨てられるらしい。校内をうろついているオドラデクを見かけたら口に空き缶を入れてくれ、とのことだ。既すでに男子たちのいい玩具おもちやと成り下がり、叩たたかれたり蹴けられたりの結果さっき背骨がぼっきり折れた。あれはもうご臨終だろう。南な無む。

　最後に、飛び入り三人目は客として訪おとずれた女性だった。たぶん年としの頃ころは二十代前半。フリーターか女子大生のように見える。金きん髪ぱつに染めた髪かみの毛けを結ゆって、大振ぶりのミリタリー・ジャケットを羽織っている。エントリー名はオスト・アンデル。まんじゅうみたいな名前だ。誰かの姉か卒業生の冷やかしか。何にせよ変わり者には違いあるまい。

　以上のラインナップをもって、文化祭の一いつ端たんでミスコンは催もよおされていた。

　ウェブブラウザを閉じる。僕は缶コーヒーを飲みきると、教室を後にした。

　小手毬とは全く話していない。昨日、ミスコンへのエントリーが何かの間違いだろうと、僕と湯座は放課後に保健室へ走った。怯おびえる瞳ひとみを僕らに向けてカーテンにくるまりつつも小手毬は真意らしいことを何も言わなかった。どういうつもりか、何も分からない。

　保健室のドアを引くと、仲先生が僕の格好を見て苦笑した。

「おはよう。楽しんでるみたいで何より」

「おはようございます」僕は帽ぼう子しとサングラスを脱ぬぐ。「……小手毬は？」

「知らん。私のいない隙すきに荷物だけおいてどっかに消えたよ」

　ベッドの上にスマホも鞄かばんも放り出されている。保健室には湯座もいて、彼女もまた小手毬を探しに来たのだろう。僕を見て気け怠だるげに手を挙げた。

「おっす笹子。アンタ午前中からもう休きゆう憩けい？　いっつも休憩しているようなもんなんだから、たまには張り切ったらいいのに」

「はいはい。そうだ、ミスコン見たよ」

「言っとくけど、私はあれでいいのよ。他の出場者をビリにするわけにいかないでしょ。それよりアンタ、小手毬さんとあれから話した？」

「いいや。全然」

「だよね」

　湯座は長い手足をひけらかすように大おお仰ぎように捻ひねって溜め息をついた。そのとき僕は、彼女の手首から垂れ下がるチェーンに気づく。小さな石のついたペンダントだ。

「何それ？」

　湯座はじゃらりと掲かかげてみせる。「美術で作った奴やつよ。授業中に何回か見せたじゃん」

　美術の授業は湯座のいる一組と合同だ。彼女は美術の時間、しょっちゅう僕の隣となりの女子・立花さんのところにきてお喋しやべりしていた。もしかするとそのときひけらかされたのかもしれない。この学校の女生徒は二年生のときの美術でだいたいみんなこのペンダントを作る。これを文化祭で大切な人にあげると絆きずなが深まるとかなんとか。

「誰だれにあげるの？」

「教えるわけないじゃん。とりあえず笹子じゃないから心配するな」

　どうせ本堂だろう。たしかに僕には関係ない。

「欲ほしかったら立花あたりに頼んでみれば？　ああ、でもアイツはあげる人決まってるって言ってたな。笹子、残念だったね」

　放っておくと延々と喋り続けられそうだ。適当に切り上げて保健室を後にする。時計を見ると正午を十五分ばかり過ぎた頃だった。開かれた窓から風に乗って焼きそばのソースの香かおりが漂ただよってきて、僕は無意識に校庭へと進路を向けていた。

　校庭の片かた隅すみに作られた簡易フードコートにて、空き缶に百円を入れて焼きそばを買う。それにしても結構な人混みだ。空いている席は……とキョロキョロしていたら、目の前で誰かと誰かがすれ違ちがいざま盛せい大だいにぶつかった。

「あいてっ！」

　片方が鯛たい焼やきの包みを落とす。もう片方の男子生徒は「すんません！　急いでるんで！」と振り向きもせずに走り去った。鯛焼きが落ちたことには気づいていないだろう。残された方は「なんだよもう。お前ギリで遅おくれろ！」と呪いを口に、屈かがみ込こむ。砂まみれの鯛焼きを恨うらめしそうに眺ながめ、諦あきらめてそれを手近な屑くず籠かごに放った。その様子をなんとはなしに見ていたら、その人が立ち上がったところでちょうど目が合ってしまった。僕を見るなり、ニコリと笑えみを浮うかべる。

「いいところに来た！」

「は？　……え？」狼狽うろたえの声もお構いなしに、ずずいと寄ってきて僕の肩かたに手を回す。すぐそばのテーブルが空いたのをいいことに、勢いで椅子に座らせられた。

　女性だった。長い金きん髪ぱつを後ろでまとめ、サングラスをかけている。大振りのミリタリー・ジャケットを身に纏まとい、どこかで見たことがある。僕は無意識にその名を呟つぶやいた。

「フムト・アンデル？」

「踏ふんでどーする」女の人は呆あきれて笑った。

　ミスコンにエントリーしている唯一の部外者だ。彼女は「半分こしよう」と僕の焼きそばパックを自然な手つきで奪うばい取とり、割わり箸ばしを勝手に割った。端の方とか気き遣づかいもせず、真ん中から豪ごう快かいに拾い上げて口に運ぶ。

「うまい。でもパッサパサ」それから割と満足げにパックと箸を僕に寄越した。

「あとあげる」

　僕のです。オスト・アンデル女史は気ままな調子で立ち上がると、売店のテントに行って戻ってくる。「お礼」とテーブルに缶コーラを置く。せっかくなので有あり難がたく受け取る。

　秋の空は青く広がり、薄うすくて白い雲が校庭の黄土に淡あわい影を流していた。僕は見知らぬ女の人と二人で焼きそばを食べてコーラを飲んでいる。彼女は頰ほお杖づえをつき、校庭にひしめく生徒の賑やかな様に目を細めていた。やっぱりかつてこの学校にいた人なんだろう。

　彼女は僕に目を向けるでもなく呟つぶやく。

「ミスコンなんて、最近の中学は思い切った企き画かくをするよね」

「そうですか？」

　焼きそばをすすりながらの生返事に、彼女は振り向いて「そうだよー」と顔を近づける。

「そんな低てい俗ぞくなもんやらせるかーって、先生がストップかけそうなもんだけどね」

「たしかに、ミスコンだけでは『品格がない』から却きやつ下かされただろうって話です」

　僕はコーラで口の中を洗い流しつつ、女の人に説明する。

「別の企画と抱だき合あわせたりルールを微調整して教師たちを煙けむにまいたらしいですよ」

「へえ。どんな？」アンデル女史は興味を持ったのか、頰杖の指の向こうで口元を緩ゆるめた。

「まず、参加者は女子に限らない。男子も可」

「ああ。イロモノがいたよねえ」

「さらに、生徒に限らない。この学校の生徒だけではなく教師や職員も可。そのうえ外部の人間、つまり来場者も当日の飛び込みで参加可能にする」

「私とか、ロボもいたね。でもそれだけじゃコンテストってことに変わりないじゃん」

「他にもありますよ。参加者にはある行こう為いが義務づけられるんです。訊きいてません？」

　彼女は首を傾かしげた。

「私、とりあえず面白そうだからエントリーしただけでさ。あんまりルール見てないの」

「参加者は、ボランティア清せい掃そうをすることが義務づけられています」

　空き缶を集めて所定のゴミ捨て場に運ぶと、分量に応じてポイントが与あたえられる。それにより単なる人気投票ではなく奉ほう仕しに対する評価という名目になる。彼女は深く頷うなずいた。

「なるほど。下世話なコンテストが空き缶一つで文化的レクリエーションに早変わり、ね」

　先生が文句を言わなくても済む暗あん黙もくの形式が文実の中で代々受うけ継つがれているらしい。去年はたしかクイズ大会だったかな。来年はきっと、腕うで相撲大会かなんかだろう。それらにもそれらしい理り屈くつがついて、文化的な出し物というお墨すみ付つきを与えられるに違いない。

「空き缶はどこに持って行けばいいの？」

「一階にピロティがあります。自じ販はん機きのコーナーがあって、その隅に集積所があります。集めた缶かんを名前のシールを貼はった袋ふくろに詰つめて渡わたすと、係員がカウントしてくれます」

「詳くわしいね」彼かの女じよは感心したように僕の目を覗のぞき込こんだ。サングラスをかけているから本当に覗き込まれたのかは分からないけど。

「文実に知り合いがいて。あの文実の人」

「彼女、人なつっこくて真面目でいいよねー。私好きだわ、うん」

　彼女が笑って頷いたとき、校庭のスピーカーがキインとハウリングの音をたてた。校庭真ん中のステージで本堂が昼の演説に立ったのだ。出好きな奴だ。

『みんなー！　文化祭楽しんでるかー？　俺おれたちの青春は──』

　でも最初のパラグラフも言い終わらないうちに壇だん上じように騎き馬ばの男たちが突とつ撃げきし、彼をかっ攫さらってどこかへ走り去った。本堂の声はうわぁー……と尻しりすぼみにどこかへ消える。

　すぐさまスピーカーから別の声。

『本堂！　ふざけるなら裏に行ってて！　仕事しないくせに目立とうとすんな！』

　湯座だ。ちょっと前まで本堂にご執しゆう心しんだったくせに、随ずい分ぶんな扱あつかいだ。

「あの生徒会長、朝からずっとスベッてるねー」目の前の女性は腹を抱かかえて笑いだした。

「ええと、まだ何か食べる？　今度こそ鯛焼きでも食べようか？　また半分こして」

　彼女は僕を見て腰こしを浮かせるけれど、スピーカーから湯座の声がこう続く。

『ミスコン参加者の皆みな様さまは、一度本部にお集まりください。繰くり返かえします──』

　オスト・アンデルは動きを止め「あ、呼ばれたー」と棒読みで呟いた。僕のコーラが空なのを確かめると、それをポケットにねじ込こんで微笑ほほえむ。

「この缶、もらってくねー。優勝出来るよう祈いのってて」

　そのまま彼女は手を振って、僕が何か言おうとする前にずっと遠くに歩き去ってしまった。その姿を見送った後、僕は何気なく空を見上げる。

　やっぱりまだいた。

「……まさかアレ、小手毬のバリエじゃあるまいな」

　学校の校庭のはるか上空、太陽みたいな球体が、揺ゆらめきながら佇たたずんでいた。

　バリエはあくまで幻まぼろしで、熱などのエネルギーは持たない。だから光を放ちそうなのに少しもまぶしくはない。ずっと見ていると球体なのかどうかも怪あやしくなってきて、巨きよ大だいな張りぼての太陽が浮かんでいるような気になってくる。あれは一体どういう意味だ。暫しばし眺めた後、どう考えても答えなど出ないことに諦てい念ねんを感じて立ち上がった。




　期せずして長めのランチを過ごした後、僕ぼくは校舎内を少しぶらぶらした。普ふ段だんの生活では、こんなふうに好き勝手に校内を歩き回れる機会は意外と少ないものだ。旧校舎四階の視し聴ちよう覚かく室のあたりはこの時間帯に特に催しもないせいか人ひと影かげもなく、ほっと一息つくには絶好の場所だった。入り口の脇わきには謎なぞの古びたドアがあって、開かずの扉とびらとなっていた。そういえば真夜中に学校に忍しのび込こんだとき、小手毬が言っていたっけ。あいつは普段から自由に校内を彷徨さまよっているのだろう。今どこにいるのか知らないが、校内に自分だけの秘密の場所を持っていて、隠かくれているのかもしれない。

　一階へ戻る途と中ちゆうの階段で、着ぐるみの猫ねこが走っていくのとすれ違った。猫の耳のついたパーカーのフードをギュッと被かぶった小こ柄がらな生徒の後ろを、小学生たちが箒ほうきを持って追いかけていく。猫が亀かめで僕が浦うら島しま太た郎ろうなら助けるかもしれないけれど、あいにくそうではないのでスルーする。

　渡り廊ろう下かでは「クイズ大会やってまーす！」「カルタ大会やってまーす！」「脱だつ出しゆつゲーム挑ちよう戦せん受付中でーす！」といろんなビラを押おしつけられて、手の上でみるみる束になる。新校舎に入ると人だかりがあって、通り抜ぬけようとする僕を誰かが呼んだ。

「あ、ちー君？　あ、ちょっと──」

　僕をそのあだ名で呼ぶ人は一人しかいない。彼女は人混みの隙すき間まから身体からだを捻って僕のところまでやってきた。

「やー、人多すぎだね」リボンで束ねた髪かみを解ほぐれさせ、丸瀬先せん輩ぱいは溜ため息いき。

「先輩、人気者ですね」

　からかうと困ったように笑う。演劇部公演のＰＲで、衣い裳しよう姿で練り歩いているところらしい。周囲から「キノちゃーん」「こっち向いてー」ともみくちゃにされていた様子。

「私、もっとクールで近寄りがたい感じの人になりたいのに……」

　なんて、弱り顔を見せながら小道具のテニスラケット握にぎる姿はどちらかというと手の届く距きよ離りにいるアイドルって感じだ。首からは多数のペンダントをじゃらじゃらぶら下げており、後こう輩はいの、しかも女子からずいぶんモテている。美人は大変だな、なんて見とれていると、背後から「笹子くんどいて！」と僕を押しのける手があった。クラスメイトの立花さんだった。そういえば彼女は演劇部のファンで、公演にもよく足を伸のばしているらしい。

「センパイ、これ、受け取って下さい！」立花は丸瀬先輩にペンダントを差し出した。美術で作ったヒトデ……ではなく、星形のやつだ。

「ありがとう。大事にするね」

　ペンダントをかけられて、丸瀬先輩は頰を赤らめてはにかむ。その儚はかなさに立花さんをはじめ周囲の女じよ性せい陣じんから更さらに歓かん声せいが沸わいた。今ので他の女子たちもペンダントを渡そうといきり立ち、僕はもみくちゃにされて後ろへよろめく。それを誰かが背後からがっしり支えてくれた。振ふり向けば、銀色の鎧よろいを纏まとって壁かべのようにデカい男だった。兜かぶとの真ん中がくりぬかれて、屈くつ強きようそうな強面こわもてが覗のぞいている。

「……浄じよう土ど松まつ先輩？」

「うむ」野太い声の迫はく力りよくに、僕はびくりと後ずさり。なるほど、だからさっきから取り巻きが女子ばかりなのだ。学校一の不良と目されるこの人が傍そばにいたら、男子は丸瀬先輩に近づきたくても近づけない。

「浄土松先輩も演劇に出るんですか？」

　そもそもこんな不良が演劇部に入っていること自体も不思議なのに。すると丸瀬先輩が人混みの隙すき間まから教えてくれた。

「彼、こう見えても上背があるし精せい悍かんな顔つきだから、どんな格好させても映はえるのよ。それに根が真面目だから台詞せりふもキッチリ覚えてくるし、意外と女子受けもいいんだよ」

　人は見かけによらないものだ。

「丸瀬先輩、放送でミスコン参加者を呼んでましたよ？」

「うん。聞こえて、今向かうところ」

　返事と同時に浄土松先輩が動き、人だかりが割れて道が出来る。その影かげに入るように丸瀬先輩が続き、ファンの女子達も続いて大移動を始める。まるでパイドパイパーだ。

　喧けん騒そうが去った後、いつの間にか手に握らされていたビラに目を落とす。演劇部の演目は、三万年前に生き別れて敵同士になった姉し弟ていが未来の道具や伝説の武器や悪あく魔まの実の能力でひたすら大ゲンカする話で、最終的には恐きよう竜りゆうや宇宙人まで巻まき込こむ大おお騒そう動どうを巻き起こすらしい。丸瀬先輩演じる姉の必ひつ殺さつ技わざは魔ま法ほうのラケットで地球を打つファイナルディスティネーショニックレインボー（以下略）で、この方向性じゃクールキャラは無理です。
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　行列を見送る僕に後ろから立花さんが言う。

「ねえ、今度丸瀬先輩のこと紹しよう介かいしてよ！　今日の放送部の曲リクエスト、優先してやるからさ」

　そういや彼女は放送部にも入っている。「私、十六時くらいまで当番だから。絶対だよ？」と念を押してくるけど、あいにくそんなに音楽は詳くわしくない。有う耶や無む耶やな返事を残して、逃げるようにその場を去った。




　教室に戻ると、相変わらずそこそこの客入りだった。「笹子、手伝ってくれ。出水があれだから」と半魚人に言われ、給きゆう仕じ係に入る。客は主に女子学生か、年配の方々だ。みんな物もの珍めずらしそうに僕らの格好を眺ながめている。その一方、教室の隅すみっこでは、出水とロボ研の面々が新聞紙の上に釘くぎやらベニヤ板やら広げていた。横には空あき缶かんの詰まったゴミ袋ぶくろも投げ出されている。午前中に壊こわれたオドラデクのメンテナンスを行っているらしい。

「小こ泉いずみは文実に行って出番を入いれ替かえてもらえ！　今いま泉いずみと泥どろ泉いずみはトタンの補給！」

　サンバカーニバルみたいな鳥──ケツァルコアトルだそうだ──の仮装をした出水が忙いそがしそうに指示を出し、みんな散り散りになる。お前サボるなよ、と言いかけてやめた。いつかの騒さわぎのせいで部員が一人辞やめたため、人数が少なく大変らしい。

「直るの？　それ」

　出水は目も向けずに「余よ裕ゆうだよ」と呟つぶやいた。「オドラデクは不死鳥なんだ」

「部室でやればいいのに」

　僕の問い重ねに出水は腕を止めて項うな垂だれた。

「ウチの部室さあ。窓まど際ぎわに荷に揚あげ機があるんだ」

　知っている。ロボット研究会の部室は三階の化学準備室にあって、そこにはかつて在ざい籍せきした足あし腰こしの悪い先生の為ために簡易式の荷揚げ用リフトが設置されている。

「来場客がうっかり動かして怪け我がしたらマズいってんで、鍵かぎかけて立ち入り禁止にされちまってさ。おかげで居場所がねえんだよ。工具セットも取って来れないし……」

　悲ひ哀あいに満ちた表情で嘆たん息そくする。そこに、ピンポンパンポーンと放送が鳴った。

『文化祭実行委員からお知らせです。ただいまより校庭のステージにて、ミスコン参加者の最終アピールを行います。皆みな様さまぜひご覧ください。なお、その模様は学内サイトのストリーミングでも中ちゆう継けいされます。繰り返します──』

　二回繰り返して、ぷつりと途と切ぎれた。出水が相変わらず手を動かしながら言う。

「笹子っち、テレビつけてくんない？」

　教室前方のテレビのスイッチを入れると、人で賑にぎわっている校庭が映し出された。学内サイトはテレビからも見られるのだ。画面の中では、ミスコンについてあらためて湯座が説明している。その光景を眺ながめながら横目で出水に問う。

「間に合うの？」

「余裕だよ。オドラデクは不死鳥なんだ」

　また同じ言葉を繰くり返かえすけど、顔には焦あせりが見えている。

「順番代えてもらって、俺たちは最後から二番目になるはず」

　画面には、校庭に作られた簡易ステージが映し出された。湯座が司会と撮影を兼かねているようで、人手の足りなさが窺うかがえる。彼かの女じよのカメラはノートパソコンに繫つながれていて、そこから学内サイトにストリーミング配信されているようだ。『これでいいの？』と不安げな声だけど、映っているから安心しろ。

　壇上に最初に立ったのは現在一位の丸瀬先輩。

『えー。私は、本当は人前に立つのが苦手です。でも、それ以上に演じることは楽しいです。見る人にもきっと楽しんで貰もらえると思います。もし興味がおありでしたら、ぜひ十六時三十分から体育館にて行われます私たち演劇部の公演を観覧にいらしてくださいませ』

　はにかみながらぬかりなく宣伝した。教室の男子が全員注視している。さすがの貫かん禄ろくだ。

「出来た！」

　修理に勤いそしんでいた出水が声をあげた。お掃そう除じロボことオドラデクはなんとなく体てい裁さいを取とり戻もどしている。折れた塔とうをベニヤで補修し、その上から塗と装そうで誤ご魔ま化かした、いうなればバージョンⅡ。さっそく出水は仲間を引き連れて教室を飛び出していった。せっかく集めた空き缶を、一袋分まるまる忘れていっているけれど。南な無む。

　テレビ画面では、仲先生が「男らしいー」というヤジに向かって特とつ攻こうするところだった。

『今ふざけたことぬかしたのはどいつだ？　ぶっ飛ばす』養護教きよう諭ゆとは思えぬ言葉とともにステージを降り、聴ちよう衆しゆうにぶっこんでいく。それから『さて、次は空き缶ポイントがかなり加算されてるこの人たちです』という湯座の言葉に続き、女子用のスクール水着の男子が二人現れた。

『僕たちは野球部の二年です！　来週秋季大会の地区予選決勝があります！　今年こそ悲願の全国大会出場を果たすので、我々つむじが丘チュパカブラスを応おう援えんしてください！』

　ならせめて野球の格好をしろよ。

　その後もギャルっぽい先輩が壇だん上じようで校歌に合わせてパラパラを踊おどったり、白タイツの四人組が見事な組体操を見せたり、あの金きん髪ぱつのオスト・アンデルがクジ引きで当てたというアニメキャラのぬいぐるみを自じ慢まんしたり、出水のロボがさっそくステージから落ちて大破したりしたのち。

　ステージに小手毬が上がった。

　今日初めて目にする彼女。最初に僕を驚おどろかせたのはその格好だった。猫の着ぐるみパーカーを着て、フードを浅く被っている。あれは昼過ぎに見た猫じゃないか。小学生に追い回されていたあれ。全然気づかなかった。

　湯座が心配そうに、たぶん「本当に大だい丈じよう夫ぶ？」なんて声をかけている。教室では、みんな飽あきたのか、熱心に見入る人はもう半分もいなかった。ただし僕は釘くぎ付づけになっている。

　小手毬はサングラスをかけていた。視線から隠かくれるためだろう。彼女はとにかく「人の視線」が弱点の人間だ。そんなあいつがステージに立つ。なんのために？　ブツッと、マイクのスイッチが入る音がした。小手毬は覚おぼ束つかない手でノートを開く。画面の中の生徒たちが『がんばれー』とか『あれ？　現げん役えき七不思議じゃん』とか、口々に適当な言葉を並べているのが聞こえる。そんな衆目の中、彼女は震ふるえる声でスピーチを始めた。

『私は、二年一組の小手毬真ま理り花かです』

　一言一句聞き逃のがすまいと、息を吞のんで画面を見守る。

『私のこと、みんな知らないと思います。いつも保健室に籠こもっているから。人と話すのが苦手で、人の視線が怖いんです』

　テレビを観みながらミイラ男が言った。

「アイツ、何か暗くてきもいんだよなー。心の中も人間味がなさそうだし」

　彼女と目を合わせたら、どれだけ的外れなことを言っているか一いつ瞬しゆんで分かるだろう。けれどもそれは無理なのだ。彼女と目を合わせた奴やつは、全員彼女を嫌きらいになるから。

　テレビの向こうで言葉は続く。

『でも、私はそんな自分ではダメだと思いました。もっと自分に自信を持ちたいです』

　小手毬は俯いて、湯座が駆かけ寄よった。けれどもそれを手で制する。誰だれかが拍はく手しゆして、それが周囲にもパラパラと広がる。

『でも丸瀬先輩は素す敵てきだし、仲先生は男らしいし、私にはなんにも取とり柄えがない。普ふ通つうにしてたら勝ち目はないと思う。ので……私は私のとっておきを出します』

「いや、いらねーし」なんて、クラスの中から嘲ちよう笑しよう気味の声。画面内の聴衆の波もザワザワと小さくうねり出す。小手毬は鞄かばんから何かの紙束を取り出すと、ヒラヒラと宙で仰あおいでみせた。

『これは、学校が先生に向けて行ったアンケートです。金庫が開いてたからちょっと勝手に借りてきたの』

　ところどころで怪け訝げんそうなざわつきが起きる。何人か勘かんのいい生徒が違い和わ感に気づいたようだ。……もちろん、僕ぼくも。そんな中で小手毬は、聴衆のうねりに言葉を放り投げた。

『さあ、暴ばく露ろの時間よ』

　まるで時間が止まったように、周囲の音がピタリとやんだ。

『先生がたが匿とく名めいで、学校の問題点とか改善点について回答しているんだけど。たとえばある先生のことがこう書かれているわ。「校内を不ふ審しんにうろついて何か機械を仕し掛かけているのを見た」……最近辞めたあの男のことね。みんな知らなかったかもしれないけど、クネ夫ってば学校で盗とう聴ちようしてたの』

　すると今度は雪崩なだれのようなどよめきが、一気にざわっと沸わき上あがる。

『他にもいっぱい書かれてるよ。宿直で雇やとってたガードマンが夜中に暴れてクビになったの、みんな知ってた？　この学校、そういうの隠かくすとかありえなくない？　あと美術の桃森先生は昨日彼かれ氏しが発覚したとか騒さわいでるけど実はアレ旦だん那なでもう二児の母ですから。黙だまってたのはその方がチヤホヤされるからだって。ざんねーん。あ、生徒のもある。二年生のＨくん。生徒会長を務める心意気は立派だけど言動がやや無責任……やだこれ個人特定できちゃうやつだ』

『俺おれだろそれ！』

　本堂が大おお慌あわてで叫んで壇上に駆かけのぼる。対して小手毬、サングラスをあげ、本堂の懐ふところに潜もぐり込こむと顔を思いっきり睨にらみつけた。

『うわっ、えっ、何──』本堂が恐きよう怖ふしたように硬こう直ちよくし、その隙すきに小手毬は本堂の脇わきを駆け抜ぬけた。

　あいつ、自分の『目』をあんなふうに使うなんて。もはや超ちよう能のう力りよくじゃないか。

『ええと、やっぱここにいる人のこと言うのは良くないね。じゃあさっきの続き、クネ夫もそうだけどさ。もう一人の登場人物も犯罪者だったのよ』

　体勢を立て直した本堂が再び摑みかかろうとするが、目を怖おそれているのか先ほどの勢いはない。その隙に小手毬は数歩後ずさり、言葉を続ける。

『退職金がっぽりもらって消えた女！　あいつ、善人の顔して極ごく悪あくなの。あの爆ばく発はつ騒ぎ、舞台裏では何があったのかっていうと──あ、ダメだ追っ手が増えた』

　言葉通り、ステージには他の生徒会や文実の男子たちが駆かけ上あがってきた。小手毬は彼らの目を片かたっ端ぱしから睨みつけ、隙間を縫ってちょこまか逃げる。小手毬の身のこなしは軽く、足は意外なほど速かった。そしてステージ上で男子たちがもみくちゃになり始める。結果、小手毬は大勢の生徒や来客の見ている前で、いつの間にか姿を消したのだった。

　……何を考えているんだ、あいつは。

　どよめき冷めぬ中、僕は教室を飛び出しミスコンのＰＲステージの元に走った。湯座を見つけて訊たずねる。

「小手毬は？」

「分かんない。ステージから駆かけ下おりて、すぐに消えた。これを忘れていったんだけど」

　一冊のノートを差し出す。めくると見慣れた文字が並んでいて、小手毬が普ふ段だん持ち歩いているものに間違いない。しおり代わりにどこかのクラスのビラが挟はさまれていて、そのページを開いて目を走らせる。

「ねえ笹子。これ、私には全然意味が分かんないんだけど」

　彼女は既すでにこれを読んだのだろう。そして分からないのも無理はない。そこに書かれていた内容は、完全に特定の人間に向けられていたからだ。





　〈ケースファイル④：エンパサイザー／小手毬真理花〉


　●形状：ひみつ。

　●詳細：私のミスコンで優勝してやりたい欲求により生み出された。周りの人はどうでもいい。友情だの恋こいだの思い出だの日ひ頃ごろの成果だの恋だの言い出すおちゃらけた生徒諸君に冷や水ぶっかけるための存在。このノートが開かれることによって発現する。──そう、このノートがわたし以外の人によって開かれるとき、そこに私はいないでしょう。それは私の準備が万ばん端たんで、計画が順調であることを意味します。あとは姿を隠すだけ。当日のステージでの演説も、練習バッチリ。演技派女優として全校生からかわいそがられるよう全力を尽つくす。万が一盛せい大だいに滑すべって全員しーんとしたら最悪手首切る。厄やつ介かいな敵は何人かいるけど、全部対策済み。女メガネは『特とく殊しゆスキル：時間操作』を使えばいける。アスミンはどーせ二ふつ日か酔よいだろうから問題外。美術の桃森はたぶん出番すらないんじゃないかな？　それと、デミズのロボが思いのほかダサくて味がある。って、これはどうでもいいか。というわけで、どんな手を使ってでもミスコン優勝するのは私です。はたして生徒会長は無傷で閉会の辞を言えるのか？　湯座さんは感激の涙なみだを流すのか？　デミズのロボは活かつ躍やくするのか？　メガネは演劇で台詞せりふを飛ばすのか？　文句があるなら止めてみやがれ。私をブス呼ばわりしたこと、絶対撤てつ回かいさせてやるから！








　くらっとした。小手毬は、昨日僕が売り言葉に買い言葉でブスと発言したことを根に持って、見返すためにミスコンでの優勝を企たくらんでいるのだ。そのために──勝つためにあれやこれやと手をつくし、ステージ上で騒さわぎを起こして姿を消した。

　小手毬真理花の圧あつ倒とう的てき絶対的破は滅めつ的てき衝しよう動どう的てき超ちよう越えつ的てき非ライトノベルヒロイン的神聖的邪じや悪あく的てき刹せつ那な的てき私し怨えん的てきかまってちゃんぶりを目まの当あたりにし、目め眩まいがおきて暫しばらく何も考えられなかった。このアホ、僕への当てつけのためだけに、周囲をこんだけ騒さわがせたのだ。湯座がしおれた声で言う。

「どうしてこんなことになっちゃったんだろう。私、知らないうちに小手毬さんを怒おこらせたかな。謝あやまった方がいいかな」

　逆だ。絶対に小手毬を湯座に謝らせてみせる。空を見上げると、相変わらず張りぼての太陽がギラつくふりして浮うかんでいた。

　そのとき、スピーカーから全校放送が流れた。放送部ではなく、教師の声だった。

『午後二時から、ホームルームを行います。生徒は一時的に活動を中止して各おの々おのの教室に戻もどってください。繰くり返かえします──』




　　　◇




　展示のために机と椅い子すをどかしてしまっているので、クラスメイトたちはみな思い思いの場所にいる。壁かべにもたれたり、床ゆかに直に座すわったり。僕も適当な場所に腰こしを下ろしていた。

「ああ、さっきのなんだ、ミスコンの件だが」

　ホームルームの始まりに、担任の茶ちや森もり先生は溜ため息いきをついた。こころなしか疲つかれた顔で、背広もよれて見える。

「お祭りの時は浮うかれてあることないこと言う奴が出るが、惑まどわされないように」

「どういうことですかー？」クラスメイトの女子が言う。先生は苦い顔を向けて答える。

「ミスコンに投票などするなよ。あんなふざけた企き画かく、そもそも反対も多数だったんだ。今、中止にするかどうか職員会議で話し合っているところだ」

「そんな。ここまでやって今いま更さら中止するなんて」とは出水だ。オドラデクはどこかに置いてきたようで、道具箱を抱かかえて僕の隣となりに座っている。先生は腕うでを組むと、天てん井じようへ顔を向けて目を瞑つぶった。

「物事には限度がある。先生や生徒の機密事じ項こうを大勢の前で暴露するなんて、どう考えても暴走しすぎだ。あの生徒はこの間も保健室で爆発騒ぎを起こしたし、目立ちたがりでどうしようもない。中止になって恨うらむのなら、学校じゃなくあの生徒を恨め」

「先生、それは正しくないです」

　やけにはっきりとした声で誰かが言った。

　……というかそれは僕だった。先生の言葉に反射して、無意識に言ってしまったのだ。

　クラス中の視線が集まって、しまったと思う。でも時間は戻もどらない。後戻りなんて出来ない。先生が僕を見たので、口の動くままに任せる。どうにでもなれ！

「なぜ正しくないのかというと、保健室のあれは僕だからです」

「……何言ってんの？　笹子くん？」立花さんが言うが、僕は無視して先生の目を見た。

「前に保健室で爆発したペットボトル爆ばく弾だんは僕が作ったものです。小手毬じゃないです。今回の行動はもちろん限度を超こえていますが、別のことと関連づけて彼かの女じよを責めるのは筋すじ違ちがいです」

　茶森先生の目は驚いていた。僕の反論が、あるいは僕が反論したこと自体が予想外だったようだ。

「それに、学校の教師が一人の生徒を恨めだなんて、言っていいはずがない。それこそ限度を超えています」

「……ああ、その……なんだ」先生の言葉は意味を成さずに途と切ぎれた。教室はしんと静まり、廊ろう下かの騒がしいのが急に意識される。他のクラスのホームルームはもう終わっているのだろう。誰かがドアを開けて「あ、まだか」と慌あわてて閉めた。結果、クラスの緊きん張ちようの糸は完全に切れた。今しがたまで漂ただよっていた不ふ穏おんがうやむやになり、クラスメイトたちはざわざわとお喋しやべりを始める。先生はその様子に終結を感じたのか、咳せき払ばらいして言った。

「……ともかく、みんな節度を持って楽しむこと。それじゃ解散」

　状じよう況きようから解放されて、クラスの面々は次々と教室を出て行く。ミスコン継けい続ぞくの噂うわさはすぐに流れてきて、出水は他のクラスのナントカ泉に連れられて教室を出て行った。僕も、未いまだざわつく周囲を無視し、気づけば走り出していた。

　なにをかくそう、僕は怒おこっているのだ。

　小手毬はたった一人で文化祭を一変させた。湯座たちが支え、本堂たちがもりあげ、出水や丸瀬先せん輩ぱいたちが頑がん張ばり、たくさんの生徒たちが楽しんでいた今日という日に大きく鉈なたで切り込こんだ。多くの人から楽しみを奪う権利など小手毬にありはしない。あるわけがない。

　さっき先生に刃は向むかったのは、小手毬を庇かばおうと思ったからじゃない。勘かん違ちがいで非難されるようなことがあってはならないからだ。小手毬のターゲットにされているこの僕が責任を持って奴やつを見つけ出し、釈しやく明めいさせる。奴が裁かれるのはその後でなくてはならない。

　廊下は怪かい物ぶつだらけだった。

　今度は仮装なんかじゃない。小手毬に文化祭を台無しにされたと感じる生徒たちのバリエだ。ヘビのようにうねる物、黒い三つ編みの少女の影かげ、爪つめをぎらつかせて蠢うごめく物、ぞろぞろと隊列を為なして飛行するコウモリのようなやつらまで、さながら百ひやつ鬼き夜や行こうの大だい渋じゆう滞たいだ。校庭も同様で、人だかりの上にバリエだかり。僕ぼくはその中を回遊魚の群れを逆走するようにすり抜ぬけていく。

　すると、人混みの中から僕の腕を摑つかむ手があった。小手毬？　反射的に振ふり向くけれど、

「お、また会ったねー」

　ミリタリー・ジャケットに身を包む金きん髪ぱつのオスト・アンデルだった。

「そんなに急いでどこに行くの？」

　彼女が言った直後、今度は背後から僕の肩かたを摑む手。

「いたいた翔しよう一いちくん。ちょっといいかな？　話があるんだ」

　仲先生だった。先生は言いかけの終わりで、僕が別の人間と話している最中だと気づいた。金髪の人物に目を向けて、たぶん「ご家族の方ですか？」なんて訊たずねようとしたのだろう。けれどほんの数秒の硬直の後、仲先生は僕の全く予測していなかった言葉を発した。

「あっれ？　胤たね森もりセン……セ？」

　想定外すぎて聞き流しそうになった。金髪の女性を見ると、彼女はサングラスを少しだけずらしてみせた。

「お久しぶりですー、仲先生」

　苦笑いの彼女はたしかにそう。つい数ヶ月前まで僕に理科を教えていた胤森真ま弥や先生その人に相そう違いなかった。

　全然気づかなかった。お昼に話したときも、今も。僕が鈍どん感かんだったとは思えない。サングラスと化け粧しようでこんなに顔は分からなくなるのか。眉まゆ毛げの形も前と違ちがうし、睫まつ毛げもたぶんエクステで盛っている。加えて、金髪と話し方。胤森先生があんな髪かみ色いろにしてこんな声こわ色いろで喋しやべるなんて想像もしていなかった。想像していないことは気づけない。

「え？　ちょっ、なんでいるの？　うっそ、フツー来る？　クビになった学校に」

「そんな人聞きの悪い。単なる自己都合での退職ですよー」

　互たがいの言葉はトゲを隠かくさず、牽けん制せいし合う。無理やり平静に戻った仲先生が早口に継つぐ。

「なんでもいいや、ちょっと彼に用事があるんだけどいいかな？」

「私もですよー」

「急ぎなんだよね」

「私もですよー」

　埒らちがあかないと踏ふんだか、仲先生が僕から手を離はなした。胤森先生はそれを受け、自分も手を離す。僕は自由になるも動けない。それを見てニヤリと笑い、胤森先生は僕の首元に腕を回すと僕にしか聞こえない声で囁ささやいた。

「笹子くん。私と勝負しようよ」

　彼女はポケットから何か取りだした。半はん透とう明めいのフィルムケースで、粘ねん土どを丸めたような球が入っており、その球の両りよう端はしからは導線が突つき出でていた。

「この粘土の中は薄い和紙で二つの空間に区切られていてね。それぞれ硫りゆう酸さんと硫い黄おう化合物が入っているの。昔イギリスのジョーンズって人が発明したもので、今で言うマッチの原点よ。『プロメテウス』とか『プロメチアン・マッチ』っていう名前があって、かの進化論で有名なダーウィンがガラパゴス諸島への航海中に使ったっていう記述も残ってるのよ」

　小さな球体で、まるで子供の作る泥どろ団子のようだ。

「これは、それをちょっとアレンジしたの。この両りよう端たんから出ている導線を電池に繫つなぐと電気が発生して、中の和紙を焼くわ。すると隔へだてられている二つの薬品が反応して発火する」

　何の話だ？　この人、何を言っている？

「たとえばこの電極にアナログ式の腕うで時ど計けいの文も字じ盤ばんを繫いで、狙ねらった時間に通電するような仕し掛かけを作ることも出来るのよ。笹子くんには教えたから、覚えているよね」

　確かに知っている。僕がかつて爆弾を仕掛けたときに採用を見送った装置だ。文字盤と長針と短針にそれぞれ通電物質を取り付け、三つが重なったポイントで電気が通る仕組み。それが簡単に作成できるのは実験したから知っている。でも、そんな話を何で今するんだ？

「小手毬さんに仕掛けちゃった。十七時ジャストに破は裂れつするよ」

　言葉とともに、薄うつすら冷たく微笑ほほえむ。さっきまでのおどけた態度と違う、目元だけが笑っていない笑み。それに合わせて空の上で張りぼての太陽が揺ゆらめいた。今気づいた。これは胤森先生のバリエなのだ。小手毬の遊びとは比べものにならない、学校で爆ばく破は事件を起こしても構わないほどの悪意の表れなのだ。

「私、知ってるのよ。クネ夫が私と乱らん闘とうになったのは、あなたと小手毬さんのせいだって」

　曰いわく、退職の際に理事会にヒアリングを受けたとき、自分が勘かん違いしていたことに気づいたという。自分とクネ夫の間に誰だれか第三者が介かい在ざいしていて、そいつの情報操作のせいで自分は学内でクネ夫と乱闘騒ぎを起こす羽目になった。第三者が誰か、よくよく思い起こせば、数日前に仲先生と食事をした際に気になることを聞いた。小手毬と僕が爆弾をどうのこうのと話していた、と。それでピンときたそうだ。

「だから二人には復ふく讐しゆうしたいなーって思ってたの。それで文化祭に忍しのび込こんだらミスコンやってて、小手毬さんが出てるっていうじゃない？　これはチャンスだと思ってさ」

　戦せん慄りつする僕の耳にくっつくんじゃないかってほど唇くちびるを寄せて、声は言う。

「あの子、どこ行ったのか分かんないんだもんね？　時間までに見つけ出して爆ばく発はつを止められたら君の勝ち。どう？　面おも白しろいでしょ？」

「──おい、アンタいい加減ウチの生徒を困らせないでくれるかな？」

　ひそひそ話に痺しびれを切らした仲先生が僕を摑つかみ、強引に引きはがした。胤森先生は二、三歩退き「はいはいうるさいなー」とさっきまでの軽口に戻もどる。それから自分のジャケットの胸むな元もとをはだけて見せた。

　その下はキャミソールで、彼女の右の二にの腕うでには、十センチほどの長い縫ぬい跡あとがあった。

「だいたいこれと同じくらいの威い力りよくはあるかな。顔に喰くらわなきゃいいけど」

　それは以前クネ夫につけられたものだ。僕のたじろぐ様を味わうように目を細め、彼女はおもむろに右足を上げて足の裏を僕の腹に押おしつけた。

「たのしみー」そのままグッと押おし込こめる──蹴けり飛とばされる。

　僕は重心を失い背後に大きく数歩よろめき、倒たおれかけたのを仲先生に受け止められた。胤森先生はくるりと踵きびすを返すと、そのまま一度も振り向くことなく去っていった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　翔一くん」

　仲先生は本当なら走って胤森先生を追うべきなのだろう。けれど、恐きよう怖ふに飲まれた僕を落ち着かせることを優先して、その場に留とどまった。周囲の生徒はざわつきつつも遠巻きに眺ながめるだけ。誰もあの金髪が胤森先生だとは気づいていない。

「いろいろ訊きたいことがあるがとりあえず一つ。最後のアレは、何を話してたんだ？」

　訝いぶかる様子を見せる仲先生に、僕は爆弾のことを伝える。

「ふざけるな。今すぐ放送をかけてやる」

　先生は息巻く。でも、いや、それはダメだ。

　十七時まであと一時間を切っている。校内放送で『小手毬に爆弾が仕掛けられている』なんてアナウンスをしたら今度こそ大混乱に陥おちいるし、そもそも小手毬が放送を聞ける場所にいるとは限らない。今から警察を呼び、生徒と千人近い来場者を避ひ難なんさせ、小手毬を探して爆弾を止める。そんな時間はあるわけない。爆弾の件を周知することは、小手毬を犠ぎ牲せいにすることだ。そんなのは正しくない。僕たちは自力で小手毬をおびき出すか見つけ出すかしないといけない。胤森先生はそれを認にん識しきしているからこそ、あんなに悠ゆう々ゆうと去っていったのだ。小手毬の居場所が不明な以上、爆弾を止めることは胤森先生自身にもできないのだ。今あの人を追う意味などない。仲先生は混乱したように頭を搔かく。

「スピーチのすぐ後に捕つかまえようとしたんだけど、一いつ瞬しゆんでいなくなった。消えたみたいに」

　小手毬がどこかに姿を隠かくしている。彼女には爆弾が仕掛けられていて、リミットは十七時。それまでに小手毬を見つけないと……。でも、どうやって……？

　と、僕の背後に何か立っていることに気づいた。まさかまた胤森先生か？　思わずビクリと飛とび退のいてしまったが、僕ははっきりその姿を確かく認にんした。「どうした？　翔一くん」仲先生が首を傾かしげた。ということは、先生には見えていないのか。

　そこに立っていたのは、三つ編み姿の黒いシルエットだった。小さくて、見覚えのある体型だ。さっき教室を飛び出たときにも見かけた気がする。そういえば、あのノートに書かれていた。

　──このノートを開くと発現する。

　こいつは、小手毬のバリエだ。小手毬がミスコンで優勝するために自ら生み出した、強い欲求の具象体だ。三つ編みのシルエットは、僕に向かって手を差しだした。指先に何かを抓つまんでいて、それをぽとりと地面に落とすと、すうっと姿を消した。僕は屈かがみ込こんで拾う。それが何か認識したとき、衝しよう動どう的に足は動き出していた。

　仲先生の「あ、ちょっと──うっ、二ふつ日か酔よいで走れないっ」という声を無視して走り出す。誰も目に入らない。ただ人混みを抜ぬけ、校舎に飛とび込こむ。さっきの胤森先生への恐怖が足にきているらしく何度か派手にすっ転んだけど、そんなのは気にしない。今、この手にある物。銀色に光る鍵かぎ。特とく徴ちよう的な形状なので見覚えがある。

　これはこの学校のマスターキーだ。いつか、真夜中の学校に忍び込んだときに小手毬が持っていたあれだ。この鍵が関係していて僕と小手毬の両方の記き憶おくに存在する場所は一つしかない。昼に出水が言っていた。今日は施せ錠じようされて立ち入り禁止になっている。

　化学準備室。ロボット研究部の部室。

　そこは校舎の外れなので廊ろう下かに殆ほとんど人はいない。ドア横には昼のスピーチ時に何もせぬまま大破したオドラデク・バージョンⅡの残ざん骸がいがガムテや段ボールやベニヤなどのガラクタと一いつ緒しよに無言で立っている。僕はその横のドアを、マスターキーを使って開けた。

　ロボ研の部室は散らかり放題で、これではどちらにせよ一いつ般ぱん開放など無理だっただろう。迷わず窓まど際ぎわに向かい、閉じられたカーテンを開く。

「小手毬？　いるのか？」

　目の前に口を開けるは荷に揚あげ機──エレベーターの荷台。箱になっていて、小こ柄がらな人なら充じゆう分ぶん潜り込める。きっと小手毬はいつかのように眠ねむりこけているだろう。そう思って中を覗のぞく。

「……あれ？」

　しかし僕の予測は裏切られ、目に映ったのは小手毬ではなかった。フワフワの生き地じで出来たピンク色のぬいぐるみだ。いつか見た丸瀬先せん輩ぱいのコスプレと同系統の、魔ま法ほう少女のようなキャラクターが佇たたずんでいた。そいつは両手を前に差し出していて、抱かかえるように一枚の音楽ＣＤが載のせられていた。まるで受け取れと言わんばかりに。

「次はこれか？」

　誘さそいに乗って取り上げると、ピンッと引っ張られる手応えがあった。ＣＤケースにセロハンテープで糸が軽めに留とめられていて、それが剝はがれたようだ。続けざまにエレベーターが静かに音を立てる。どうやら糸には細工がしてあり、昇しよう降こうスイッチと連動していたらしい。目の前で、ぬいぐるみを搭とう載さいしたまま箱は階下へ下がっていった。ＣＤを手に、僕ぼくは一人取り残される。

　小手毬は何を企たくらんでいる？

　頭の中を整理する。彼かの女じよは、僕への意い趣しゆ返しでミスコン優勝を目もく論ろんでいる。バリエが生まれるほどの強い意志でもって。百歩譲ゆずってそこまではいい。文化祭を台無しにしたことも、小手毬を見つけ出してみんなの前で謝らせれば済む話だ。が、問題は小手毬には胤森先生により爆ばく弾だんが仕掛けられたということだ。空に浮うかぶバリエの大きさからして、それは事実だろう。小手毬を見つけ出して解除しなくてはならない。

　ではどうするか。完全に小手毬の思考を読み切って、奴やつを見つけ出す必要がある。

　小手毬は優勝のための作戦として隠れているという。そして、バリエによって僕をここに導き、ＣＤを残してぬいぐるみを階下に運ばせた。

　この意味が分からない。けれど、奴のことだから理由があるはず。手元に残ったＣＤを眺ながめる。日本人のロック・シンガーのものだが、並んでいる曲名を見てもメロディの浮うかぶものは一つもない。小手毬とこの人の話をしたこともない。ケースを開いても取り立てておかしなところはなく、ＣＤやブックレットに仕掛けがあるようにも見えない。もしかすると重要なのは下っていったぬいぐるみの方で、こっちは僕が手に取りそうなものなら何でも良かった……なんて可能性が頭を過ぎる。

　……いや、そんなはずはない。

　なぜかというと、ＣＤを手にした僕の目の前にまたも黒い人ひと影かげが現れたからだ。小こ柄がらで髪かみを三つ編みに結ゆったシルエットの、小手毬のバリエ。そいつはＣＤを指さしている。やはりこれが次の鍵なのだ。ということは、僕には小手毬にここまで辿たどり着ついたことを伝える方法が与あたえられているはずだ。

　一いちか八ばちか、放送室で呼び出してもらおうか。「小手毬さん、ＣＤを受け取ったぞ」と流してもらって──馬ば鹿かな。そしたら先生たちが僕のところへ押おし寄よせる。それに、騒さわぎに乗じて胤森先生がまた近づいてくるかも。僕は、僕がここまで来たことを小手毬にしか分からない方法で伝えなければならない。でないと小手毬がこんな複雑な方法をとっていることの意味がなくなる。

　小手毬のバリエは、思考する僕の前にまだ佇んでいる。左手で拳こぶしを作り、それを耳の辺りに当てた。

「何だよ。音楽を聴きけって言うのか？」

　近くにプレーヤーを探すが、それらしき物は見当たらない。椅い子すに座すわって上を見ると、黒板の上の十六時半を示す時計が目に入った。ほぼ同時に、隣となりのスピーカーから放送が鳴る。

『文化祭実行委員会からお知らせです。ミスコンへの投票は現在をもって締しめ切きらせていただきます。発表は集計し次し第だい行いますので、しばらくお待ち下さい』

　湯座の声だ。校庭で会ったときよりはだいぶ落ち着きを取り戻したように聞こえる。ひょっとして湯座だったらこのＣＤを見て何か思いつくのだろうか。もう一度取り上げて何とはなしに眺める。

　そして直後、ある一点に気づき、僕はもう一度時計を見た。

　立ち上がる。間に合うか？　間に合わなかったら何分待ちだ？　のんびりしている場合じゃないぞ。転がるようにロボ研を飛び出し、全力で廊下を走り階段を駆かけ下おりた。




　息を切らして辿り着いたのは、一階、職員室そばの部屋。ノックもそぞろにドアを開けると、そこには立花さんがいた。

「あれ、笹子くん？」放送当番の彼女は机に脚あしを乗せて雑誌を読んでいた。

「……よかったー」僕は胸をなで下ろす。

「ゼンゼン良くないんですけど。あの小手毬のせいでスケジュールが崩くずれてさ。丸瀬先輩の演劇も時間が変わって、私が行けるのは開演ギリギリだわ。きっといい席は取れない」

　立花さんはポニーテールを揺ゆらしながら口を尖とがらす。それは残念に思うけど、今はそれより。僕は彼女にＣＤを差し出した。

「何？　リクエストは二十曲待ちだよ。ただし──」

「そのことだけど、リクエスト権、一曲くれよ」彼女の言葉を遮さえぎって言った。

「……それって、丸瀬先輩を紹しよう介かいしてくれるの？」

　立花さんは立ち上がり、ドングリみたいな丸い目を輝かせる。

「もちろん。ショッピングでも喫きつ茶さ店でもカラオケでもどこにでも連れて行け」

　あの人は押おせば何とかなるだろうから。最悪、コスプレビデオの件で脅きよう迫はくすればいい。なんたって僕はあの映像をちゃんと自分のスマホにダウンロード済みなのだ。次に丸瀬先輩から脅迫されたときに脅おどし返すための自衛用だ。

「いいのね？　私、丸瀬先輩にタキシードを着せて私は浴衣ゆかたでお互たがいの手首を手て錠じようで繫つないで駅前のアーケードをクレープ食べながらスキップで駆かけ抜ぬけるのが夢なんだけど──」

　話が長くなりそうなので有う耶や無む耶やに聞き流し、ケースから取り出したＣＤを手渡わたす。

「これ。二曲目を頼たのむ」

「分かった。今の曲の次にかける。なんかメッセージとか添そえる？」

「いや。僕からのリクエストだって言ってくれたらそれでいい」

　おっけ、との返事を背中に聞いて、僕は放送室を飛び出した。今流れている曲は最後のサビに入っていて、程ほどなく終わるだろう。それまでに、なるべく人気のないところで待っていたい。

　そしてほどなく、そのときは訪おとずれた。

　静かなイントロに被かぶせて、立花さんの声がスピーカー越ごしに廊下に響ひびく。

『次の曲は、二年四組・笹子翔一くんからのリクエスト。タイトルは「ＣＡＬＬ　ＭＥ」』

　男性歌手の雄ゆう大だいな歌声が流れる中、僕のスマホが震ふるえたのはすぐのこと。自分のクラスの前を抜け、二階のバルコニーに出たところだった。

　ディスプレイには非通知設定の表示。けれども僕は確信していた。深呼吸して、通話ボタンを押おす。

「小手毬？」

　たぶん一瞬だけれどすごく長い間を経て、電話の向こうから声がした。

『久しぶり』

　ハッキリした物言い。オドオド＆ネガティブな方ではなく、悪あく辣らつなあの小手毬だ。

　良かった。僕の読みは当たっていた。さっきの三つ編みバリエのジェスチャー。拳を耳に当てていたのは、電話のサインだったのだ。小手毬は僕の名前であのＣＤが流されるのを待っていたのだ。

「何してるんだ？」

『寝ねてた。今さっき起きたとこ』少しも悪びれた様子もなく、平然と答える。

「ずいぶん余よ裕ゆうだな。寝てる間に見つかったらどうする」

『見つからない自信があるもの。特に、私を知る人には絶対にこのアイディアは浮うかばない』

「どこにいるんだ？」

『久しぶりなんだから、もっと会話を愉たのしもうよ。私、結構文化祭楽しんでるよ。デミズのロボット、ださくて傑けつ作さくだよねー』

「そんな場合じゃない。時間がないんだ」

『場合よ。だって私、カンゲキしてるの。待ち望んだ瞬しゆん間かんが、期待通りに訪おとずれて』

　バルコニーには人が少なく、夕方になって風が強くなっている。一方小手毬の声の方に雑音はなくて、彼女がいるのはどこか屋内のようだ。

「文化祭をメチャクチャにして、何を待ち望んでいたって？」

『勝利の瞬間。翔一くんがあのＣＤを手にしたってことは、私の勝ちが決まったのだわ』

　小手毬は笑うが、僕はそんな勝負などどうでも良かった。それよりも重要なのは、もう一つの勝負の方だ。

「どこにいるのか知らないけれど、よく聞け。小手毬、すぐにそこを出てこい」

『何で？』

「胤森先生がお前に爆弾を仕し掛かけた」

　僕は小手毬に伝える。胤森先生が変装してやって来たこと。時限式の爆弾マッチ〈プロメテウス〉についての恐おそるべき事こと柄がら。しかし、返ってきたのは溜ため息いき交じりの言葉だった。

『ふうん。胤森いるんだ。でも別にどうでもよくない？』

「暢のん気きに言っている場合じゃないだろ。すぐ出てこい」

『イヤよ』

「は？」虚きよを突つかれる。「お前バカだろ。爆弾だぞ？　下手したら死ぬぞ？」

『落ち着いてよ。全く翔一くんたら、そんな噓うそに騙だまされちゃって』電話の向こうで苦く笑しようしたようだ。騙された？　噓？

「噓なもんか。十七時に破は裂れつすると言っていた」

『あの金きん髪ぱつが胤森だとしてさ。私、今日はあの女と一言も口を利きいていないし、一歩も近づいてないよ。いつ爆弾を仕掛けたんでしょうね？』

「そりゃ、知らない間にだろ。胤森先生は〈プロメテウス〉を小手毬に仕掛けたとはっきり言ったぞ。復ふく讐しゆうする気なんだ」

『ははあん。あの浮うかんでいる太陽が胤森のその欲求を具象化したバリエってわけね。でも、私だって今日は慎しん重ちように慎重を期している。絶対に胤森と接せつ触しよくしていない。百歩譲って胤森が私に復讐したがっているのだとしても、見つからないから出任せ言っているだけよ』

　小手毬の言葉は、心の底から呆あきれたとでもいうような口ぶりだった。

『翔一くん、メッセンジャー役にされたのよ。出てこないと危ないぞって脅しを掛けて、おびき出す作戦なんだわ』

　しかし僕も引くわけにはいかない。

「そう思うならそれでもいい。とにかく出てこい。〈プロメテウス〉がさっき見せられたものと同じなら、時限装置を外してコップの水に浸ひたすだけで爆ばく発はつは防げる。不発ならそれに越こしたことはない。出てくれば、マイナスになることはないんだ」

　強く説明する僕に、小手毬はしばらく黙だまり込む。うまく説得出来たか？　仄ほのかな期待が胸に湧わく。

　しかし程なく返ってきたのは、このような答えだった。

『ダメよ。今出て行ったら計画が破は綻たんしちゃう』

「ふざけんなよ！　一いつ緒しよに胤森先生のバリエを倒たおそう。この学校に悪意の存在は許さないんだろ？」

　焦あせりを覚えて時計を見る。てっきり電話できれば解決かと思っていたのに。あと二十分ほどしかない。

『嬉うれしい申し出だけど、翔一くんとの勝負の方が大事。胤森なんかに割わり込こみされたくないもん。それに私、言われっぱなしは嫌きらいなの。私が優勝したらちゃんと謝あやまってよね。そしてキミ、一生私の下げ僕ぼくだから』

「分かったよ。謝る。悪かった。だから出てこい」

『それじゃ意味ない。言葉だけの参ったじゃなくて、完かん膚ぷなきまでに勝たなくちゃ嫌いや。お膳ぜん立だては全部済んでるから、あとは発表を待つだけ。もしも今のこのこ顔を出したら、ミスコンを降ろされた挙げ句先生からお説教されちゃう。それはダメ。「私がいない」ことは、私が優勝する上で必ひつ須す項こう目もくなのよ』

「何言ってんだ。優勝は丸瀬先せん輩ぱいに決まってるだろ。だいたい、参加資格なんてとっくに剝はく奪だつされてると思うぞ」

『分かってないなあ、翔一くんは』小手毬は今度は楽しげな溜ため息いきをついた。

『この学校はこれまでいろんなことを揉もみ消けしてきたの。今回のアンケートも、状じよう況きよう把は握あくのためだけで具体的な対策をとるつもりなんてない。ねえ、言わなかったけれどあのアンケート、生徒のこともいっぱい書かれてたのよ。イジメを受けていた子はどう思うだろうね。難しい進路のことで先生に相談していた子も。彼らにとって、私が失格にされることは、自分たちの問題が黙もく殺さつされることに等しいわ。学校はイジメのことを、進路のことを知っているのに、放置している。せっかく内部資料を持ち出して告発してくれた人のことも無理やりに引きずり下ろした。そういうふうに見える。先生たちだってそのくらいの予測は立てる。だから彼らは私を失格には出来ない』

　僕ぼくは言葉を失った。小手毬は本気で胤森先生や爆ばく弾だんよりも、ミスコンで優勝して僕の鼻を明かすことしか考えていない。

　どのくらい声を出せずにいたか分からない。しばし後、何とか絞しぼり出だせたのは、こんな言葉だった。

「……最悪だよ」

『ありがとう。最高な捨すて台詞ぜりふね』

　電話の向こうで小手毬のくすくす笑う声が聞こえ、あっさりと電話は切られた。

　いろんなことがごちゃ混ぜになって脳みそがぬかるんでいた僕は、ツーツーツー……という電子音を茫ぼう洋ようと聞きながらしばしその場に立ち尽つくしていた。

　やがて、今の状況はひどくまずいんじゃないかと気づく。空を見上げれば張りぼての太陽はまだ変わらず浮うかんでいる。

　なんてこった。

　小手毬の電話は、絶対に切らせてはいけなかったのに。なんとか説得して、せめて小手毬の居場所を聞かなくちゃいけなかったのに。

　十七時までもう十五分ちょっとしかない。どうする？　もう一度放送室へ──ダメだ。立花さんはもういないだろう。知らない放送委員に説明をして順番抜ぬかしをお願いする暇ひまはない。どうする？　決まっている。小手毬を見つける。どうやって？　分からない。

　胸の鼓こ動どうを抑おさえながら、バルコニーから建物内に戻もどる。と、ピンポンパンポンと放送の音が響く。本堂の声がした。

『──それでは皆様おまちかね！　ミスコンの集計結果が出ましたので発表します！　ただし、申し訳ありません！　時間の都合でベスト３までの発表となります』

　バックにデンデケデケデケ……と安っぽいドラムロールが流れているのを耳にしながら、僕は教室へ戻もどった。行いき違ちがいで出水が廊ろう下かに出てきたので、すがるつもりで問いかける。

「出水、小手毬知らない？」

「え？　いや知らないけど……どうして？」

　まさか爆弾のことは言えない。曖あい昧まいに誤魔化そうとして、出水が背中に担かついでいる物体を指して言う。

「それ、直ったの？」

　ブルーシートを丸めて、上から模造紙を貼はっただけのやっつけな人形だ。

「まあね。オドラデクは不死鳥だよ！」

　どっちかというとゾンビを連想させるが。

「部室の前にあった奴やつは？」

「あれは一時休養。こっちの簡易版バージョンⅢで結果発表を乗り切る。たぶんいい成績に食くい込こめたはず──」出水は意い気き込ごむが、それを遮さえぎるように放送は言った。

『三位の発表の前に一つお知らせを。エントリーナンバー⑫ロボット研究会のオドラデクは、不正が発覚したために失格とします。学外のゴミ箱からの空き缶かん収しゆう奪だつは窃せつ盗とうとなります。代表者のデミズ君は、至急本部までお越し下さい』

　バージョンⅢは出水の背中から音もなく落下、大破した。

『本堂、それイズミって読むの！』放送に、湯座の声が割って入る。

『え？　でもデミズって呼ばれてなかった？』

『ふりがな振ふってあるでしょ！　自分でやりたいって言った仕事くらいちゃんとやってよ！』

　バタバタとしたやりとりが駄だ々だ漏もれで響く中、出水は膝ひざから崩くずれ落ちた。

「くそっ、仕方なかったんだ……前半集めた分をほとんど巻き上げられたから……」

　彼かれらは彼らなりにドラマがあったらしい。『えー、気を取り直しまして』と湯座の声。本堂はリストラされたようだ。ともあれ、そうだ。とっとと結果発表してくれれば、小手毬は出てくるんじゃないか？　どんな悶もん着ちやくがあったところで、どうせ丸瀬先輩の一人勝ちは動かない。

『もう一つ、残念なお知らせがあります。三年四組の丸瀬紀乃さんは、表ひよう彰しよう式しきと演劇部の公演の時間がバッティングするため、辞退されました』

「えっ？」

　思わず声をあげてしまった。そういえば立花さんが、時間が変わったと言っていた。てことは、今まさに公演中では？　たしかに丸瀬先輩にとってミスコン参加は客寄せの手段であり、用が済んだらあとはどうでもいいのだろう。けど、まさか辞退とは。

『その結果、繰くり上あがりで第三位は水泳部の二年生男子の皆みなさんとなりました！』

　ジャーンッとシンバルが鳴り、第三位が告げられた。ファンファーレの音と湯座の『おめでとうございまーす！』の声、さらに拍はく手しゆが放送から流れる。

　そのとき僕は、胸に違い和わ感かんを覚えた。女子じゃねえ、ということとはまた別に。

　本能的に、これは見過ごしてはいけない違和感だと察知する。元を手た繰ぐろうと慎重に思考する。

　本来トップの、有効票の六割近くを集めている丸瀬先輩がレースを降りた。その上、学外からの空き缶集めという裏手で得点を伸のばしていたロボ研もアウト。他の面子は、たしかドングリのせいくらべだったと記き憶おくしている。

『さあ湯座さん。この結果はいかがでしたか？』

『本堂なにしゃしゃり出てきてんの？　でもビックリしました。男子が水着で陸上をウロウロしてても変態以外の何者でもないと個人的には思うんですが、意外とそう思わない人も多かったらしく女子票を大きく集めた模様です』

　湯座と本堂が寸評を語る中、僕は小手毬のノートを思い出していた。さっきステージ脇わきで見た奴だ。

　あのノート、なんて書いてあったっけ？

　たしか、丸瀬先輩は時間の操作でなんとかするとか。

　たしか、仲先生はどうせ二ふつ日か酔よいで自じ滅めつするだろうとか。

　たしか、美術の桃森先生は出番もなく潰つぶせるだとか。

　それから……。

『さあ続いて、第二位の発表です──』

　湯座が言い、またドラムの音が流れ出す。僕は隣となりで項うな垂だれている出水に視線を向けて思う。そういやコイツ、今しがたこう言ったよな。

　空き缶の殆ほとんどを奪うばわれた。

　その「奪った人物」とは……？

「出水。お前、本当に小手毬知らない？」

　出水は身体からだをビクリと強こわばらせ、明らかに動どう揺ようした。床ゆかに四よつん這ばいの姿勢のまま、声を震ふるわせる。

「何のこと？　知らないぞ。俺おれはあいつと目を合わせたりなんてしていない。呪のろわれたりなんかしていない。ああそうさ、していない」

「じゃあさ。あの工具箱、どうしたの？」

　僕は教室の隅すみに置かれたそれを指して言った。ロボ研がさっきからオドラデクの修理時に使っているものだ。

「部室に入れなくて持ってこれなかったって言ってなかったっけ？」

「いや、その……あった」ひしゃげたようなうめき声で言って、思いっきり顔を逸そらした。

　コイツ、まさかだ。

「あったってなんだよ」

「それは……」出水は沈ちん黙もく。噓うそのつけない男である。

　頭にそのことが過ぎってすぐは、あるわけないと打ち消した。けれど、出水のこれ、この反応で確信した。瞬しゆん間かん的に思考が広がり、全部が繫つながる事に気づく。

　小手毬は言った。自分を知る者には絶対思いつかないアイディア。更さらに、さっき本堂が出水の名前を読よみ違ちがえたとき。彼はこう釈しやく明めいした。誰だれかがデミズって呼んでいた。その誰かが誰かは知らないけれど、偶ぐう然ぜんか同じ読み間違いをしている人間を僕は一人知っている。そしたら。一度思いついてしまっては。まさか、と思いつつも非常に確からしい事こと柄がらだった。

　即ち、共犯者の存在。

　放送がまたシンバルのタイトな音を鳴らす。

『第二位は、ダンス部の三年生男子一同！　おめでとうございます！』

　あの白タイツの連中だ。また女子じゃねえし、集団ばっかだし。

　でもこれでよりはっきりした。

　小手毬は本当に優勝に向けて周しゆう到とうに準備していたのだ。本当に本当に入念な準備を。

『第二位についても一波乱ありました！　実は同率で二組いたんですが、先ほどのオドラデク失格につきダンス部の皆さんが単独二位ということになったんですね』

『ダンス部だけに踊おどり出たわけですね、湯座さん』

『あなたの冗じよう談だんはつまらなすぎて目め眩まいがするので二度と喋しやべらないでくださいね、本堂さん』

『いやあ手厳しいなあ』

　へこたれない本堂の声。このくらいの厚こう顔がんさがないと生徒会長なんて務まらないんだろうと感心するけれど、そんなことはどうでもいい。もう少しだ。もう少しで、全部摑める。

　思考を集中させる。出水が、ロボ研が小手毬の共犯者だった。とするならば。

　人混みの中、小手毬は一いつ瞬しゆんにして消えた。その説明もこれならつく。さらに、だとしたら。

　爆弾の話も説明できる。もし、胤森先生がその様を見ていたら──。

　出水を放置し走り出す。

　僕はさっき小手毬とすれ違っているじゃないか。畜ちく生しよう、何回走らせる気だ。

　向かったのは三階の隅、ロボ研の部室前だった。

　ガラクタと化しているオドラデク（バージョンⅡ）の上うわ蓋ぶたのベニヤ箱をスポッと持ち上げ、中を覗のぞく。ブルーシートが敷しき詰つめられた小さな空間がある。

　そこに、空き缶の詰まったゴミ袋ぶくろを背もたれにして、ジャージ姿の小手毬が収まっていた。

「あ、見つかった」彼かの女じよは急な光に晒さらされたことに目を細めて呟つぶやく。やっぱりか。

　オドラデクは昼にステージから落ちて大破した。小手毬の登場する直前のことだ。その後、出水たちはステージの陰かげでこの本体部分の蓋を開けて待機していたのだ。今思えば、教室にゴミ袋を残して行ったのも、小手毬が入るスペースを空けておくためだったのだろう。自分のスピーチを終えて逃にげ出だした小手毬を収納すると、ロボ研四人は何くわぬ顔でこの張りぼてを運び出したのだ。御み輿こしか籠かごのようにして。

　その後の小手毬の動きは？　ロボ研には、協力の見返りとして化学準備室から工具箱を取ってきて渡わたす。その後、ロボ研の部室内のエレベーターに仕し掛かけを施ほどこして、あとは部室前のオドラデクの張りぼてに隠かくれて今に至ったのだろう。

　だとすると、エレベーターには何の意味が？　あのぬいぐるみは──。

「小手毬。ロボ研から空き缶奪ったろ」

「うん。オドラデクの深夜徘はい徊かいの件バラすぞって脅おどして」

　やはりそうか。

『さあ湯座さん。それじゃそろそろ第一位の発表に移りますかね』

　本堂の声に、小手毬は僕ぼくを見上げた。髪かみをバリエと同じ形──そして、初めて会ったときと同じ三つ編みにしている。寝ねぐせなのか不思議にはねている。

「いよいよだわ。翔しよう一いちくんも一いつ緒しよに私の優勝する瞬間を聞きましょう」

「……いや。お前は優勝できない」僕はおもむろに首を横に振った。

　小手毬は首を傾かしげる。たしかに彼女の計画はよく練られた物で、どれだけ本気で優勝を狙ねらっていたのかが窺うかがえる。けれども、残念ながら一つだけ穴があった。

「小手毬、ピンク色の魔ま法ほう少女のぬいぐるみに見覚えはないか？」

「ピンクの魔法……？　ダンサブルともこがどうかしたの？」

　あれがソイツか──は、今はどうでもいい。

『それではいよいよ発表です！　本年度ミスつむじが丘コンテスト、栄はえある優勝は──』

　三度、あのドラムロールが流れ出す。その音に紛まぎれぬよう注意して、僕は言った。

「胤森先生に妨ぼう害がいされた」

　小手毬が僕を化学準備室に導いたのは、僕を振ふり回すためじゃない。ひとえにミスコンで優勝するためだ。じゃあ、僕の行動の何が小手毬にプラスだったのか。特別なことをしたといえば、あのエレベーターを下に動かしたことくらいだ。そこに何の意味があったのか。

　もともとは、あった。けれどそれは、ある理由から意味を失った。

　本当はエレベーターの荷台の中には、ぬいぐるみの代わりに空き缶のゴミ袋が入っていたはずだ。出水から奪ったもの。けれどもそれは胤森先生によって、ぬいぐるみにすり替かえられていた。あのぬいぐるみは、昼のステージ上でオスト・アンデルが抱かかえていたのと同じ物だ。そして胤森先生はもともと理科の教師。化学準備室の合あい鍵かぎを持っていたとしてもおかしくはない。なんでそう推測できるのかというと、ダンス部は午前中は上位に食い込こんでいなかった。たぶん、小手毬がロボ研から奪った空き缶をおこぼれで入手したのだ。

　胤森先生の手を経由して。

　僕は小手毬の三つ編みを引っ張る。

「は？　何ちょっと何なのよ」小手毬はオドラデクから引きずり出されながらも僕に拳こぶしを振り回す。

「私が優勝じゃないって何？　胤森がどうしたの？　ワケ分かんな──」

　小手毬の憤いきどおりを遮さえぎって、ジャーンッと最後のシンバルが一ひと際きわ大きく鳴り響ひびいた。

『優勝は、野球部・つむじが丘チュパカブラス二年男子の皆みなさんでしたー！』

「ぎゃーん！」

　珍めずらしい悲鳴をあげ、小手毬は撃げき沈ちんした。

　時計を見ると、十六時五十五分。いよいよもう時間がない。床で脱だつ力りよくしている小手毬を横目に、僕はオドラデクの胴どう体たいを抱えて三階のバルコニーに駆かけ出た。幸いなことに人ひと影かげはなかったが、僕を追ってきたらしい出水がバルコニーに飛とび込こんできて叫さけんだ。

「笹子っち！　オドラデクに何する気だ！」

　更に遅おくれて小手毬もバルコニーに入ってきて、僕を指さして喚わめく。

「なんなの翔一くん！　何がどうなって私がこんな目に遭あってるのか、ちゃんと説明して！」

　僕はそれらを全部無視して、空に揺ゆれる張りぼて太陽を睨にらみつけて叫さけぶ。

「小手毬、僕が騙されたかどうか見ておけ！」

　胤森先生はどうやって小手毬に爆ばく弾だんを仕掛けたのか。簡単だ。昼に、彼女は僕のコーラ缶かんを持ち去った。

　ハンマー投げの要領で身体ごと回転し、遠心力に任せてオドラデクをぶん投げる。オドラデクは数メートル先にドンと落ちて、それから風に煽あおられて更に数メートル向こうに。

「やめろ！　何すんだ、おい──」出水が喚くが、許せ。オドラデクは弾はずんで、中の空き缶がぶつかり合ってカンカラと音を立る。何回かゆるくバウンドし、直後。

　──ボンッと、思ったよりも地味な音で、それは弾はじけた。

「不死鳥おおぉ──ッ！」

　出水の叫さけびがむなしく響いた。

　散乱した空き缶と殆ど姿を成さなくなったベニヤ片へんを見つめ、小手毬が呟く。

「うそ……本当に爆弾仕掛けてあったんだ」

　その口調は震ふるえている。当然だろう。あの破は裂れつに巻まき込こまれるところだったのだから。

「胤森先生は爆弾を空き缶に入れてオドラデクの口に捨てたんだ。小手毬を入れて運ぶ荷台になっていることに気づいて。だから『小手毬に仕掛けた』と言った」

　その後、彼女は化学準備室に忍しのび込こみ、エレベーターの中の空き缶袋を発見した。小手毬の潜ひそんでいそうな場所を探す中で通りすがったのだろう。その空き缶袋には、間ま違ちがいなく小手毬の署名があっただろう。もし胤森先生が何もせずに、僕が先にあの場所へ辿たどり着ついていれば、空き缶袋はエレベーターによってピロティに辿り着き、小手毬のポイントとして加算されていたはずだ。でもそうならなかったのは、胤森先生が空き缶に爆弾を仕掛けたから。彼女は、自分が小手毬に仕掛けた爆弾が、その空き缶袋の中に混じっていないか確かめる必要があった。もしそこに紛れていたら、全く別の無関係な生徒を爆ばく発はつに巻まき込こんでしまうからだ。

　もっとも、それはロボ研の空き缶で、最初にオドラデクが大破したときに教室に残していった袋だ。しかし胤森先生はそんなことは知らないので中身を確かく認にんすることになった。

　自分の仕掛けた爆弾がそこにないことに安あん堵どすると、胤森先生は署名をダンス部に書かき換かえて（それ自体は単なる悪戯いたずら心だろう）、集積所に提出したのだ。ホームルーム後に校庭で僕と会ったとき、先生はあのぬいぐるみを持っていなかった。あのとき胤森先生は、爆弾はまだ小手毬とともにあると確信していたのだ。

「なんてこと……」彼女は両手で身を抱え、動揺を隠かくさない。さすがに泣き出すんじゃないか？　これほどの悪意に自分が狙ねらわれていたと知ったら。

「大失態だわ！　胤森如ごときに後おくれを取るなんて」

　ぜんぜんそんなことはなかった。

　彼女の震えは恐きよう怖ふではなく怒いかりによるものだった。拳を握にぎり、わずかに形を残しているオドラデクの星頭を見み据すえる。

「あの張りぼて、完かん膚ぷ無なきまでにぶち壊こわしたいわ。翔一くん、野球部から釘くぎバット借りてきてくれない？」

「釘バットは野球の道具じゃねーよ」というか何の道具でもない。

　小手毬は軽く舌打ちし、横で呆ぼう然ぜんとしている出水を見る。

「ねえデミズ。ここで起きたことだけど、もちろん黙だまっててくれるよね？」

　すると出水は急に我に返ったように身を強こわばらせ、くるりとこちらに背を向ける。

「俺おれは何も見てない！　そうだ、すぐにバージョンⅣの製作に取りかからなくちゃ！」

　そのまま逃にげるようにバルコニーを去っていった。

　小手毬によると、出水が現げん役えき七不思議を怖こわがっていたこともあって、ロボ研の統とう率そつは簡単だったという。さっき小手毬が僕にかけてきた携けい帯たい電話も、部員の誰かのものだそうだ。

　僕たちはフェンスにもたれかかり、爆発した煙けむりの行く末を眺ながめる。風が強いせいか、一瞬にして空に流れて消えてしまった。火薬の臭においももうしない。これならきっと、異変に気づいた人はほとんどいないだろう。

　小手毬が僕をまじまじと見て口元を押さえた。

「翔一くん、そのカッコ、何かの犯人？　似合ってるけどバカみたい」

　すっかり忘れていた。仮装したまま必死に頑がん張ばっていたと考えると、急に気恥はずかしくなる。何も言うな。

　校庭を見おろすとお客さんや生徒たちは少しずつ減っていて、人々の興味の移ろいやすさとはかくあるものか……と鼻白む。隣となりでは同じように小手毬が眼下を眺めている。一日中隠れたり逃げたりしていたから彼女はこの人だかりをほとんど見ていないはずだ。一体何を思うのか。彼女の視線の先を追う。

　次の瞬しゆん間かん、僕らは二人同時に声をあげた。

「あっ」

　校庭から、三階バルコニーのフェンス沿いに立つ僕らを睨にらみつけている人物がいたのだ。

「小手毬！　アンタそんなとこにいたのか！」金きん髪ぱつの胤森先生が、中指を立てて叫ぶ。

「鬱うつ陶とうしいんだよ！　あんたのせいで私は──」

　けれど、彼女はすぐに警備員に引きずられ、ずるずると僕らの視界から外れていった。最後まで何か喚わめき続けていたものの口元を押さえられているので内容は聞き取れなかった。

　空を見れば、張りぼての太陽が霧む散さんしていく。胤森先生は負まけ惜おしみを喚きつつも、もう自分の行動に何の正当性も宿っていないと悟さとったのだろう。

　これでこの学校から悪意は消え去った。しかし、胤森先生のせいで校庭にはざわめきが広がる。奇き妙みような物を見る目が、校庭や向かいの校舎の窓からこちらに向けられる。次し第だいに増加して、しまったと思う間もなくスピーカーから誰だれか先生の声がした。

『三階バルコニーにいる生徒はそこから動かないように！』

　マズい。

　僕たちは何も悪いことはしていないが、説明の機会を与あたえられるとは思えない。今先生たちに捕つかまれば怒おこられるだけでも嫌いやなのに絶対それだけじゃ済まないだろう。振り返り小手毬を見る。ところが彼女、急に大勢の視線を浴びたことでロックがかかり、完全に固まっている。

「小手毬、逃げるぞ！」

「むむむ無理、動けない動けません」

　足に根っこが生えたかのようにその場に立ち尽つくす彼女。顔だけ申し訳なさげに振り返り、うつろな目でぼそぼそと独り言のように呟つぶやく。

「胤森なんかに足をすくわれるなんて私のバカ。優勝できると思って調子こいてたのが恥ずかしくて死にそう。やっぱり駄だ目めな人間はどんなに頑張っても駄目なんだって期せずして証明する形になりました」

　演説の時とは打って変わった後ろ向き。ここから動ける気配もない。このままだとすぐに先生たちがやって来る。僕は彼女の手を強ごう引いんに摑つかみ、フェンスから引っぺがす。

「ややややめてほっといて。私なんかがミスコン優勝だなんて、しょせんは淡あわい期待、身みの丈たけに合わない夢だったのよ。このまま先生に捕まって吊つるし上あげられるのがお似合いよ。そして魔ま女じよ裁判にかけられて火あぶりにされてマスコミに嗅かぎつけられて問題に──」

「いいからちょっと黙だまれって！」

　小手毬を引きずって、僕はたまたま目についたドアを開けた。バルコニー入口横の倉庫だ。小手毬と一緒に潜もぐり込こみ、内側からドアを閉める。逃にげ切きれるとは思っていないけど、小手毬がもう少しマシになるまで時間を稼かせぎたい。

　コンクリート造りの薄うす暗ぐらい室内に、埃ほこりの臭においが充じゆう満まんしている。小手毬は視線から逃のがれたことでいくらかの落ち着きを取とり戻もどしたものの、室内の不快さに顔をしかめるわけでもなくただ抑よく揚ようもなく喚き散らす。

「もういいよ。本当に。ほっといて。何なの。つまんない。みんな死ね。バカみたい。本当に。やっぱ誰も──」

　全くどうしてこいつはこうも打たれ弱いのか。さっきまであれだけイケイケだったくせに。傲ごう慢まんと卑ひ屈くつのリバーシブル・小手毬真理花ここに極きわまれりといったところか。

「ただちょっと、翔一くんをビックリさせたかっただけなのに。胤森なんてお呼びじゃないのに。あんなのただの逆さか恨うらみなのに。なんで邪じや魔まされるのか全然意味不明だし──」

「小手毬」彼かの女じよの言葉の滂ぼう沱だを遮さえぎり、真正面に向き合う。目標を失ったコイツに何が出来るか。たぶんこれしかない。と思った。僕ぼくは小手毬の首に手を回す。

「……なにこれ？」

　先日ケンカをしてからというもの、僕は僕なりに小手毬と仲直りする方法を模も索さくしていた。そして思いついたアイディアは、賭かけに近い物だった。しかし僕は賭けに勝ち、これを手にしていた。赤く光る宝石のペンダントだ。

「女子の間では、あれだろ？　文化祭でペンダントをあげるのが友情とかの証あかしなんだろ？」

「キミ女子じゃないし。じゃなくて、何これ？」

　胸むな元もとに光るその派手な宝石を見つめ、小手毬は呆あつ気けにとられたように呟つぶやいた。

「視し聴ちよう覚かく室の横の扉とびらの奥おくにあったんだ」

　昼過ぎに校内をうろうろしていたときに、僕はそこを訪おとずれた。周囲に人はおらず、調べることは簡単だった。彼女は何度か口をぱくぱくさせ、目を見開いて言った。

「あそこ、鍵かぎないよ？　マスターキーでも開かない」

「いろいろあって、僕はそれを持っているんだ」いつか学校の深夜で出会った、半はん裸らの変態神クシャスラから貰もらった鍵だ。

　あの後調べたのだけれど、クシャスラとはゾロアスター教における鉱物の神らしい。校内を散策して視聴覚室の前に行ったとき、開かずの扉の前に岩の塊かたまりに目鼻のついた奴やつが佇たたずんでいて、はたと思い立ったのだ。これはあのオッサンのバリエではないか、と。案の定鍵は滑なめらかにささり、簡単に回った。

　予想以上のでかさに面食らったし、一目でとんでもない代しろ物ものだと分かる赤石。とはいえ、本を正せば小手毬のおかげで手に入ったようなものだ。彼女の物になるのは惜おしくない。小手毬は赤く光る塊を薄うす闇やみに照らし、あらためて驚おどろきの声をあげた。

「何これ、本物？　ちょっとこんなの貰えないよ」

「いいんだよ」親指の先くらいの大きさで、真っ赤でとても澄すんでいる。どれほどの価値なのか、僕には見当もつかない。

「それより何か言うことはないのか？　人からプレゼントを貰ったらまずはお礼だろ」

　小手毬は強引に押おし切られる形で頷うなずいた。「んっ、んんっ」と喉のどの調子を整えると、

「え？　ええと、ねねねえ翔一くん。ありありありありが、がががががっ──」

　バグった。ありがとうもろくに言えずに、にへらと無様に表情を引きつらせる。
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　こいつダメな奴だなあ。こんなダメな奴にダメな奴と思われている僕って何だろう。そんな僕の露骨な態度にようやく我を取り戻もどしたか、小手毬は拳こぶしを振ふり上げた。

「ちょっとその態度なんなの。だいたい──」

　狭せまい倉庫の中で詰つめ寄よる小手毬。

「だいたい何だよ」

「キミが私をかわいいって言ってればこんなことにはなってないのに！」

「はあ？　そんなこと言うわけないだろ。思ってても言うわけない」

「どういう意味よ。思ってんなら言いなさいよ。思ってんの？　思ってないの？」

「うるさいな。ともかく、僕が頑張ったおかげでお前は爆発に巻き込まれなくて済んだんだぞ？　そこは感謝してほしいもんだね」

「それはそうだけど……あり、ありが──ううっ悔くやしい……」

　お礼を言うのがよほど嫌なのか、涙なみだをにじませる。その負けず嫌ぎらいは何なんだ。思わず吹ふき出だして、その泣なきっ面つらに「バーカ」と駄だ目め押しの悪態をつく。小手毬は泣き笑いの表情で「はあ？　何様よアンタ」なんて詰め寄ってきて、結局僕らは仲先生に見つかるまでずっと倉庫に隠かくれてた。何してたかって？　もちろん内ない緒しよだ。




　　　◇




　閉会式ではみんな疲つかれ切きっていたそうだ。無理もない。小手毬に振り回され、生徒会や実行委員の心労は相当な物だったに違ちがいない。大多数の関係ない生徒たちだって、心置きなく楽しめた、ということにはならなかったはずだ。

「お前ら、何やってんだ……」

　仲先生が倉庫のドアを開けたのは、ちょうど僕の必殺チョップが小手毬の脳天に炸さく裂れつし、かつ小手毬のチョキの両りよう端たんが僕の鼻の穴に突き刺ささった瞬間だった。それからも摑み合いでポコポコどつきあう僕らを見て、先生はとてもとても深い溜ため息いきをついたのだった。

　僕と小手毬が偉えらい先生がたに個別に事情を聞かれてた（ばらばらに話を聞かれたけれど、心配はないだろう。僕らは一いち蓮れん托たく生しようであり、自分の保身を考えれば相手を売ることにはならない）一方で、ステージ上で本堂が力なく閉会宣言をし、その後各クラスは担任の先生にお説教をくらい、ようやく解放されたらしい。殆ほとんどの生徒にとっては、なんで怒られているのか全く意味が分からなかったに違いない。それについては申し訳なく思う。後夜祭の許可が下りて、湯座は胸をなで下ろしたことだろう。

　保健室に行くと、小手毬が仲先生に絶賛説教されている最中だった。演劇部が公演で使ったらしいギザギザの石板の上に正座させられている。その真ん前で、仲先生が女看守のように釘くぎバットを抱かかえて小手毬に凄すごんでいる。その道具はどこから持って来たんだろう。

「お前、分かってんのか？」

「……すみません」

「人がどんだけ心配したと思ってんだ？　あぁ？」

「……すみません……」

　男おとこ勝まさりに声を荒あららげる仲先生に、ひたすら頭を垂れる小手毬。ところが僕を見るなりギザギザ石板から立ち上がり喚く。

「あっ！　翔一くん。どういうこと？　みんな心配してるって言ったよね？　なのになんで怒られるの？」

　ジャージを膝ひざまでまくり上げ脛すねについた段々の痣あざをさすりながら不平を重ねるその姿に、僕と仲先生は顔を見合わせて嘆たん息そくした。コイツ全然懲こりてない。

　ちなみに小手毬はミスコンの最終結果で四位だったそうで、それで急きゆう遽きよ上位三位のみの発表ということになったらしい。もしも目もく論ろ見み通りに出水たちの空き缶かんが小手毬に加点されていたら、本当に優勝していたのかもしれない。恐おそろしい奴だ。

　外を見ると、窓の外に湯座の姿が見えた。彼女はソワソワしていて、それとなくこちらの様子を窺っている。

「そうだ。小手毬、お前湯座にも謝あやまってこいよ」

　僕が言うと、小手毬はビクリとなってすっと俯うつむき、ブツブツと言い訳を連ね始めた。

「そんな無理だって。合わす顔がないから明日から鉢はちかつぎ姫ひめのコスプレで登校しようと思ってるくらいなのに……」

「バカお前。散々迷めい惑わくかけたんだから、面と向かってちゃんと謝らなくちゃダメだろうが」

　といっても、もし小手毬がいなければ〈フラットウッズ〉〈オドラデク〉〈アラン・スミシー〉のいずれかが炸裂して文化祭が開かい催さいされなかった未来もあり得た。だから小手毬の行こう為いはプラマイゼロだ……とまでは言えないにせよ、僕にも責任の一いつ端たんはあるし、小手毬の名めい誉よ回復のためのフォローならいくらでもするつもりだ。

　仲先生がうんうんと頷うなずき、校庭側のドアを開けると「おーい湯座さーん」と手招いた。湯座はすぐに駆かけ寄よってきて、保健室の真ん中で石像のように固まる小手毬に微笑ほほえんだ。

　刹せつ那な、小手毬はその場にくずおれるように平ひれ伏ふす。土下座の形になる。それはそれは見事なトランスフォームだった。その姿に湯座は頰ほおをかきながら苦く笑しようする。

「ちょっとやりすぎっていうかビックリしたけど、でも面おも白しろかったからいいよ」

　どうやら小手毬は許されたようだ。

「だからほら、顔を上げて？」

　おそるおそる湯座を見上げる小手毬。さっきまで一度も見せなかった不安げで真面目な表情の彼女の首に、じゃらりと鎖くさりがかけられた。小手毬が息を吞のみ、目を丸くする。

「本当は、後夜祭であげようと思ってたんだけど。一応小手毬さんの名前に因ちなんでるのよ」

　美術で作ったペンダントだった。午前中に見せられたときには気づかなかったけれど、複雑な造形はよく見ると花の形をしている。なるほど、小手毬とは花の名でもある。さらに、その花びらの部分は淡く光を放っていた。

「おお、何それスゲー」仲先生が感かん嘆たんして顔を近づける。

「蓄ちく光こう塗と料りようを塗ぬってみました。日中にまず光を溜ためなくちゃならなかったから、すぐには渡わたせなかったの」

　小手毬は自分の胸元に光るそれを宝物のように抱かかえると、仰ぎよう天てんして目をクルクルさせた。

「わわわわ私がこんなものを貰えるだだっだななななななんなんて」

　もう一度深々と土下座する。

　そのしおらしさを少しでも僕に向けたらどうなんだ。なんて少しは思ったけれど、どちらかというと逆の思いの方が強かった。あの全身くまなく悪女の小手毬と、このどうしようもなく後ろ向きでダメ人間の小手毬の両方を特等席で見られるのは自分だけだ。僕はそのことを誇ほこりに思っているし、特別だと感じているのだ。

　なんでそう言いきれるかって？

　湯座を神かと崇あがめて平伏す小手毬を、呆あきれた視線でニヤニヤと眺ながめる人ひと影かげがあったからだ。さっき小手毬に「似合う」と褒ほめられた黒ずくめのシルエットをしている。きっと僕のバリエだ。バリエは悪意だけではなく、純じゆん粋すいな思念を具象化したものでもある。そしてそいつは、とても楽しそうに小手毬を見つめていた。

　小手毬が土下座に夢中で良かった。見られたら何を言われるか分かったものじゃない。
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　文化祭が終わって一週間が経たった。天気は晴れで、風も穏おだやか。自転車で出かけるには上々の日ひ和よりだった。

　今日は小こ手で毬まりと駅前のフリーマーケットに行く約束をしている。ネットサーフィンでたまたま参加者のブログを見かけ、その人が大量の中古ゲームソフトを出すらしいことを知ったのだ。人だかりの中に行くなんて、普ふ段だんなら絶対に首を縦に振ふらなかっただろう。けど湯ゆ座ざが「私、小手毬さんの選んだゲームで遊びたいなー」と後あと押おししたおかげもあって、誘さそいは実現したのだった。

　待ち合わせの場所に約束の五分前に着く。到とう着ちやくのメッセージを送って待っていると、視界でいちばん大きな家から小手毬が出てきた。濃のう紺こんのチェック柄がらワンピースに、キャメル色のブーツを履はいている。

「全く私を休みの日に外に連れだそうとするなんて、大それた話だわ。お母さんがビックリして感激して泣いてたけどどうしてくれるの？」

「はいはい。そんじゃ後ろに乗って」我ながら、彼かの女じよを適当にいなすことに慣れたものだ。

「え？　乗るって、どうやって？　立つの？　座すわるの？　座る場合はまたぐの？　それとも横向いて腰こし掛かけたらいいの？」

「僕ぼくの自転車には荷台がないから、立ってもらうしかない」

「どうやって？　足場は？」

「ここの、出っ張りに足を引っかけて」後輪の軸じくから飛び出た出っ張り──ハブステップを指さすと、彼女は目を丸くした。

「こんなちっちゃいところに全体重をかけるの？　壊こわれない？　滑らない？」

　大だい丈じよう夫ぶだよ。いいからとっととやってみな。そう急せかす声に小手毬は観念し、僕の肩かたに手をかけて「よっ、とっ」とジタバタして数分後。ようやく自転車の後ろに立った。

　僕の肩に手を乗せる。というか両りよう肩かたを鷲わし摑づかみにされる。

「お、おっけーです。でも運転してて軽くなったらたぶん落ちてるから、すぐ止まって」

　幸いなことにそんなことはなく、自転車はすいすいと進んだ。休日の午前中は人が少なく、ペダルを踏ふみ込こむ足も快調だ。ただときどき「待った、こわいこわい！」と首を絞しめてくるのは死ぬからやめてほしい。

　心ここ地ちよい秋の風を抜ぬけて裏道を走っていく。小道からショートカットの駐ちゆう車しや場じようを抜けて、大通りに出る。通りがかりに小学生の一団を見て、小手毬は振ふり返かえる。

「あっ！　あれ文化祭で私を突つっついた連中！　箒ほうきで！」

「よく覚えてるな」

「ちょっとおろして翔しよう一いちくん。あのガキどもに石投げてくるから」

　無視してスピードを上げた。

　会場に到着し、駐ちゆう輪りん場じように自転車を置く。フリーマーケットはそこそこ賑にぎわっていた。昔小さなスーパーのあった跡あと地ちで、今は公園になっている。ある人はレジャーシートを広げ、ある人はコンクリートブロックを並べた簡易台を作り、不要な服や本やギターや、いろんなものを売っている。小手毬は若じやつ干かん動きがギクシャクしていてときどき右手と右足が一いつ緒しよに出るものの、一応楽しんでいるようだった。周囲の目が誰だれも自分たちに向いていないのを確かめながら、目的の店への地図を片手に、もう一方の手で僕のパーカーの紐ひもを抓つまんで率そつ先せんして歩く。自分で店に赴おもむいてゲームソフトを買うのは初めての経験だという。彼女が嬉うれしそうに手にしたそれは、様々な仕掛けの施されたステージに爆弾を配置して敵を倒していくゲームで、最大五人まで同時にプレイできる。これなら湯座に仲なか先生も交えて遊ぶことが出来るだろう。

　帰り道も同じように二人乗りで走っていく。加速するにつれて風が吹き抜け気持ちがよい。僕の後ろで小手毬が言った。

「これ、チームプレイで遊ぼう。いきなり湯座さんと組むのは緊きん張ちようで死ぬから、私と翔一くんがペアで湯座さんとアスミンがペア」

「お前それ、確実に土ど壇たん場ばで僕を裏切るだろ」

　そうなる前に先に裏切ってやる。僕しもべのふりして主君に爆弾を仕掛けてやるのだ。

　なんて思っていると僕の肩に掛かかる両手がキュッと力を強めた。

「そんなことしないよ。私、翔一くんと力を合わせて何かするのがこの世でいちばん楽しいもん」

　それから小さく「あっ」と言って、小手毬は口をつぐんだ。どうやら失言だったらしい。

　風のせいで聞こえないふりをして、真っ赤になった耳たぶを冷まそうとスピードを上げる。見えないけれど、背後で小手毬も真っ赤になっている気がした。










　あとがき




　高たか木ぎです。私は昔からふざけることが好きで、つい先日も故旧の人から「高木さんひとつふざけてくれんかね？」と言われたのでちょっと冬の湖に逆さまに突き刺さってみました。するとその人は「おお、犬いぬ神がみ家だね」と言ったので私は「あたりです」と答えました。しかし私の上半身は湖中で淡水魚につつかれているので私の言葉は彼に届きません。なので尻文字で「ア・タ・リ」と書いてみたところ、彼はにこりと微笑ほほえみました（テレパシーで光景は見えているのです）。うれしがる私に、彼は続けます。

「これは見事な青あお沼ぬま静しず馬まだ」

　たいへん衝撃的な発言でした。いくら語り尽くされた物語とはいえ、これは許されないことです。そこはスケキヨと言うべきでしょう。私は慌てて尻文字で「ネ・タ・バ・レ」と虚空に書きました。するとその人は「なにい、クタバレだと？」と怒り出し「高木さんがそんなことを言う人だとは思わなんだ、ああ思わなんだとも」と去ってしまいました。胸を痛めた私がそれから数年その場所に刺さり続ける様を見て、かの名曲『ワダツミの木』が作られた。そんな言い伝えが東京より遙はるか東の地、東とう葉よう勝かつ田た台だいの方にあると聞きます。

　さて、言い伝えとは全く無関係ですが、スニーカー文庫さんから本を出すのはしばらくぶりです。二〇一三年の春以来ですので、ほぼ五年半ぶりですね。五年半もあればたくさんのことが変わります。たとえば、スニーカー文庫編集部がすっかり入れ替わり、いつの間にか知っている編集者が一人もいなくなっておりました。そんな中、行くあてのない原稿を握りしめ右往左往していた私とスニーカー文庫との橋渡しをしてくださった角川文庫のＫ氏、また、久しく疎遠だったにもかかわらずこうして刊行の機会をくださったスニーカー文庫編集長のＳ氏ならびに担当編集者のＷ氏に深く御礼申し上げます。加えて、イラストを引き受けてくださいました遠とお坂さかあさぎ様、この本の刊行にあたり私のノートパソコンから読者までの間を繫つなぐために力を貸してくださった全ての方々、そして本書を手に取ってくださった皆様へ心より感謝いたします。

　最後にもう一つ、スローペースながらもこうして本を出せているのは、支えてくださる方々あってのことです。お陰様で今も湖に頭から突き刺さっていられます。最近は短めに文章を切り上げないと意味不明になることを自覚できる程度の分別もつきました（これも大きな変化です）ので、ひとまずはこの辺で。それではまた。





二〇一八年七月　高木敦あつ史し　　
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「これやってると、おなかすくよね」

　テレビ画面の五×五のマス上に、クッキーがびっしりと並んでいる。一つずつずらしていき、同じ種類のクッキーを一列並べると消える。クッキーが消えると種類に応じてポイントが加算され、先に満点になった方が勝ちだ。

　秋雨続く日の放課後、僕たちはそういうゲームで遊んでいた。最近の僕らは暇さえあればこうやって保健室のベッドに並んで座り、頭側の棚に置かれたテレビに向かってコントローラーを握っている。今じゃとっくに一線を退いたレトロなゲーム機で、ゲームソフトも一九九〇年代の古いやつだ。

「そもそも何でクッキーを並べると消えるわけ？　全然納得いかない。画面の中の彼らには納得出来るだけの根拠があるのかな」

　小手毬がぼやくが、僕は答えない。そんなのは考えるだけ野暮というものだ。

　保健室には他にもう一人、養護教諭の仲明日美先生もいた。彼女は部屋の隅で、雨に濡れたスニーカーをドライヤーで乾かしている。ブオォンと静かに響くその音の隙間を縫って、小手毬が呟いた。

「きっと消されたクッキーは廃棄されるのだわ。廃棄するなら、私にくれればいいのに。最近すぐお腹減るから、喜んで食らい尽くすわ」

「食欲の秋だな。しょっちゅうおやつ食べてるくせに、まだ食い足りないのか。……ていうかさっきから邪魔なんだけど、これわざと？」

「なんのこと？」

　小手毬はそっぽを向いたが、噓だ。絶対に気づいている。気づいていない訳がない。この、狭い保健室の狭いベッドの上、並んで座る僕らと薄型テレビの間に鎮座する、謎の巨大な岩石の姿を。

「ベッドの上に岩があるのってイメージが悪いんだけど。枕がザリザリしそう」

「岩じゃないよ。隕石だよ」

「やっぱり見えているんじゃんか」

　返事の代わりに舌打ちが聞こえて、僕は得心した。

「これ、小手毬のバリエか」

〈バリエ〉は、人間の強い欲求の具象化したものだ。保健室登校の彼女──小手毬真理花は、共感覚に似た能力を持っている。人間の強い欲求を目の当たりにすると、それに応じたイメージが現実のように見えてしまうのだ。そして、彼女と関わって以降その能力はなぜか僕にも移ってしまった。ただし小手毬よりも見る力は弱くて、よほど強い欲求のバリエしか見えない。そして今、目の前の岩石改め隕石は、その存在のリアルさからいってかなり強い欲求であることが見て取れる。

「そんなにゲームに勝ちたいの？」

「別に。今回のは私の方が勝ってるし」

　だからそれはさっきからこの岩が邪魔だからだ。ちょうど僕の目の前にあって視界を塞いでいるおかげで、テレビ画面の僕の陣地の半分近くが見えない。端っこを見ようと首を伸ばすと、それに応じて岩も揺れる。集中力が途切れるし、ミスも増える。

「あ、模様間違えた！　もう、何なんだよ、この岩」思わず声が出た。

「岩じゃなくて隕石。そして男の子なら言い訳しないの」

「言い訳も何も、これがゲームに勝つためじゃないって言うなら、何を企んでいるんだよ？」

「人聞きの悪いことを言わないで。私、結構素直な性格ですけど」

「ずいぶん捻くれた冗談だな。小手毬が何か企んでいない瞬間なんて見たことないね」

　さっきから体を捻ったり姿勢を変えたりしながら操作しているから、コントローラーのコードが絡まって突っ張って仕方がない。コードのもつれを直そうと、僕はコントローラーを持つ腕をぐいっと振って伸ばす。その拍子に小手毬に肘が当たり、彼女は頓狂な声をあげた。

「あっ！　何今の！　ひどい」

　今ので手元が狂ったようだ。反射でゲームにポーズをかける。小手毬は「今、縦横一気に消せたのに！」と僕に口を尖らせた。

「ずるいよ翔一くん。今のはナシだわ。そんな卑怯なことする？」

「わざとじゃないって」

「信じられない。だいたい翔一くんときたら、最近ちょっと調子に乗ってない？　この間だって勝手に私のお菓子食べちゃったし」

　それは二日ほど前のことだったか。小手毬が瓶入りのクッキーを持っていたので、僕もちょっとつまんだ。普段それほどお菓子を食べる方じゃないけれど、ふんわりサクサクでやたら美味しかったので、つい何度も手が伸びてしまった。それはまあ、事実ではあるけど。

「あれは、小手毬がくれるって言ったんじゃないか」

「言ってない。『食べたい？』って聞いただけ。誰にもあげないで独り占めするつもりだったもん」

　そのとき、部屋の隅のドライヤーの音が消えた。

「待てマリマリ。あれは別にあんたのじゃないよ」仲先生が小手毬をあだ名で呼ぶ。「あくまで私ので、お裾分けしてやるってだけだ。それに、ちゃんと翔一くんにも分けてあげろって言っただろうが。勝手に独占するな」

　何でも、仲先生が先日友人の結婚式に参列したときにもらったギフトだそうだ。道理でちょっと高級そうな味がしたわけだ。表面が砂糖でカラフルにデコレーションされた……アイシングクッキーと言ったか。

「独占なんてしてないもん。するつもりだっただけで」小手毬は尚も口を尖らす。

「するつもりだったって点を責めてるんだよ」

　仲先生は溜め息混じりに言うと、立ち上がって教室を出て行った。トイレかどこかだろう。

　ちなみにクッキーの瓶は今、小手毬により蓋を閉じられて冷蔵庫にしまわれているはずだ。彼女はまだ何かブツクサ言っているが、その隙に僕はゲームのポーズを解除して再開させる。小手毬は「あ、またズル！」と自分も慌ててコントローラーを構え直した。

　ゲームは暫し、黙々と続く。僕の負けっ放しと言うことはないけれど、勝率は小手毬の方が若干良い。

　くそう、この手のゲームなら、普段なら僕の方が絶対得意なのに。そう思っていたら、小手毬が画面を見ながら呟いた。

「そうだ翔一くん。これ、また何か賭けをしようよ。三回連続負けた方が罰ゲーム。どう？」

「……勘弁してくれよ」

　小手毬はときどきこうやってゲームの勝敗に罰ゲームを持ち込む。神経衰弱全部一発で当てるまで帰れませんとか、仲先生を尾行して間抜けな写真を撮ってこいとか、質が悪くて意地も悪い。しかもそういうペナルティが課されると小手毬は試練と捉えるらしく、俄然ゲームの調子が良くなる。対して僕はすぐ負けたときのことを考えてしまい、そのプレッシャーに押しつぶされてコロッと負ける。あいつが得な性格か、僕が損な性格なのか。

　一度「罰ゲームじゃなくて、勝った方に褒美を与えるべきだ」と進言したのだが、彼女が「敗北者がもんどり打って困り果てる様を高みから眺めるのは最高のご褒美よ」と胸を張り却下となった。性格の悪さが尋常じゃない。

「負けた方は、自腹で手作りクッキー作ってくること。プロ顔負けの美味しいやつね。私の舌を唸らせるやつが出来るまでやり直しだから」

　しかも自分が勝つことに絶対の自信を持っている。彼女は、僕がお菓子作りなんて……そもそも料理なんて全く出来ないことを見透かしているのだろう。心から意地が悪い。

　けれど、しかし。

　繰り返しになるけれど、僕はこの手のパズルゲームはどちらかと言えば得手なのだ。今小手毬に負けているのは、既にペナルティが課されているからだ。

「やった。また私の勝ち。あと一回負けたら翔一くん罰ゲーム決定ね」

「ああもう、本当に邪魔だなこの隕石」

「邪魔だと思うならどかしてみせてよ。言っとくけど、私それ狙ってそこに置いてる訳じゃないからね。バリエは必ずしも自分でコントロール出来る存在じゃないって、翔一くんなら知ってるでしょ」

　それはその通りだ。〈バリエ〉はあくまで心象の具象体で、意思を持つ守護霊とか式神の類じゃない。

「それに、こいつがここにいるのは翔一くんのせいでもあるわ。自業自得よ」

　身に覚えのない濡れ衣だ。しかしこのままでは三連敗は確実。クッキー作りに精を出す羽目になんてなりたくない。きっと小手毬のことだから本当にプロレベルのものが出来るまで何回でも、何十回でもやり直させるだろう。

　では、僕が勝つにはどうするか。調子こいてる小手毬に、一つギャフンと言わせたい。そのために絶対に必要なこと。

「分かったよ。罰ゲーム受けて立つから、一つ教えて」

　嘆息混じりに言うと、小手毬は視線を僕に向けて訊ねた。

「何が知りたいの？」

「決まっているだろ。この岩……じゃなくて隕石。このバリエの情報を教えてくれないか」

　この女がやすやすと敵に塩を送るだろうか……とも思ったが、小手毬はふうん、と一瞬鼻を鳴らして答えた。

「なるほど。そのくらいしないとフェアじゃないよね。そいつに名前があるとしたら〈アーニートゥ〉よ」

　知らない。隕石ならば理科絡みかと思ったし、理科は彼女よりは得意なはずだけれど、生憎そのカタカナに覚えはなかった。

「なーにー……等？」

「アーニートゥは、グリーンランドで発見された隕石ね。一万年以上前に落ちてきたやつで、その重さは何と三四トン。豚三四匹分の重さってことね」

「グリーンランドねえ。今もそこにあるの？」

　僕は優しいのでつまらない冗談はスルーして訊ねた。すると小手毬はコントローラーを握ったまま、器用に人さし指だけを立てて言った。

「いい質問」小手毬は指を立てたまま続ける。「アーニートゥは、一八九七年に冒険家によってさんざんの苦労の末に船で運び出されて、現在はニューヨークの自然博物館に展示されているの。この隕石は、人類が移動させることに成功した隕石の中で最大のものよ」

　彼女は「移動」のところを強調して言った。

　ふむ。

　バリエは強い欲求の具象体だ。そして小手毬は、目の前のバリエ〈アーニートゥ〉が自分の欲求に由来した存在であると認めている。そしてバリエの形状について、そのバックグラウンドまで教えてくれた。この、さっきから僕の動きに合わせて視界を邪魔する隕石。

　ふむふむ。

　小手毬はさっき僕に「邪魔なら動かしてみて」と言った。そして、アーニートゥは人類によって「移動させることが出来た」隕石であるという。

　まとめると、小手毬は僕にこの隕石を動かして欲しいようだ。では隕石はいったい何のメタファーか。僕は隣に座る制服姿の彼女を横目で見て考える。自分勝手で、傲慢で、強欲で、そして若干ドジである。そんな彼女はさっきこうも言った。この隕石がここにあるのは、僕のせいでもある。小手毬は責任転嫁が得意だから、もちろんこれは言いがかりだろう。でも、とすると。

　一つだけ、心当たりがある。

　僕はベッドを降り、冷蔵庫をあけた。水のペットボトルとかに混じって、例の瓶詰めのクッキーが鎮座している。視界の隅でアーニートゥが少しカタンと揺れた気がした。

　瓶詰めを取り出して蓋に手をかける。ずいぶんキツく締まっているようでビクリともしない。蓋の結露を拭き取り、腕全体を使って捻るけど、少しも動かない。

　小手毬がベッドの上から声を放った。

「なんかさ、それ開かないの。瓶なんだから、開けられるはずなのに」

　ふむふむふむ。

　どうやら正解のようである。これこそが隕石の正体だ。この女、自分で閉めた瓶の口が開けられなくなったのだ。〈アーニートゥ〉は、小手毬からの「瓶を開けろ」アピールなのだ。きっと「独り占めする」と言いながらも蓋が開かなくて自分も食べられなくなっている状況が間抜けで、ストレートには言い出せなかったのだろう。

「瓶が開かないのは、内部の空気が冷えて収縮し、真空状態になっているからだ。空気を温めて膨張させれば、蓋の吸着力が弱まって開けやすくなる」

「そんなの知ってるよ。でもそれをどうやってやるかってこと。お湯は職員室の隣の給湯室まで行かないとないわ。でも、そんなところにお菓子の瓶を持って行こうとして、途中で先生に見つかったら奪われちゃうでしょ。そして私はそういうときツイてないから、たぶん見つかる。奪われる。そしたら私、その先生を一生恨む羽目になるじゃない？　だって食べ物の恨みは恐ろしいんだから」

　そんなことで小手毬に一生恨まれたら先生もたまったもんじゃないだろう。被害者を出さぬため、僕は小手毬の思惑に乗ってやることにした。教室の隅、さっき仲先生の座っていた椅子に目を向ける。彼女がスニーカーを乾かすのに使っていたドライヤーが残されていた。僕はそれを取り上げる。

　小手毬が身を乗り出して訊ねた。「ドライヤー？　それで温めようってわけ？　そんな熱でいけるの？」

　返事せず、ドライヤーのスイッチを入れる。瓶に向かって温風を当てる。瓶は次第に熱を帯び、しばらく待つと、金属製の蓋が心なしかこんもりしてきた。ドライヤーを止め、瓶をベッドに向けて放り投げる。

「ほらよっ」

　小手毬が餌を与えられた動物園の猿みたいに手を伸ばし、すぐに瓶を取り上げた。

「あつっ、何これ熱い！」

　焦りすぎだ。少々冷ませ。彼女は瓶を両手で数回お手玉したあと、蓋に手をかけた。口を真一文字に結び、ぐっと腕に力を込める。

　そして。

「あ、開いた！　やった！　すごい！　山が動いた！」

　歓喜の声をあげた。と、同時に、僕の目の前にあったあの邪魔な隕石〈アーニートゥ〉はすうっと消え去った。やれやれ、解決だ。苦笑いがこみ上げる。そんな僕の表情を見もせずに、小手毬が高らかに言い放つ。

「わっはっはっ、独り占めだ！」

「おい！」

　お前はギブアンドテイクという言葉を知らないのか。小手毬に食い尽くされるのは悔しいので、僕も慌ててベッドに戻り、瓶に手を伸ばした。二人して取り合いになりながらクッキーを貪る。──うむ、やはり美味い。これは上等な奴だ。もう一枚、あと一枚……気づけば瓶の中身は空っぽになっていた。

「あー、美味しかった。翔一くん、褒めて使わすわ」

「何様だよ。でも本当に美味しかったな、これ」

　すっかり満足し、二人で笑い合う。と、そこに仲先生が戻ってきた。彼女はベッドの上の空っぽになった瓶を見て「あっ」と声をあげた。

「噓だろ……これ以上マリマリに取られないようにしっかり蓋したのに……さては翔一くんの入れ知恵だな」

　どうやら蓋をきつく閉めたのは先生だったらしい。仲先生は僕をギロリと睨むと、恨めしそうに呟いた。

「……食べ物の恨みは恐ろしいぞ」

　このあと、先生のご機嫌を取るために結局クッキー作りに勤しむことになったのだが、それはまた別の話ということで。
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